
今 泉 遺 跡

i.遺 跡 名 今泉追跡(略号= 75)

2.所 在 地 岩手県水沢市佐野

3.調 査 主 体 岩手県教育委員会・日本道路公団

4.調 査 担 当 岩手県教育委員会

5.調 査 期 間 昭和50年6月9日-9月I2日

6.調査対象面積 約i935mさ

7.発掘調査面積 約i809m2





一 合泉追跡-

I 遺跡の立地と層序

(1)遺跡の立地

本遺跡は水沢市の北端、水沢市佐抑こ所在する。水沢段丘の北縁に位置し、胆沢川を眼下に

見下す段丘屋上の平坦面に形成されている。尚、胆沢月Iは東流して北上川に注ぐ。海抜約54へ

55mで、現河床との比高は約4へ5mとなっている。

段丘崖は、胆沢川そのものの水力によりかなり侵蝕されている。また、水沢段丘の北縁は、

大勢としては胆沢川の流れに沿って北東方向に張り出す形となるが、本道跡周辺では開田事業

などでかなり原地形とは異なっている様子である。

土地利用の現状は畑地であるが、土地の人によれば、かつては宅地・基地があり、また遺跡

の南半は水田であったとのことである。

(2)遺跡の層序

表土から基盤の礫層に至るまで4層に大別される。表土下のII層とした上面が遺構検出面で

あり、遺構の多くはIII層上面にまで達している。段丘崖綾の遺構は、水力の侵蝕によl)その大

半を失っている例もある。

瀦瀦顔瀦須 
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濁幣繍 
授:盤盤駆 
根..宣誓〇三故紙 

工・茶色のシルト質土。耕作土。 12へ14。m。

Ⅱ・暗褐色シル上質土。表面は茶がかる。湿気のある場合

にはやや粘性・締まりあり。乾燥時(二はクラックが入る

北側で25cm。南側で60へ80cm。遺構検出面。

Ⅲ・黄褐色シルト質土。粘性弱で乾燥するとサラサラして

いる。南側で1.4-1.5mの厚さ。

Ⅳ・基盤の段丘礫層。砂粒中に人頭大の礫が存在。最底で

も3m以上はある。

第2図 今泉遺跡・層序概念図
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ー 今泉追跡鵜

第3国 道構配置図
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ー 今泉遺跡-

上器番号

①l坊P,

②高杯B。

⑤蛮且3

④嚢巳.。

⑤壷P,

⑧蛮P。

⑦恕鼠。

⑥)蛮且

l・親側色石細工。軟質でやや粘性か)
A’

鵡色ンルト畑・粒が全体吉多く(昆入」 2・鞘堂ンルト買上。硬質で、粘性弱い。

白色・純の微細一秒か全体輸降。状に
混入\撃期日

3・暗鞘色シ′し卜fi廿しま。あるも、間肇
もややあ用堕I勅上)

4言鞠色石勘†十〇軟質で、粘性あり、妙
手=∴炭化物粒を混入

5・籾色柄航。 2よりは少ないが、微細
秒混入

A’

6『i梱包シルト買上。硬質で、粘櫛か、

7・踊随シルト肌。 2(こ似るか、疏憾色

シルト質上粕が現状に混入

8・甜重臣ンlし出仕の有れた部分

9・蹄絶海=聞ンlしト(基盤)

以下については、概念図を示して土性を詳記する。

II 発見された遺構と遺物

Ai65竪穴住居跡(第4図・第1表)

0 1

第4- i図 Ai65竪穴住居跡実測図

遺跡の西北隅の現在の段丘崖直近に位置。耕作土直下の暗褐色シルト質上層上面(本遺跡の

遺構検出面はすべてこれと同一であるので以下の説明では、それには特に触れないこととす

る)に検出。

西方に隣接するAi62住居跡と一部重複し、またAi65 (以下には住居跡は省略する)自体に於

いても、新・旧の重複が見られる。図中の竪穴住居床面上に、北辺・西辺が一部2本見られる

のがそれであり、新期のものは旧のものよりやや南方と、南へずれた位置で重複している。

重複関係その他の理由で平面形は判然とはしないが、前述の一部残存の壁からすると、少な
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ー 今泉追跡-

くとも新期のものは一辺4.5m (推定)・床面積20.25面(推定)程の正方形となるようである。

住居中軸線(推定される北壁と南壁の中点を結んだ線)の方向は、ほぼ磁北に一致する。

遺構内に堆積している層は、大別して三層になる。

第1層 黒褐色有機質土層。軟質でやや粘性がある。壁際に一部壁の崩土と思おれるブロッ

クがある。

第2層 褐色有機節土層。締まりがあってやや硬質。粘性は弱い。新期の住居跡内にのみ分

布する。

第3層 黒褐色シルト質土層。締まりがあってやや硬質。粘性は弱い。この層の上面がある

時期の生活面と思おれ、土器片他が同一のレベルに分布する。

床面は比較的平坦面が多い。床面上(ある時期の生活面)に5箇所の焼土塊と炭化材7個が

みられる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、ほぼ24cm前後(遺構検出面まで。以下壁高については

同じである)の壁高となる。他に5箇所(うち1個は旧のもの)の浅いピットがある。

それらの各ピットはいずれも浅く、位置も不整で、柱穴と認めるべき積極的な根拠を示すも

のはない。

カマ卜と明確に認め得るものは存在しない。新期住居跡の北東隅一帯と、南東隅の一部に焼

土の分布がみられたが、何れも7層の上にのり床面は焼けておちず、カマド・炉とは認め難い。

その他同港・貯蔵穴など特記すべき施設は存在しない。

年代決定に資するものとしては、新・旧の床面上出土の土師器類が挙げられる。

(遺 物)

I 土師器(第4-2図 l-9)
第1表

分類 

上平 輩 号の 霊 潮 図 番 サ 

調 整 

嵩 高 口 径 底 径 

備∴考 回 線∴親 休部土牛 休部下草 底∴∴∴郎 

内 面 外 面 内∴面 外 面 内I面 外 面 困∴面 外 面 

袈 

⑦ 6 刷 毛目 横ナチ 
刷毛目のち ミサキ 

刷 毛臼 
刷毛目のち ミかキ 刷毛日 報分ナテ 

ナ デ へラケズI′ 10.2 13.8 5.8 

8 矢∴∴臆失 欠∴∴∴失 欠∴∴\芙 大 夫 へラミガキ へラミガキ へラミガキ へラミガキ 9.0 

⑧ 5 欠∴∴三共 欠∴∴喜美 欠∴∴∴芙 矢i∴失 へラミガキ 刷 毛目 へラミガキ へラすかl()) 6.7 

③ 9 太 夫 欠∴∴喜美 矢∴∴∴芙 欠∴∴失 刷 も臼 
刷も目のち ミガキ 

刷 毛目 ミガキ(?〉 7.0 

壷 ⑤ 7 欠∴∴芙 久 美 矢∴∴∴失 夫∴∴芙 へラミガキ へラミガキ へラミガキ ヘラミガキ 7.8 

埠 

3 ヘラミガキ へラミガキ へラミガキ へラミカキ へラミガキ 
へラミガキの ち交叉する 高槻丈 

へラミガキ へラミガキ 
4.6 十〇 

22.6 15.6 内 黒 

(D l へラミガキ 横ナチ へラミガキ 横ナチ へラミガキ へラケズり へラミガキ へラケズり 5.1 20.3 内 黒 

2 へラミガキ ヘラミガキ へラミガキ 
iへラミ科 

へラミガキ へラミガキ ヘラミガキ へラミガキ 5.6 23.2 内∴黒 

清雄 ② 4 へラミガキ へラミガキ ヘラミガキ へラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 
刷毛目のち ミガキ(?) ヘラミガキ 横ナデ 

8.8 20.8 14.0 内∴黒 
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一 合泉追跡-

II 鉄 器

釣針形(同10) :逆別様の突出部まで備えているので、釣針と断言できるであろう。正確

な断面形は錦などのために判然としないが、やや薄手で長方形ないし畏怖円形を呈するように

みえる。士端部を欠失しているので、糸との連結部分の彬状は知り得ない。

刀子形(同11) :断面形が楔形をなし、柄と思おれる木質も残存しているので、刀子と推

定した。比較的良好な残存状態である。柄と接する部分の身の上部に棒状の鉄の部分があるが、

何らかの特別な工夫かもしれない。

Ai62竪穴住居跡(第5図)

前述のAi65の西隣に検出。残存状況が非常に悪く、特に北半にそれが著しい。東端部付近で

一部Ai65と重複。その他、増・改築等の事実はみられない。

平面形は特に北・束両辺が不明のため判然とはしないが、残存両辺からすると一辺4m (推

定)前後、床面積16面(推定)のやや中央部の膨らんだ方形になるもののようである。中軸線

の方向は、極北からやや西に偏する。

造構内に推損した土層は、大略二層からなる。

第l層 黒褐色有機質土層。遺構全体にみられ、本来的な遺構捜土であったと恩おれる。

上

-●一一一一一----------
〇〇〇〇

〇〇〇 遺物番号

b碕P,

匂瑳P2

⑧蟹P。

⑪称P。

⑤杯P.

し⑧ J不P6

l、乙理P了

呈、蔑P,

第5- i図 Ai62竪穴住居跡実測図

-
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蛸壷色シルト質上

(基盤)

1.凪色有機貨土。炭化物檀敬譲混入

2.掘色1i牒質上。 (1より捕色味施し)。

炭化物地役亜混入

3.槻色上にシルト持上が」、塊状(こ混入

4. :1潤色有機j“主上。部分的にシル上質

上成人

5. 4十2

N 6. 4に脱I:塊と炭化物胞子を多却こ混

入。やや軟質で粘性あり

0 1 2m



ー 今泉遺跡一

第2層 黒色有機質土層。珠面上にうがたれたピットの雅土である。

床面は、南璧沿いの部分に多くピット頬がうがたれている他は、比較的平坦部分が多く、北

半にそれが著しい。壁高は、南壁の一部では10em前後、北半部では判然としない程非常に浅い。

床面上に大小11個のピットが存在する。

そのうち壁際を離れ中央部に寄っている3個は、平均径40em、平均深さ(床面から) 20emを

測り、柱穴となる可能性がある。南東部にはそれがみられない。尚、西北のものには、掘り方

・柱あたりも一応見て取れる。配置は大略対角線上にのるといってよい。

カマドと明らかに見放し得るものはないが、床面ほぼ中央に50×30cm、深さ10e爪の楕円形の

浅い掘り込みがあり、その中に焼土が充填していたので、あるいはこれが炉として用いられた

可能性がある。

床面上にみられるその他の施設としては、南壁の中央付近に長楕円形ないし長方形の、西南

隅付近にほぼ円形の掘り込みがあり、その中に前者には土器片、後者には土器片と長大な礫が

入っていた。これら両者は、一応貯蔵穴的なものと考えておく。尚、東南隅にも円形等の掘り

込みがあり、貯蔵穴とも考えられるが、遺物等もないので性格不明としておく。

当遺構の年代推走に資するものは、床面上出土の杯と貯蔵穴中出土の架の各土器類である。

(遺 物)

I 土師器質のロタロ成形土器

杯1 ・2 (第5-2図1 ・ 2) :ロクロ成形。回転糸切による切離しで、調整はみられない。

両者共に休部は底部からやや外皮気味に立ち上がる。器表面には内外共にロクロ成形時の凹凸

がみられる。内面には箆ミガキ調整や、黒色処理等はみられない。 (尚本土器のように、成形に

ロクロを使用したことが明らかで、しかも色調が須恵器のそれのような所謂「煉べ色」を呈し

ないものを、いかなる範疇に含めればいいかについては種々議論のあるところなので、ここで

は一応標記のような名称を与えておいた。)

』 = l 』 = 1 l
O 5 10cm

第5 -2図 Ai62竪穴住居跡出土遺物実測図

-
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ー 今泉遺跡「
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救 土器勘

①王不

②須恵器堪B

③ナ不P2

①壷P,

1.紫色有機質土 軟賞で粘性あり、

仝lかこ演能色シル上質土粒子が混
入

2.暗褐色有機海上 軟質で粘性あり

1に黄桓色シルト質と塊が大型斑
状(こ混入

3・熟褐色上 有様貰土に抄埴土が浪

人、やや硬質で粘性は弱い

4・微細な白色粒子が金lかこ稲降り状
に入る

5・塙的色有機質士∴段丘趣に堆融し
た自然層

6.黄棲色シルト質との汚れ

第6- i図 BbO6竪穴住居跡実測図

十。 1 2m

憂(同3) :所謂「長胴形」までいかない中型の葉。成形にロクロを使用。体下学部にやや

膨らみを持つ。口縁は緩く外反するが、口唇部には直立した突帯を続らし、ロクロ成形のもの

にみられる強く屈曲する口縁を印象づけている。休部上半外面には横走するロクロ成形痕、下

半には縦方向の箆削り調整痕がみられる。内面上半は外面に同じ、下半には縦・斜方向の箆ナ

デ様の調整痕がみられる。

以上は一括遺物と見徹されてよいであろう。

BbO6竪穴住居跡(第6図 第2表)

遺跡敷地の北縁中央部に検出した。現在の段丘崖に臨み、その北半は胆沢川の侵蝕のため削

葛
23
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ー 今泉遺跡鵜

り取られ欠失している。

他の住居跡との重複関係や増改築の事実は認められないが、東南辺の一部はロクロ土師器・

須恵器等を若干量出土する焼土を伴うビノトに隣接する。

既述の通り侵蝕によ十月ヒ半を欠くので正確な平面形は不明であるが、残存する束・西壁と南

壁からすると、一辺5へ5.5m(推定)前後、床面積25-30.25m2(推定)程度の、中央にやや膨

らみを持つ方形になるように思かれる。住居の中軸線の方帥ま、磁北から約50。西に偏している。

遺構内に推接した土層は大別して二層からなる。

第l層 黒色有機質土層。軟質で相性を持つ。薮の根等の作用であろう。

第2層 黒褐色土層。有機質土に砂質土が昆じりやや硬い。遺構の主たる覆土である。尚、

北端の段丘崖へと落ち込む部分には、草木榔こよる有機質土や、基盤の黄橙色シルト質土の崩

れ等の土層がみられる。

床面には一部凹凸もみられるが、おおむね平坦である。凹凸部の一部に黄橙色枯土質シルト

を貼った部分もみられるが、全面を貼り床にはしていない。

壁の立ち上がりは急であるが、自然力による削平のためか壁高は深くて20em前後と比較的浅

い。床面上には大小4個のピットがある。それらのうち、配置からみて柱穴の可能性のあるも

のは西南部のものであるが、それとても浅いものであり、積極的には主張し難い。

カマドないし炉と認めてよいものは残っていないが、西壁の中央部付近の床面に焼土が堆積

し、その上に礫がのっている。後述の貯蔵穴様のものとの位置関係を考え余れせると、あるい

はこれがカマドの痕跡とも考えられるが、袖部などの痕跡は全くみられないため、それも積極

的には主張し難い。ここでは侵蝕により削I)取られた可能性の方が大きいのであろう。

その他西壁直下中央やや南に楕円形の掘り込みがあり、その中に大形の壷型土器が据えられ

ていた。これが所謂「貯蔵穴」の典型的なものであろう。これと正反対の東壁中央部にも楕円

形の掘り込みがあるが、これには遺物もなく、貯蔵穴とする積極的証拠に欠ける。

さらに南壁直下束半部に同港状の凹みが一部みられる。その他特記すべき遺構はない。

遺構の年代推定の資料としては、床面上出土の土師器杯、貯蔵穴出土の土師器壷等があり、

問題はあるが床面出土の須恵器地もそれに加える。

(遺 物)

I 土師器(第6-2図・l・3) 第2表

分類 

十十 第の藍 号上 埼’臭 月 号図 

調 整 

器 晶 し」 径 底 径 

傭∴考 口∴軽 部 休部 上半 休部 下草 底音∴∴∴那 

内音i面 外 面 内i面 外 面 内 面 外 面 内i血 外∴面 

生さて ④ 3 
掛ナチ 開音エロ 

刑エロのら 刑エ=臆 刑エロ臆 印しi上 時Ii上 榔エロ 榔もしI 35十0 録.9 へ“フナ“T へ‾′ナナ へつ′十で へ“フナT ヘフナで 

可 ⑥) 1 

へラこか計り) ヘラミカキくり音 ヘラミカキ ヘラミサキ ヘラミカキ ヘラケズil へうミサキiりl ヘラケなり 6.5 26∴I 困黒=寂 

へラミかキ へラミカキ ヘラミガキ ヘラケズり (う.5 26,9 

ヘラミグキ ヘラミカキ ヘラミガキ ヘラミサキI?) 

ー
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ー 今泉追跡一

巨星豊国

∩
問
)
-
⑥

○
○

第6 -2図 BbO6竪穴住居跡出土遺物実測図
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一 合衆道跡-

II 須恵器

堪(同2) ;南壁中央直下の床面上に検出した。頭部を欠くが、それは恐らくあまり高く(長

く)なるものではないであろう。

胎土の質・焼成ともに良好で、緻密で硬い。色調は濃い灰色で、典型的な煙べ色。

肩部にはロクロ成形痕が残存し、肩部直下から休部中央までに文様帯が区画される。文様帯

の上下限は、その両側を沈線状に凹めることによって強調される隆線状のものによって区切ら

れる。従って上下限ともに、隆線状のものの両側には、工具でなでた痕跡が顕著に残存してい

る。文様帯内部には横走する櫛描波状文が施される。また上限の路線は、そのまま注口部周縁

の隆帯へと連続する。体部下半から底部にかけては、終削り調整が入念に施され、丸底に仕上

げられる。

II○ 石製品

鍾(同4) ;適当な名称を知らないのでこう呼ぶ。棉秤りのおもり状ないし釣鐘状の形状を

有し、上端から下方へ1孔、それと直交する形でもうl孔がうがたれ、逆丁字状となi)、都合

3個の孔ロを有する。下底面中央に溝状の刻み目がつけられている。表面は全面入念に研磨さ

れ、光沢を有する。記号風の刻み日もあるが、走かではない。

ちなみに重畳は51.5gである。

Ⅳ 装飾品

管玉状製品(同5) ;土製である。表面は研磨され、土師器杯内面の黒色処理と同様の漆黒

を呈し、光沢がある。縦断面は長樺円形に近い長方形をなす。彩色その他の事実は認められな

い。

Bc53竪穴住居跡(第7図・第3表)

遺跡敷地中央やや北寄りに検出。耕作によりかなり削平されており、表土除去後直ちに床面

上に位置する遺物の上端が露出した程であった。

他の遺構との重複関係あるいは増改築の何れも認められない単独の遺構である。

平面形は撹乱を受けずかなりきれいに残存し、端正な正方形をなす。規模は一辺5m、床面

積25m程度になろう。住居の中軸線の方向は、磁北から480西に振れる。

遺構内に堆積した土層は大別して二層となる。

第1層 主要覆土である黒色有機質土。ベースはシルト質土であったのだろうが、有機質土

化しており、粘性も強い。基盤の黄橙色シルト質土粒が少量混入。

第2層 床面に接する数量からなり、恐らくは貼床的なものであろう。焼土粒混入の黒色有

機質土、暗褐色有機質土等があり、何れも粘性が強い。

-
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ー 今泉遺跡-

B珪蕗へB’◎

人簿、
く)

0
1

/-

3

?m 第7- I図 Bc53竪穴住居跡実測図

「/∴色棚土。黄憾色ンルト
質上粒が少量混入

2.熱色有機的仁。挽土小粒が混

入し汚れている。貼床

3. 1 ・ 2よりさらに無味の純枠

を有機啓上。飲貨で粘性あり、

黄概色シルト賀土地少董混入

4.塙的色有機質と。軟貨、粘性

施し、黄憾色シルト質上根少

韮混入

5.隷櫛色シルト有機衛士。 1よ

り㈹色味施し、諦植色シルト

質擁立が筒降り状に全体(二混

入

6.暗褐色有機棋士。側板帥(?)

7.赤榔色シルト質工。頂くもろ

い。粘性なし。黄色の娩日立

が塊状に混入

8.暗褐色シルト質と。硬く、粘

性をしっ 質慨色シルト塊混入

9.赤的色ンル吊i了上の境上。碩

10.斌憾色シル吊i仕 基盤)

「 A’

2 黄紺色
シルト

質土

(基盤)

床面の状況は、担当者の不注意から遺構束半のそれを3em程掘り下げ過ぎたので正確は期し

難いが、あまり凹凸は無いことだけは確かで、比較的平坦面が広がったといえよう。壁は残存

部は良好な状態を示しており、垂直に近く立ち上がり、壁高は前記の通り削平を受けたために

浅く14へ20cm前後である。床面上には大小13個のビット数がある。

そのうち柱穴と明らかに解し得るものは東南部の1個のみで、痕跡かと思おれるものは西北

部の1個である。前者は径50cm、深さ30cm程で、柱あたりは判明しなかった。その他のピット

には、少なくとも主柱穴と見放し得るものはない。

ガマ卜は北壁中央に構築されている。壁に接して黄色粘土質シルトを2列土手状に南へ70em

-
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一 合泉追跡一

程延ばして袖部となし、袖部南端には河原石を門の字状に立てて芯とする。その場合の礫相互

の間口35へ40em、深さは25-30em。火床はやや掘り凹めてあり、そこは全面焼けている。支脚

やその機能を果たすべき礫などは火床上にはみられないが、土師器薮片が1個存在した。

煙道は入念に調査したが検出できなかったので、これは本遺構のカマトには土中をうかって

構築するような煙道はなかったというべきなのであろう。

その他の施設としては、北東隅に不整形で浅い据り込みがあり、その底面から土師器片を若

干量検出した。これだけでは積極的証左とはいい維いが、カマ卜との位置関係を考慮して、貯

蔵穴的な機能を想定したい。

その他には、床面ほぼ中央部に人頭大の礫がみられるが、その周囲には何らの異常も認めら

第7 -2図 Bc53竪穴住居跡出土遺物実測図

-
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ー 今泉追跡「

れず、性格不明といっておく。

同港はない。

最後に、東壁中央やや南部が外方に張り出しているが、これは本遺構のように少なくとも平

面形の残存状況の良好なものに於いては、そこに何らかの意味があるような気がしてならない。

遺構年代推定の手掛りとしては、床面出土の土師器饗と、鉄製品等がある。

(遺 物)

I 土師器(第7-2図・ 1 ・2) 第3表

分別 

土平 謹 号の 器 周 囲 番 号 

劇 啓 

港 市 ○○ 径 底 径 

備∴考 i」 細 部 体郡 上半 体部下半 底 部 

困∴面 外 面 困∴面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

袈 ① 1 

削七日のち へラナチ 刷毛目のち 措ナチ 
刷毛目 

刷毛目のち へラナチ 刷毛目のち へラナチ 
刷七日 刷毛目 へラナチ 32.5 19.6 6.9 

憲 ぶ、 2 横ナチ 措ナチ ヘラナチ へラミガキ へラナテロ) 矢∴∴失 大 夫 20.0 15.2 7.5 

埠 須忠器 

I工 石製品

砥石(同5) ;床面出土の破損品。三面を研磨している。 -面には原石を切り出すか、周縁

の形を整える際につけられたと思おれるノミ痕状の平行する凹みがみられる。材質は流紋岩質

凝灰岩である。

III 鉄 器(同3 ・4);覆土出土であるが参考のために掲げた。断面形をなし、刀子的なも

のであろうか。時代不明。

Ⅳ 黒輝石片(同6) ;これも覆土出土。黒輝石原石をほぼ半割し、その断面をあたかも掻器

ないし削器の刃部のようにつくり出している。一部縁片には使用痕とも見放し得る細かい破砕

部がある。

Bc71竪穴住居跡(第8図・第4表)

遺跡敷地束辺部中央やや北に検出。耕作により削平され残存状況は不良。東半は高速道路局

地外にねたるので、その部分は未調査である。

二様の住居跡が重複しており、東に偏するものが所期のものである。

平面形は両者ともに不明としか言えないが、強いて述べると、所期のものは一辺3.5m(推走)

床面積12.25m2(推定)前後の規模の方形になるのではないかと思おれ、その中軸線は磁北から

25o程西に偏するようである。

旧期のものも同様に推定すると、一辺3.4m、床面積11.56mJ程の方形をなすと思おれる。遺

構中軸線の方向は、磁北にほぼ一致し、約5e西に振れるのみである。

-
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ー 今泉追跡-

l.時的色シルト的上。かなり黙色味が強い、資性色シル上場湿り

2・榔こ追い暗褐色シルト啓上。 1より賢億色シルト塊少豊

3.拙色シルト和上。かなり粘性あり。この表面が床面か

第8-i図 Bc7I竪穴住居跡実測図

⊥

遺構内に堆積した土層はすべてで三層である。

第1層 暗褐色シルト質土層。かなI)黒色味が強い。締まりがあり、粘性はあまI)ない。黄

橋色シルト質土塊の混じり具合の差が新旧両遺構の区別の手掛りであって、前者の万がやや多

い。

第2層 黒色に近い暗褐色シルト質土。第1層より黄梢色シルト質土塊量がやや少ない。以

」二が造構内粒土である。

第3層 褐色シルト質土。基盤の黄柿色シルト賢土の汚れたものであろう。かな申相性があ

る。この層の上面がある時期の生活面であろう。

床面彬状は両者ともに大略平面をなし、ヒソト類その他はない。壁高は残存状態が良くない

ので浅く、平均14。皿を測るのみ。

Bc71住 第4表

分点し 

上幸 紳罵 号i 番実 用 号図 

調 啓 

暮 同 = 結 岐 宿 

備i考 = 緑∴部 休部 上半 休部 卜半 低∴∴部 

向 山i 外 面 画 面 外 面 画 面 外 面 画 面 外 面 

粟 

搬十手甲 榔十干I?) へラ十テロ) 馴∴青 書う 

撤 ナ テ 棚 十 テ へうミヤ土子,音 刑 事i】 

C 3 樹十干(り- 樹十干(?I 
聞tI】 のち∴? 胡∴七日 のち∴? 

夫∴∴実 大∴∴∴実 人∴∴∴矢 夫∴∴∴矢 15.5 

可 王 1 へラミガキ 撮十干(,〉 ヘラミカキ 鮒 十 干 へラミカキ へラケでi」 へうミカキ同 へラケズリ 5 l∴5 困,i)、i 

甑 

音’) .) 

へラミカキ グ主ら 棚十干 刷∴しil ノ)ら 榔十干 酬∴し(l ノ\Iシフ へラミウキ 

刑 エ ロ へラミカキ 墨∴し目 1」 

十† l )録.5 

丁.5 

言 へラミカキ へラミガキ 

ー
30
-



一 今泉遺跡一

従って、柱穴を想定させるものはない。

炉ないしカマドと見徹し得るものは存在しないが、旧期住居跡北辺のほぼ中央と思おれる部

分に焼土の集積がみられ、その上に礫がのり、しかもその周辺に遺物が多くみられる。あるい

はこれがカマドの痕跡かもしれぬ。

その他の施設は特にない。

年代推定の資料となし得るものは、新期には皆無、 i日期では床面上出土の土師器裏・蝕・杯

などである。

(遺 物)

I 土師器(第8-2図・ l ・ 2 ・ 3)

第8-2図 Bc71竪穴住居跡出土遺物実測図

」]- ↓ 』 l =l
O 5 10cm

BdO3竪穴住居跡(第9図・第5表)

遺跡敷地内ほぼ中央やや北寄りで既述のBbO6の南隣に検出。本調査の最初に検出した遺構

である。他の遺構との重複関係・遺構内での増改築の事実は何れもなく、一部の掘り過ぎを除

けば保存状態の良好な単一の遺構である。

遺構の平面形は、四隅にやや丸味を持つきれいな正方形をなし、その規模は南北4.7mX東

西4.7m、床面積22.09面程度になる。住居の中軸線(北壁中央にあるカマ卜の中心点と南壁の

中点を結ぶ線は)は、磁北より約24o西に振れる。

-
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C「

7 8 7

」c’ B
⊥

口

A」 4 3丁D′

圏
8

土器番号

①甑Pl ⑦杯P了

②琵P2 ⑧填P5

③甑P。 ⑨怒鼠,

④杯P. ⑩謹鼠l

⑤頚P。 ⑪紡錘車

⑥鉄器

0`ク

同国

◎
(ロコ ブ

第9- I図 BdO3竪穴住居跡実測図

⑪0

「 l・晴的色シルト質土。しま。あ
り。やや粘性あり。土醤片、

出 土篤植字等混入

4 2

ルト賞土。その他1(こ同じ

3.暗褐色シルト質土。貫憾色シ
ルト質土塊多重浪人

4.顔色シルト質土。粘性少ない
5.赤的色シルト質土の焼土。硬

く粘性鎌し。書中に骨片多し
6.暗赤褐色シルト質土の棋士。
硬い、貫鐙色シルト塊混入

7.韻的色シルト質土。硬質で粘
性傘し

8.暗紺色シルト賀土。硬質。機
上桂子混入

9.鳩色シルト質土。やや秒っほ
い。硬質で種性弱い

10. 7よりうすい暗褐色シルト質

土。ややi映質で粘性あり、焼

土龍少量混入
11. 5より赤味の会い赤強ま色シル

ト質土。硬質で粘性らし、火
力をうけろ。

12.赤褐色シルト賀土。硬い。火
力をうけろ

13.貫憾色シルト質土(碁盤)

「 A′

0 1 2m

遺構「和こ堆積した土層は単純で、大別して二層からなる。

第1層 暗褐色シルト質土層。雅土の大半を占め、本遺跡の報土に最も多くみられるものの

一つ。納まI〉があるが、粘性もややあり、土器片・土器粒子・炭化物粒等が混入。

第2唐 崎ないし黒褐色シルト質土層。床面に接して准積しているが、壁際に多いという特

徴もある。黄構色シルト質土塊もみられ、壁の崩土でもあろう。床面直上にみられるものは生

活による汚れであって、貼味とまではいえないと恩おれる。

東面の残存状況は非’勘こ良好で、殆んど平坤である。壁の残存状況も良く、ほぼ垂直に立ち

上がI)、壁高は30へ35emである。床面土に大小8偶のと㍉ソト・掘I)込み頬があI)、他には25個

の礫と北東隅壁直下の焼土粟粒部がみられる。

前記のピソト・掘り込み類のうち、少なくとも主柱穴と認め得るものは、ほぼ対角線上にの

ろ彬で分布しているやや大きめのピット4個であろう。特に西半(西北隅と西南隅)の2個は

掘り方・柱あたりの両者を認めることができ、良好な残存状態を示している。それによると、

鵜
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ー 今泉追跡一

掘り方はほぼ円形をなし、その径30へ40em、柱あたりの径20cm前後、深さ40へ50em程である。

カマドは、他の多くの例と同一で、正確に北壁の中央に構築される。黄色粘土贋シルトを袖

部構築用に用いること、焚口部に長大な川原石を「門の字」状に作り出すことも同様である。

但し現状では水平に架せられる礫はその部位に存在しなかったが、焚□南部床面上にある礫が

それであろう。焚口間口60cm.高さ25cm、カマド奥行70cmの規模である。

煙道は本遺構に於いては存在し、北壁中央部から北に基盤を掘り込んで作ってある。ガマド

火床が住居壁とぶつかる部分で一段(15cm)高くなI上 それから煙道としてやや浅めになりな

がら、そのまま北方へ1m延びる。その先端部には煙出しが作られ、円形で上径20cm・下底径

10em ・深さ20e肌の規模である。

床面上のその他の施設としては、西北隅に楕円形の掘り込みがあり、その中に礫・土師器等

がみられた。恐らく貯蔵穴と見徹してよいのであろう。反対側の東北隅の床面に焼土があり、

その上に礫が3個のっていたが、床面は焼けておらず、性格不明の焼土としておく。

年代決定の資料としては、床面上・貯蔵穴中出土の土師群がある。尚、本住居跡には須忠

器の出土はみなかった。

(遺 物)

I 土師器(第9-2図・ 1へ7) 第5表

分類 

工事 号の 実 用 高 番 号 

調 普 

器 同 上l 経 岐 宿 

個∴考 口∴絞∴部 休部 上平 休部1ヾ宰 砿 面 

国【i和 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 画 面 外 面 

製 

② 2 

勘tと甲のち 横ナチ 朋七日のち 轍ナチ(り) 別封」のち 樹ナチ〈り) 

ヘラケズI) 
胡七日のち へラナチ 

へラナ升I了† 刺 しとI 上、・ 酢 5.1 〈?I 

⑨ 6 欠∴∴失 \∴∴∴工 夫∴∴臆失 欠∴∴・芙 
刷七日のち へラミガキ 

へラミガキ 
ヘラミカキ 0「榔凍り1 へうケズl) へラミかキ 

8、し) 

⑤ 5 欠∴∴失 欠∴∴夫 欠∴∴i芙 矢∴∴∴失 刷も臼のち 
7 

馴 七日 
筒十干ないし ヘラナテロ) 勤し白線十テ 木葉∵娠 

6.了 

俄ナチ 横ナチ 
へラナテ へラミカキ 

樹音 も 目 

根ナチ(?) 梯ナチ㍗〉 

⑯ 1 

拙宅目のち 刷七日のち 
別 宅目 

刷も目のち ヘラナチ 刷七日のち へラ十干o「 へラミサキ甲 
19.0 18.」 6∴) 

揃ナチ 樟ナチ ヘラミガキ 叉はミガキ へラミガキ へラミグキ 木 葉痕 

Z「1忠器 

⑧ 4 

削七日のち ヘラナチで?〉 刷毛目のち 俄ナチ 

捌t日のち 
男〔用言)ら へラ二台鼻 

刷も目のち 
へラミサキ(?) 大∴∴∴失 夫∴∴∴笑 19.8 18.0 

ヘラ十干 」吉へう帥) 
へフナTl 

壷 7 

轍十干 その下 へラニケキ(つ) 

撒ナチ〈?) へラ十テくり) 
へラミガキ o「ヘラナチ 

へラ十テ 
へラミサキ o「へラ十テ 

ヘラ十テ㍗) へうミサキ 1二㌧6 主上:う 6 

触 

①・③ 3 鯖ナ チ 隙ナチ 
刷巳日のち ヘラミガキ 刷七日のち ヘラミガキ 

ヘラミサキ 
へラミサキ ヘラ十干 

1ア.し) 16.8 8工 

釣」式 
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①・音③

第9 - 2図 BdO3竪穴住居跡出土遺物実測図
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I重 鉄 器

刀子形製品(同8) ;一側線が薄くなり、断面形態が楔形をなすものである。比較的良好な

残存状態。

III 装飾品

覆土出土のものであるが、一括して取り扱った。

花弁形製品(同9) ;覆土出土の石製品。両面と周縁を入念に研磨した後、周縁の7箇所に

刻み目を入れる如く細く研磨して、都合7弁の花弁状に作り出している。中央に孔がうがたれ

るが、それは両面からなされたもので、中心部が最も細くなり、またその両面に於ける中心部

がずれている。これは、石器時代の石器にみられる特徴に一致するもので、穿孔に金属器を用

いなかった可能性がある。従って、その所属年代にはかなり疑問が生ずるが、一応ここに掲げ

ておく。

管玉状製品(同10) ;床面出土の土製品。縦断面形はほぼ長方形をなす。表面は入念に研磨

され、さらにあたかも土師器杯に於けると同様に黒色処理されたかのような漆黒色をなし、光

沢を持つ。彩色等は認められない。

トンボ玉状製品(同11) ;雅土出土の土製品。縦断面形は正方形に近いが、やはり本来的に

は球形であろう。管玉状製品程には箆ミガキが施されす、光沢もない。また、黒色処理様の色

調・光沢もともにない。破損部からすると、胎土は黒味かかった灰色である。彩色の痕は認め

られない。

Ⅳ 土製品

紡錘車(同12) ;全面入念に箆ミガキで仕上げている。全体的に接にやや丸味をおひる。中

心の孔の周縁は鋭角的である。ちなみに重量は46gである。

Bd12竪穴住居跡(第10図・第6表)

遺跡敷地ほぼ中央の北端部、現在の段丘崖に直近の位置にあI) 、既述のBbO6の西隣にあたる。

北端部に於いて二様が重複していることが微がこ認められるが、増・改築等の事実は認めら

れない。

平面形は、 i日期住居跡については不明。新期住居跡については、北壁中央部がやや乱れてい

るが、大略長方形をなし、その規模は長辺(南北方向) 5m (推定)、短辺(東西方向) 4m、

床面積20m3程となろう。住居中軸線の万軸ま、磁北から約330西に振れる。

旧期住居跡内に堆積した土層は、段丘崖直近の北端部に微かに残存しているのみであるが、

二層からなる。

第l層 暗褐色シルト質土層。硬質で粘性が弱く、やや砂っぽい。

-
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ー 今泉遺跡一

第2層 床面直上に堆積した黒褐色シルト質土層。硬質で粘性は弱い。その上面に焼土がの

り、一時期の生活面ないし何らかの施設の痕跡を示すものであろう。

新期住居跡内の堆積土層は大別し三層からなる。

第1層 暗褐色シルト質土。硬質で粘性弱く砂っぽい。

第2層 暗褐色シル上質土。砂質で第l層よりは粘性が強い。以上の二層が主体的な遺構覆

土である。

第3層、床面直上に堆積した土層。この上面が-時期の生活面である。貼床と主張できる程

には全面に分布しないし、締まりもない。黒褐色あるいは暗褐色のシルト質土で、おおむね軟

質で粘性が強い。炭化物粒その他が混じる。

ぜ偽 第IO- i図 BdI2竪穴住居跡実測図
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ー 今泉追跡一

床面の状況は、旧期住居跡については不明。新期住居跡は、他例に比しピント類・礫・焼土

等が多く変化に富む。壁高は旧期住居跡については不明であるが、焼土のある部分で遺構検出

面から測ると30cm程になる。新期住居跡は南壁で測ると40cm程である。床面上や壁直下に合計

14個のピット・掘り込みがあり、別に5箇所に礫の分布がみられる。

それらのうち、何らかの形で柱穴に関連すると思おれるものは5個あり、うち3個は床面上

に、 2個は壁直下に存在する。それらの平均径は24cm、深さは5-10cm。現状で規則的な配置

を明らかに示すものは壁直下の2個のみであるが、床面上のものもそれに礫の分布を加味して

考える(礫がそれぞれ四隅に近く分布する点)と、少なくとも主柱穴は大略対角線にのるよう

な形で、四隅にl本ずつあったと推定できる(後述のBi24などに於いて、柱穴掘り方中に礫が

存在する例がある)。また、南壁直下の2個のものは、上乗構造ないし出入り口等の推定に資料

を提供できるものと思おれる。

炉ないしカマドについては、旧期住居跡では不明であるが、焼土が一部残存し、その部分の

床面が浅く凹んでいることを肥えると、あるいはカマド火床の痕跡かとも思われる。とすると、

その設置位置は、少なくとも北壁のいずこかということになる。

新期住居跡については、西南隅と東南隅に焼土塊がみられるが、何れもカマドないし炉と見

徹すことはできない。

床面上のその他の施設については、まず周溝はみられないし、貯蔵穴と見放し得るものもな

い。ただ床面中央部に長楕円形の掘り込みがみられるが、現状で回生格不明としかいえない。

同様に、床面上に分布する礫についても、その周辺に何らの異常も認めちれないので、作業台

その他の機能を推定することもできず、性格不明である。それより既述したように柱穴関連の

ものと見放した方がよいのであろう。但し、西北隅の3個が一列に配列されたような印象を与

えることは、やや人為的なものを感じさせる。

遺構の年代推定の手掛りとしては、旧期住居跡については焼土西隣出土の土師器薬が、新期

住居跡については床面出土の土師器薬・杯・須恵器巽が挙げられる。

(遺 物)

工 土師器(第10-2図・l-6) 第6表

分類 

土平 輩 号の 実 測 図 番 号 

調 整 

器 商 口 径 庭 径 

備∴考 口 絃∴部 休部上半 休部下手 底∴∴∴部 

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

袈 

① 3 横ナチ 横ナチ へラミガキ へラミガキ ヘラミガキ へラミガキ 凹凸あI) 
ミガキ(?) 木葉痕(?〉 

16.3 15.8 5.8 

(㊦ 7 ロタロ成彫 ロタロ成形 大 夫 欠 失 欠 失 欠 失 欠 失 36.2 須恵器 
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第iO-2図 Bd12竪穴住居跡出土遺物実測図
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袈 

④ 5 

ロタロ ロタロ ロタロ ロタロ ロタロ 
へラケズi′ 大 夫 大 夫 23.9 水挽痕 水塊痕 水場痕 i 水場痕 

4 

ロタロ 水脱痕 ロタロ 水肥痕 ロタロ 水舵痕 

ヘラケズリ 23.0 

④ 6 

ロタロ 水榎痕 ロタロ 水娩痕 ロタロ 水 娩 
25.3 

壷 
ロ タ ロ 須恵器 

埠 

1 へラミガキ 

ロタロ水姫 のち ヘラケズiI 

ヘラミガキ 

回転糸切 のち へラミガキ 

5.6 周り) 5.7 

2 へラミガキ 疇∴∴破 へラミガキ 
ロクロ 水娩政 

へラミガキ へラミガキ〈?) 

回転糸切(?) のち ヘラケズi月?) 

5.3 

15.6 (桂) 5.8 (推) 

ロ タ ロ ヘラミガキ へラケズリくり) 5 

ヘラナチ へラケズIl 

回転糸切 

ロタロ或彫 

へラミガキ ログロ水性 へラミガキ ロタロ水肥 へラミカキ ロタロ水脱 へラ三方キ 

日伝糸切 のち へラケズ用) 

内 薫 

II 須恵器

憂(同7) ;黒味がかった紫色を呈す大聖品。口縁部のみである。外反するロ縁の端部が肥

厚しているが、これは本来はもっと強く屈曲し、しかも鋭い榛を持つロ縁が変形し、丸味を帯

びたものであろう。

その他に覆土出土のものも参考までに掲げた。

III 鉄 器

刀子形製品1 ・2 (同10・11) ;刃部と思おれる部分の断面形が楔形をなし、それ以外の部

分の断面は長方形をなすものをこれとした。 lの断面は中空状をなし、あるいは鍛造品か。

釘形製品(同工2) ;断面が方形をなす長大なものをこう名付けた。

黛状製品(同13) ;偏平な断面を持ち、恐らくは楕円形の形状をなすと思おれるものをこう

呼んだ。刃物の柄の端にはめ、刃物と柄の装着を確実にするような機能を持つのであろうか。

Bd59竪穴住居跡(第11図・第7表)

遺跡敷地中央やや東寄りに検出。他の遺構との重複あるいは遺構内での増改築の事実は認め

られず、保存の良好な単-の遺構である。

遺構の平面形は比較的端正な正方形に近く。その規模は南北6,2mX東西6.5m、 床面積約

40.30mZ程度である。本遺跡の竪穴住居跡群中ではBg62に次ぎ第二位の規模であり、最大級の

クラスに入る。住居の中軸線(カマ卜の中心に一致する北壁の中点と南壁の中点を結ぶ線)は、

-
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磁北より約42o西に振れる。

遺構内に堆積した土層は大略二層からなる。

第一層 明褐色シルト賢土層。かなり締まりがあって硬く、粘性はあまりない。本遺跡に最

も多くみられる遺構覆土である。

第2層 床面に接して堆積した暗褐色ないし黒色のシルト質土層群を一括した。何れも1層

に比し軟質で粘性がある。炭化物粒等が昆じる。数枚の層に分かれ、その堆積ぶりにやや不日

1.暗枇色シルト買上。しまりあI)て頭し、蹄憾色シルトの小粒混入

し, , __葛1 , _」 ○○」上し」 2.1梱包ンル…t:。●しまりか)T暖し。鋼色シルト魂多雌人

0 1 2

第=- I図 Bd59竪穴住居跡実測図

3n1 3・黒色シルト質1:。一般、流暢色シルト塊を殆ど混入せす

4.暗㈹色シルト質上。やや軟質で、粘性あり。 2より耐電色シルト

地の址少るい

5.暗間色シルト持上⊃ 4に殆ど同じであるが黒味がやや弱い

-
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然なものがあるが、憲図的なものかどうかは判然とし難い。

床面の残存状況は非常に良好で、殆んど平坦である。壁の状況も同様に非常に良好で、ほぼ

垂直に立ち上がり、壁高は30-40cmである。床面上に大小12個のピント・掘り込み頬がある。

そのうち少なくとも主柱穴と認めてよいものは、ほぼ対角線上にのろ位置関係にある4個で

あろうか。特に東半の2個(東北隅と東南隅)のものからは、掘り方・柱あたりの両者をも窺

うことができる。それによると、ほぼ円形の掘り方径50cm前後、柱あたり径15-20cm、深さ30

Cm前後である。尚掘り方壁の何れかの半分が垂直をなさず、傾斜を持つものもある事実も認め

られ、柱を建てる際あるいは抜き取る際の有様を推測させる資料となろう。

カマドは正確に北壁の中央部に構築されている。他の例と同様に、黄色粘土質シルトによっ

て壁から2本の土手状の袖部を南へ作り出す。袖部の南端焚口部には、やはり同様に長大な礫

を「門の字」状に構築する。推定されるカマドの規模は間口50cm、奥行70cm、高さ30cm前後等

である。火床部はこれも同様に多少掘り凹めてある。明白に土中に構築された煙道と認められ

るものは入念に調査したにもかかおらず、検出し得なかった。しかし,カマ卜の北隣にピント

が存在することを考え合かせると、やはり何らかの形式の煙道が存在したのであろう。あるい

は後述のCa18にみられたトンネル式の煙道を見藩した可能性もなくはない。

床面上のその他の施設としては、カマド左隣にほぼ円形の掘り込みがあり、その周縁に土師

器が置かれていた。これは貯蔵穴と見放されてよいものであろう。同港は認められない。尚、

南璧中央やや西(西南隅付近)の壁直下に礫があるが、これもあるいは住居の構造に何らかの

関連を有するものかもしれない。

その他特殊例ではあるが、カマド焚口前とその右隣の床面に炭化した植物繊維の広がりが部

分的にみられた。現場での観察によると、縮んだような繊維の交叉がみられた。従ってあるい

は床面上に何らかの植物質の敷物が存在した可能性もある。

年代推定の資料としては、カマド中・カマド周辺・床面上等出土の土師器群がある。

(遺 物)

I 土師器(第1l-2・3・図1-19)第7表

分親 

上平 謹 号の 慕 相 田 番 号 

調 鱗 

落 雷 = 径 庭 径 

個∴考 ロ 緑∴郁 休部十字 休部下 半 底∴∴∴部 

内 面 外 面 内 面 外 面 困∴面 外 面 内Ii而 外 面 

幾 

① 1「 刷 毛目 
刷も日 のち 横ナチ 刷も目 のち ヘラナチ 

刷 七日 
刑も目のち 部分帥二 へラミガキ 

刷 毛臼 刷 も目 33.京 21主0 了.6 

① 1二 

剛も目 のち 横ナチ 別宅目 のち 横ナチ 

刑 七日 樹音 も目 捌 七日 別 七日 刑 も日 
削∴七日 へラミガキ〈1) 

28.6 2U.2 8,2 

(参 18 

刷毛目 のち 横ナチ 刷七日 のち 検ナチ 

別 も日 
剛毛目 のち へラミカキ 

欠∴∴∴失 欠∴∴喜美 欠∴∴芙 夫∴∴臆失 
? 

19.登 

一
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菓 

14 

樹音 も 目 刷 七 日 朋〇 七 日 刷 毛 目 刷 毛 目 

ヘラナチて?〉 刷 七 日 木薬療 7.5 8.1 3.4 袖 珍 のち のち のち のち のち 

横 ナチ 筒ナチ〈?I 横 ナ チ 栢 ナ テ 横 ナ チ 

⑮ 19 橋 ナ チ 惜 ナ テ 

別も目のち へラミカキ 対よへラ十干 

別 も 且i 

刷毛目のち ヘラミガキ スはへラナチ 規i宅日 のち ヘラナチ〈? 

削 七 日 ヘラガキ(?) 16.3 5.1 6工 

17 横ナチ(?) 横十テ(り〉 十∴∴i叫 ヘラナチ 欠∴∴ 失 \∴∴∴工 夫∴∴臆芙 矢∴∴ 臆失 14.0 

馴 七〇 日 
刷∴もり 水薬痕 

6.6 

刷 も 日 木 葉痕 8 

10 欠∴∴∴失 欠∴∴∴失 欠∴∴i失 欠∴∴尖 
即も目のち ヘラミガキ 

樹I己∴目 ヘラナテ’ 
刷も円 木発振 

6.6 

③ 8 横ナテ〈?) 俄十テくつ〉 横ナチ〈?) ヘラミガキくつ) 倣ナチ(?) ヘラナチ ナチツケ 木葉撮 10.7 1上3 5.8 

木 葉痕 8 

壷 

② 13 横ナチ(?〉 

刷も∴日 のち 横十干 

刷∴し 目 樹Iで.田 
削∴七回 へラこかキ 

制∴t しi ヘラミガキ 水 薬療 2905 15.9 8.2 

⑯ 16 横ナ テ 

刷亡∴日 のち 横ナチ 

樹音 七 日 

制手口 のち ヘラミサキくり) 

\∴∴∴1、 欠∴∴∴芙 欠∴∴i芙 矢∴∴臆芙 16.4 

木葉痕 8.5 

煩忠詣 

不 明 十∴∴ 音甲 不 日月 不 明 不∴∴明 千音 ∴i甲 矢∴∴喜美 矢∴∴臆失 裡∴珍 

中 

⑯ 1 ヘラミガキ 
ヘラミガキ lと十干年 

ヘラミガキ ヘラミサキ ヘラミガキ 
馴tしう のち ナテ 

ヘラミガキ 
ヘラケズIl のち ヘラミガキ 

6.3 20.9 十十∴ 

へラミサキ 樹 十 干 ヘラミガキ ヘラケズi) 

ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ へラミガキ(1) 

ヘラミカキ へラミカキ ヘラミガキ ヘラミガキくり〉 

ヘラミガキ ヘラミカキ 

ヘラミガキ 

ヘラミカキ 

ヘラミカキ ヘラミカキ 

高 時 

⑯ 2 ヘラミガキ 
ヘラナテと へラミグキ看つl 

へラミウキ 
ヘラケズIl のち ミ∴ガ∴キ 刷もEl ナチツケ へラナチ 

ヘラミガキ 14」 14,0 
脚絡 12.5 内黒 彩色 

⑨ 3 ヘラミカキ ヘラミサキ へラミカキ へラミウキ(?〉 ヘラミガキ ヘラミガキ 
俄ナチ へラナチ 

ヘラミグキ ト へラミガキ 

9.1 13.0 8.2 回線・内黒 

⑧ 4 ヘラミガキ へラミガキ ヘラミガキ ヘラミグキ ヘラミガキ ヘラミカキ ナチツケ(り〉 ヘラミガキ 
8 (推) 

12.9 (間径) 

内 黒 

⑥ 5 矢∴∴∴失 欠∴∴∴失 大∴∴∴矢 夫∴∴∴実 夫∴∴∴失 矢∴∴∴失 

ヘラミウキ (十干ツケのら ミサキ) 

へラミガキ 7(?) 12.0 内∴黒 

⑮ 6 ヘラミガキ ヘラミカキ ヘラミガキ 櫛ナチ(?〉 
へラ十テ ナチツケ へラミガキ へラナチ 

1.7 内∴黒 

駄 

⑯ 7 械 ナ テ 櫛 ナ チ 制∴エ ロ 劉音 し∴= 刷∴七 日 刺 し∴= 
13 (推) 

16.8 5.5 

15 
へうミウキ仁音 へラ十干到 

刷音でi↓ のち 樹ナチ 

へラこかキ出 

制も〔I 予告一月i:工 へラ十テ‾ 

ヘラナテと へラミガキ 

掛音 t∴‖ 28.1 22.6 8.4 

生 し】 

⑪ 19 ヘラー十干1?) 
へラナチと へラミグキlり「 

刷 上 目 
ヘラミガキ 怖ナテ 

ナチツケ 
ヘラミカキ のら へラナチ 

3.5 

長10 短8 

4.2 

ー
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ー 今泉追跡-

/16⑩

∠二>
23

⊂二二二__ここ=>

24
●

19 ⑪

』 1 1 1 』 = l l

O 5 10cm

第=-3図 Bd59竪穴住居跡出土遺物実測図

-
45
-



ー 今泉遇跡鵜

II 須恵器(同2l・22) ;破片ではあるが、床面上から2個出土したので掲げておく。22は表

面に叩き目の縄目が瀬署にみられるが、裏面には特に何もみられない。 21は、あるいは長預の

何らかの器形になるものであるかもしれない。

III 鉄器

針状製品(同24) ;針とするには細すぎると思おれる、断面形が円形のものを-応こう呼ん

だ。

Ⅳ 土製品

力マド支脚(同20);カマド火床上ではなく、カマド外の右隣に検出した。とすると、この

種の支脚は、カマド火床に固定される(礫を火床に埋め込み、直立させるなどの例あり)もの

ではなく、使用に際してカマ卜に着脱するものなのであろうか。表面には刷毛目標調整痕や横

ナチ調整の痕がみられ、比較的入念に作ってある。

Ⅴ 石 器

剥片(同23) ;狸土出土であるが、参考までに掲げた。寅吉製の縦長剥片で、打撃面・打撃

癌・フィンャ一・リング等が良好にみられる。縄文時代晩期のものであろうか。

BfO9竪穴住居跡(第12図・第8表)

遺跡敷地ほぼ中央部に検出。他の遺構との重複関係はない。遺構内での増改築の痕は一部疑

問箇所はあるが、はっきりとそれと見放し得るものはない。保存状態は不良。

平面形は四隅に丸味があり、中央部が弧状に微かに膨らむ大略方形をなし、その規模は南北

3.9mX東西4.1m、床面積15.99m2程度となる。住居中軸線の方向(南北両壁の中点を結ぶ線)

は、磁北から的11o45’西に振れる。

道構内に堆積した土層は大略三層をなす。

第1層 暗乃至黒褐色のシルト質土層。締まりがあって硬いが、粘性もややある。覆土上半

の大部分を占める。

第2層 黒褐色シルト質土屈。数層からなるが、基盤の黄樺色シルト質土塊を混入する点に

特徴がある。第一層に比し、やや軟質で粘性が強い。

第3層 黒褐色シルト質土層。軟質で粘性もある。床面直上に堆積したものであるが、貼床

的なものとは考えられない。

床面の状況は、今泉遺跡内では珍らしくビット頬・掘り込み頬が多くあり、凹凸が敷しい。

その中には、床面がほぼ方彬に低くなる部分なども含まれる。それが、南壁と東壁にほぼ併行

することから、あたかも増改築があったかのような印象を与えるのであるが、土層・柱穴等の

観察からしてその痕跡とは認められず、もともとこのような凹みの部分を有する住居であると

-
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ー 今泉遵跡 葛

0 1 2m

遺物番号

の
①杯櫨

♪②高杯E
③鉄器I,

丁 丁Å′

> 1.暗褐色シルト耕土。硬貨。微細砂混入し砂っほい。クランクが入る

2.黙褐色シルト頬土、硬質、やや粘性あり、黄樺色シルト街l二塊混入

3.照的色シルト質点、 2より漁い、軟質・粘性あり、暗褐色シルト質土が塊状(こ混入

4.勲的色ンlレト頂上。やや砂っぼく、軟質、 2より大型の蹄憾色シル上質十二塊混入

5.照的色シルト黄土。軟貨で粘性あり。 3より小型の斌椎色シルト質土地が謡降り湘こ混入

6.照拙色シルト貨土。軟質で粘性あり、 2より小型の爵椎色シルト質土塊混入

第12- 1図
BfO9竪穴住居跡実測図雷撃阻質シルト二れ卜柚

9.掬色と、黄橙色シルト慣土塊と梶土塊混入

10.黄樟色シルト質土〈基盤)

理解した。壁高は30em前後である。

床面上のピット類のうち、少なくとも主柱穴と認めてよいと思おれるものは、ほぼ対角線上

にのろ4個であろう。円形で、平均径31cm、平均深さ19emである。

カマ卜は他例の多くと同様に北壁に構築されるが、その中央部ではなくやや左方(西方)に

寄った部分に構築されている点が例外的である。煙道の痕跡は土中には殆んど認められず、カ

マドの北端が少々外方に張り出した程度のものである。その他の点は他例に共通する点が多い

ので、詳細な説明は省略する。焚日割の「門の字」状の礫のうち、上に架せられるものは手折

し尿面上に落ちている。焚ロの間口75em ・高さ30cm、袖部奥行60e肌である。火床部はやや凹み

その支脚その他の施設は認められない。

床面上のその他の施設としては、まず西北隅に方形に近い掘り込みがある。やや漬めで、し

かも遺物その他の出土がみられないが、カマドとの位置関係からして貯蔵穴の可能性がある。

周溝と思おれるものは、東壁直下の中央部分と南壁直下のほぼ全域にみられる。さらに、特に

-
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一 今泉追跡一

西壁と南壁に沿う床面には、浅い円形のピット列がみられる。遣物等の出土をみないので性格

は不明であるが、そのうち南壁側にみられる2個の位置関係は整然としたものであり、あるい

は住居に関連する何らかの遺構となる可能性がある。但し、浅いので主柱穴などにはならない

のであろう。

年代推定の資料としては、少ないながらも床面から出土した土師器その他がある。

(遺 物)

ー

0 5

」」」 』 =⊥」
@∴∴ ⑦

第I2- 2図 BfO9竪穴住居跡出土遺物実測図

I 土師器(第12-2図・l-4・7)

一
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第8表

一 合泉遺跡-

分頼 

土平 輩 号の 実 測 図 番 号 

調 艶 

器 高 口 径 底 径 

備∴考 口 綾 部 休部上半 体部下半 底 部 

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

袈 

須恵詣 

横ナチ(?) 
へラミガキ 又はへラナチ 

へラミサキロ) 

壷 4 

刷も目のち ヘラナテ1?) 

刷音 も 目 
刷七日のら ヘラナテて?) 刷毛目 へラケズi) 刷毛目のち ヘラナテて?) 

刷も目〈?) 1騨?) 5.8 

埠 ① 1 ヘラミガキ 横 ナ チ ヘラミガキ 撒 ナ チ へラミガキ ヘラケズり ヘラミガキ へラケズり 6.2 19.3 

高 杯 

(砂 2 ヘラミガキ 
へラミかキ(?) 

へラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 
刷毛目のち ヘラミグキ 捌∴竜田 へラミガキナナ へラミガキ 横ナチ 

13.7 16、0 13.2 

3 欠∴∴i失 欠∴∴ 失 欠∴∴i失 矢∴∴ 失 欠∴∴i失 欠∴∴二失 
へう三原、 刷も轡、へう十十 一日/ケ 騨〔目 へラ三かキのち 機ナチ 

6.0 4.8 11.8 

時庭部 内隷 

へラミガキ ナテツケ 

刑も目のち へラミガキ 

駄 7 多孔式 

H 鉄 器

鎌形製品(同5) ;ほぼ完全な、床面出土のもの。全体的に薄手で、形状はブーメラン形に

湾曲している。一端が折り返してあり、他端はやや細くなっている。断面形は薄い楔形をなす。

刀子形製品(同6) ;床面出土の破損品。薄手で断面形が楔形をなす部分と、長方形をなす

部分とからなるもので、前者を刃部、後者を柄に差し込む部分と想定した。断面には何れにも

中空部がみられる。

Bf15竪穴住居跡(第13図)

遺跡敷地中央やや西寄りの、現段丘崖北縁から南にやや南下した地点に検出した。

他の遺構との重複関係・遺構内での増改築の相方ともに認められない。しかし遺構の残存状

況は概して不良である。

平面形は遺存状況が不良であるので正確は期し難いが、調査結果によると横長の長方形をな

し、その規模は東西4.7mX南北3.7m(推定)、床面積17.39m3(推定)程になるようである。住

居中軸線の方向(北壁中央のカマ卜の中心と南壁の中点を結ぶ線)は、磁北から約13030’西に

振れる。

住居内に堆積した土層は、大略二層である。

第1層 黒褐色シルト質土層。砂っぼくてもろく、粘性もあまりない。

第2層 黒褐色シルト質土層。第l層よ引ま砂っぼくなく、有機物量が増加する。しかし比

較的硬質で、粘性もそれ程ない。炭化物粒少量が見入。その他の層はカマド周辺に数層が認め

ちれただけで、非常に単純である。

床面はほぼ平坦であり、傾斜は殆んどない。現壁高は21cmとやや浅めである。床面上に10個

のピット・掘り込み類と、 2個の礫が存在した。
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ー今泉追跡一
くつ

∩∴∴薫と
〈摩
浣ヾ
聴き
〉

-「

‡ミ

1 2調
A’

L 隷枇色ン)しト頂上。硬質・粘性弱い。砂質でもろい。白色・好色の微細規子が乍(和こ塙降川畑こ入る

2.隷姻色ンルト買上 故買っ粘性弱い臆, 1よ年砂最少なく、有様買上が増す言美化物粒少址。蹄褐色シ

ルト質上粒混入

3. 〇一潤色有故買主音軟質で、精確ありっ 質構色シルト買上が現状に混入

4. iil潤色有持古‖∴ ■やや‡緋lて満腔あり.蛍篤色シルト買上が少姐良人,薙上粒子混入

5.情調色上 1に似るが、舟樟色シルト机上で汚される

6.情調色上こ 硬′員で、批Ii勘中書 2仁似るか鍾篤色シルト買上、焼上粒で出される

了. -i潤色上 や部姉iでしょりあり。舟茜色シルト買上の賞状混入が少か、

第13図 Bf15竪穴住居跡実測図 品結昔霊二三品品,濫作弱い掴出入
10.情調色シーレト“員I∴ 破く、拙作弱い(白色微細砂が霜跨り状に入る

11.時栂色ンルト“買上 軟く、やや妬招あり、焼I桂子混入

ピント頬のうち、少なくとも主柱穴と認めてよいものは、ほぼ対角線上に並ふやや大きめの

4個であろう。それらは大略円形をなし、平均径27cm・平均の深さ22cm程である。他に西壁中

央やや南方の壁直下に2個のピソトがあるが、これは住居に関連する何らかの施設の痕跡かも

しれない。

床面上にはその他の施設は認められない。

カマトは他の例と同様に正確に北壁中央に作られている。但し、遺存状態は不良であり、袖

部束半は破壊されている(その他、焚口部の礫が倒壊するなど、当遺跡中では「破壊」という

印象の強い遺構である)。袖部の構築法・焚患部に於ける礫の使用などは、他の例と共通するも

のである。焚口の間口75em ・高さ25em、カマド奥行65へ70emと規模にも共通点が多い。

カマド火床と煙道の結合部には段はなく、カマド火床と煙道底はほぼ同レベルをなす。煙道

は北方へ80cm程延びて終結し、その端部には煙出し用と認めるべき特別な施設はない。また、

その部分の底部には、礫・土器片等も認められない。

年代推定の資料となし得る程に良好な遺物は出土しなかったが、カマド・煙道の特徴等から

ある程度の推定はなし得る。
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C十 十 C′

一B

堪‖)すぎ

㊥ 鐘

国
圏

6⊂JhB
丁

Q

第I4- I図 Bf53竪穴住居跡実測図

田

園
9お

園

上器番号

†/A’土嚢P`∴∴∴∴了壊P7
乙蛮P寄∴∴∴∴お葉巳。

紺時P6
9璽恥

l。音甑呂。

0
1

2n「

亘触P。 11登呂7

&盟。 守雄恥

1・時的色シルト買上 しまり

● ありで、硬い一 蛍惟色シル

上根の混入少々し タラメ

タか入る

2.時㈱色シル上質上 しまり

ありで硬い 蕪楕色ンルト

坤混入。ブラ′クか入る二

3・埴枇色ンル上質上 しまり

ありて硬い。貴様色ンル上

場の混入がとくに多い部分

4i やや黒味の授い暗薄色シル

ト買上。やや抹質で、多少

粘性あり

5.暗間色シルト買上∴軟件喜

悦上場混入

6・黒味のこい雄的色ンlしト買

A 上∴腕士粒少11購入

‾‾‾7.境i

き・暗部色ンルトIf’口上 早や軟

9・範陸の琉I 上器用Iこの壇

丹セ

lU・赤間色ンルト買上 カニ・上

の原

Bf53竪穴住居跡(第14図・第9表)

調査区域のほぼ中央、やや束寄I)に検出した。他の遺構との重複関係、造構内での増改築の

事実、何れも認められない。

遺構の平面形は、四隅に微かに丸味のつくやや不整な正方形をなし、その規模は東西4.8m

(推定) ×南北4.9m、床面積23.52m当推定)となろう。画聖の大部分と西南隅・北壁のカマトの

両側の一部は、調査時に於ける掘り過ぎと、樹根による碓乱でやや乱れている。住居の中軸線

の方向(北壁中央にあるガマドの中心と南壁の中点を結ぶ線)は、磁北から約30o西に振れている。

遺構内に堆積した土層は、大別して二層からなる。

第1層 暗褐色シルト賢土層。比較的締まりがあって硬い。乾燥するとクラックが入る。斑

土の上半を占める。尚、人為的に投入されたと思メっれる人頭大の礫が多く存在する部分もあっ

た。
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ー 今泉追跡一

第2層 黒乃至暗褐色シルト質土層。やや粘性が強くなり、黄橙色シル上質土塊・遺物等の

混入量が増加する。貼床は認められない。

床面はほぼ平坦といってよく、遺存状態は良好である。壁高は30cm前後。床面上には合計4

個のピットと、 4箇所の礫の分布がみられる。

上記4個のピントは、ほぼ対角線上に並び、そのすべてを主柱穴と認めてよいものであろう。

形状は円形で、平均径25-30c肌・平均深さ25-30c肌をなす。尚、南半の2個はやや傾斜を持つ。

カマドは既述の通り、正確に北壁の中央部に取り付けられる。カマド本体の構築方法は、黄

橙色粘土質シルトを用いて神都を構築する点・焚□部に「門の字」状に礫を配置する点・燃焼

部床がやや凹む点等々、多くの例にほぼ共通する特徴で示される。焚口部の間口60cm ・高さ20

Cm、袖部奥行70cm程である。本体中には、土師器襲2個が遺存していた。煙道は顕著に発達し

北壁から北に70cm程延びる。燃焼部床と同じレベルをなす部分が、北壁から30cm延びた所で15

Cm程高くなり、その先の50cmは徐々に浅くなって自然に終結する。その端部より北40cmの所に

径20cm・深さ30c爪程の円形ピットがある。位置的には正に煙出しに相当するが、煙道部とトン

ネル状に連結する事実は認められない。しかし覆土に若干の焼土粒を混入しているので、一応

煙出しの可能性が大きいものと見倣しておく。本例は今泉遺跡中で、カマド遺存状況が最良の

ものの-つに数えられる。

床面上のその他の施設としては、ピソト・掘り込み類がみられないことは既に述べたが、そ

の他のものとしては礫がある。うち2個はカマドに比較的近い位置にあり、そこに何らかの意

味がありそう●である。西半部にみられる7個の集積部分も、人為的な配置と見徹せないことも

なく、何か意味がありそうであるが、周囲に特記すべき現象は認められない。南壁直下の大小

2個は、あるいは建物の構造に何らかの関連を有するものかもしれない。

年代推走の資料としては、カマド本体中・床面上に検出された土師器群他がある。

(遺 物)

I 土師器(第14-2・3図・ l-8)第9表

分親 

土平 群 号の 寒 湘 国 番 号 

`調 整 

港 南 I」 径 虞 径 

傭∴考 し】縁∴部 休部士半 休部下草 虞∴∴∴部 

内 面 外 面 内 面 外、i郎 内 面 外 面 内 面 外 面 

袋 ① 3 別∴も し1 

副書日のら 傾ナチ 
樹I〔:目 駒∴裏 口 勘iて,田 捌音 七 日 朋 も 目 

刷も田 へラミガキ 
28工 20.1 6.7 

覇 ナ チ 刑 宅 と】 

別亡「iのら ヘラミガキ 

馴∴裏∴日 

酬音 七 日 
ヘラケズi) 木葉痕 

② 5 欠∴∴∴失 矢∴∴∴失 樹音〔.目 刷∴し「う 削 七〇 日 
朋工と事のら ヘラナ一㌢ 

別 も∴田 水薬痕 秘十〇 7,0 
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分類 

土平 輩 号の 実 測 図 番 号 

調 蝶 

器 高 口 径 底 径 

備∴考 口 綾∴部 体郡上半 体部下半 底 部 

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

窯 ⑨ 4 

刷毛目のち 横ナデ(り〉 朋も目のち 横ナチ 
樹音 も 日 別音 も 目 開音 七 日 樹音 も 日 削 七 日 水 梨痕 24.7 20.2 8.4 

壷 

⑪ 2 

刷毛目のち 検ナチ 刷毛目のち 横ナチ ヘラナチ 朝も目のち十 

刷音 も 目 
制も目のち へラナテ 

刷 毛 目 ヘラナチ 別∴∴清 19.0 10 6.7 

:=一点:暮 

杯 ⑫ l ヘラミカキ ヘラ三かキ ヘラミガキ ヘラミサキ へラミグキ 
不∴i羽 音音へラ三相つ) 

ヘラ三方キ ヘラミガキ 3.6 12.5 内∴黙 

賦 

刷毛目のら へラミガキ 

捌音 も 目 掛Iも∴圏 

横ナチ(7) 横 十 テ 削 七 日 刷 も 日 

⑩ 8 横 ナ テ/ 横 ナ チ 勘Iし.= 
制音七日 へラケズり 

刷音 七 日 
刑を田のち ヘラケズi) 

14.2 19.6 6.8 

片 口 

③ 7 横 ナ チ 
削七日のち 横ナチ 削亡日のち ヘラナチ 

私音 し∴‖ 
刷も日のち ヘラナチ 

馴 七 日 ナテ’ッケ 矢∴∴ 二大 12.7 

友13 色10,6 

6.1 

④ 6 
刷七日のち 刷も田のち 

横ナチ 開明のちl 
馴∴七 日 

横ナチ (削書目のち) 

刷も日のち 
創∴∴落 釧∴∴洛 12.5 I 9,7 6へi7 

横 ナ ナ 横 ナ ナ へフミカキ 
13 

II 須恵器(同9 ・10・11);何れも破片であり、器種も不明であるが、一応掲げた。

9 ・10は、あるいは壷蜘以の器種になるとも考えられる。 9には箆による削り調整、 10には

緑色の袖類似の被膜がみられる。壷の肩部であろうか。

11は、長頬の何らかの器種の頚部らしい。

」」J = 』=ll
O 5 10c調

第i4- 3図 Bf53竪穴住居跡出土遺物実測図
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ー 今泉追跡一

新期Bg62竪穴住居跡(第15図・第10表)

調査地の中央やや東南部寄りに検出した。

東壁と南壁を共通する形でi日期Bg62住居跡と重複している。これはやや問題はあるが、 l日期

Bg62の拡張と見徹すよりは、完全な新築と見徹した方がよいのであろう(後述するように旧期

Bg62の部分の凹みをほぼ完全に埋めてしまっていること・そこから遺物の出土が見られないこ

と・ I日のカマ卜がこれされていること等から、上のように推毒した)。全体的な遺存状態は非常

に良好である。

平面上は、西壁の中央付近が樹根のため一部乱れているが、全体的には形の整った、しかも

隅の角ぼった長方形をなし、その規模は東西6.4mX南北7.3m、床面積46.72m2程である。今

泉遺跡中では最大級の規模である。住居中軸線の方向(北壁と南壁のそれぞれ中点を結ぶ線)

は、磁北から14017’西に振れている。

遺構内に堆積した土層は大略二層からなる。

第1層 暗褐色シルト質土層。それをベースとして、全般的に微細砂も混じり、また黄橙色

シルト質土塊も混入する。硬質で粘性はあまり無く、乾燥するとクラックが入る。ただし西端

部の一部には樹根の影響によると思おれる有機質土層もみられ、当然のことながら軟質で粘性

に富む。

第2層 暗褐色シル上質土層。第1層にみられた黄橙色シルト質土塊はそれほど顕著には認

められない。硬質で粘性はあまり無い。

第3層 黄褐色シルト質土層。基盤の黄橙色シル上質土を、一段低い凹みとして残った、旧

期Bg62住居跡の床面上に敷きつめ、床面のレベルをそろえたもの。その意味では貼り床的な性

格もあろう。やはり軟質で粘性がみられる。

床面の状況は傾斜もみられずほぼ平坦である。西壁の中央部以外は壁もしっかりしており、

ほぼ垂直に立ち上がり、壁高は35cm程度である。床面上には大小8個のピント類があり、また

床面中央からやや南に偏して礫の分布がみられる。

床面上のピット類のうち、やや大きめでほぼ対角線にのろ位置関係にある4個が、少なく

とも主柱穴であろう。うち西方の2個には、 -応掘り方と柱あたりの部分を指摘できる。それ

らによると、掘り方の形状は楕円形ないし長方形に近く、長径約55cm.短径45cm.深さ35cm程

度、柱あた屈まほぼ円形で径的15-20cm ・深さ40cmである。西南隅の柱あたりのように、掘り

方の北半に寄った部分に位置する例もある。また東北隅の柱穴は、やや傾斜して穿たれているo

ヵマ卜は北壁に取りつけられる。他の多くの例とは異なり、北壁の中央からやや東寄り(カ

マドの中心が北壁の中点から東方へ35cmずれており、ガマド左袖の上端の線が大略北壁の中央

にあたる)に構築されている。袖部の構築法・形態・焚口部の「門の字」様の礫の状況、燃焼

-
55
一



ー 今泉遺跡一

部底の凹み等、カマド本体の特徴は他の多くの例に共通する。焚口部間口60cm ・高さ30c叩、袖

部奥行80c皿である。カマトの遺存状態は最良の部類に入り、さらにまたその内部・周辺の遺物

の残存状況も非常に良好で当時の生活相復元の為の良好な資料となる。窺いながらも煙道も備

えられる。北壁から北に40em程度。燃焼部底が北壁と接する部分が20c鵬程高くなり、煙道部底

はそのレベルのまま北へ延びる。この形式は後述のBh71.Ca18等にもみられるものである。明

確にそれと則放しうる煙出しは土中には検出できなかった。また燃焼部底には礫・支脚その他

の施設は認められなかった。

床面上のその他の施設としては、カマド西隣に径50cm程度の掘り込みがあり・その縁に袈型

土器が位置していた。これは貯蔵穴と見倣されてよいものであろう。同港類似のものは北壁東

半・西南隅・南壁中央部等に認められたが、幅も狭くかつ浅く・あまI)顕著ではない。なお西

壁直下の剛韓に連結する形で、不整形の掘り込みがあり・その中に小型の壷その他の土師器類

がみられるが、あるいはこれも貯蔵穴様の機能を推定してもよいのかもしれない。さらにカマ

ド焚口の南に浅い円彬の凹みがみられるが、これはカマトの使用時に関連する何らかの痕跡で

ある可能性がある。最後に床面上に散見できる礫群は、その周辺に土器類を多く検出できたが

その他の特異か状況を看取できなかったので、一応性格不明としておく。出入口等を推測させ

るものは認められなかった。

年代推定の資料としては、今泉遺跡内で一・二を争うほど良好な状態で床面上、カマド中出

土の大量の土師器類と若干の須恵器片その他があげられる。

(遺 物)

I 土師器(第15-2 ・ 3 ・図2へ20)

II 須恵器

壷型(同1) ;破片ではあるが床面出土。体下半底部と思耕しる部分のみであるが、やや九

味をもつ底部の壷型ないしそれ類似の器形となるようである。休部中央にあたると思おれる部

分に沈線が経る。内面には凹凸がありロクロ成形痕を留めるが、外面はほぼ全面に箆削り調整

が加えられている。底部外面のほぼ中央部が「ヘソ状」に凹む。

III 鉄 器

刀子形製品(同21) ;比較的保存状態の良好な小型品。刃部と思おれる部分が偏平で、しか

も木質部も残存していることから、刀子と推定した。なお木質部の端部には輪状の金具がはめ

込まれている。

針状製品(同22) ;針ほどには太くなく、断面彬が円彬を呈すものをこう呼んだ。断片であ

る。

」
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一 合泉追跡-
第10表

分類 

土平 蕾の撼 号士 番実 刑 号的 

凋 替 

器 高 口 径 底 径 

備∴考 U∴軽∴部 休部土牛 体部下半 底∴∴∴部 

内 面 外、i加 内 面 外 面 内 面 外i面 内 面 外 面 

萩 

上手 14 
撒十テ0「 へラミガキ 撒十テ○○ へラミカキ 

ヘラミカキ ヘラミガキ へラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラナテ“ 11.7 】1.0 5.3 

2∪ 聞音 書 日 俄 ナ テ ヘラナテ1?) 刷 で しう へラナチ 
刷毛しi○○ へラナチlり) 

ヘラ十デ 木 葉痕 15.1 12.7 6.7 

⑥ 17 橋ナチ(?) 
刷七日のち 酬∴も し」 間接うのち 酬∴七 日 刷毛照のら 

刷∴青 田 三 か キ 29.9 20.6 8.3 

俄 十 干 ヘラミカキ ヘラミサキ ヘラケズり ヘラミガキ 

⑦ 19 
捌封書喜のち 横ナチ 

倣 十 テ 開音 を∴照 削 七〇 日 刑 七 日 
刷も∴日 へラケズiI 

欠∴∴∴失 太∴∴ 喜美 2了+Q 18.4 Il 

③ 16 俄 ナ チ 
榔七日のち ヨコ十テ 

享子 し∴= 
∴:・●:∴ 

副 書 しi 

刑しi上 
樹itこ い 木 墓頓 25.6 22.1 6.8 

⑩ 15 酬音 も【l 
刑七日のナ 横十テ 

印音 上 目 曽Iし∴‖ 馴“し 日 

期しIiのら 
刑 も∴= ヘラミガキ I3.8 15.0 6.8 

捌音 七 日 

勘音 し∴= 
削t日のち ヘラケズiI 

⑦ 18 
鮒 十 干 

惰 十 干 
刷tiうのち 樹音 も∴目 刷七日のち 

的Iしi上 ‾‾’ユ′iI ヘラミガキくり) 之8.録 15.6 了.6 
へラミガキ ヘラミカキ へラミガキ〈? ヘラミガキ 

惰 ナ ナ 横 ナ テ 
酬-を∴日 へラケズiI 

捌音 七∴‖ 
郡も日のち 械十テ 

削 七 日 酬音 t1う 刷 亡 手書 

馴もし」のち 十手正かなう音 

矢∴∴i失 矢∴∴\失 

梢 ナ チ 猷 十 テ 
惜ナチ 樹Iで.目 

印し=了ノら 〈、÷-ウキ 

11 倣 ナ チ 櫛 十 干 
削七円のち ヘラ十テ 

榔音 亡∴‖ 天∴∴∴失 矢∴∴∴笑 夫∴∴∴失 矢∴∴∴実 16.0 

① 10 
馴七日のち 刑も門のち 勘=亡国のち 侍に〔珪旬間 聞七日のち 刷も目紳介的 

欠∴∴∴芙 欠∴∴∴失 25唯I 18∴1 (?) 

1ナ ナ (十 千 へフナ丁 にへ7十丁 ヘフナ丁 へフナ丁に 

完藍 

⑯ 12 硝 ナ テ 
刑七月のち へラミカキ ヘラミガキ へラナテ「 榔亡しiのち ヘラミガキ 

へラミガキ 樹It.‖ 
ヘラミガキ へラナチ 

開音 も 田 13.1 7.5 5.5 

∴ら∴ 13 
横ナチ○○ 刷で目のち 酬し目のち 勘で卸つ音グIち 矧自己目のち 刷七日のち 

へラミサキ 到∴∴諸 24.8 16、4 7.7 ) ヘラミガキ 怖 ナ チ ヘラミガキ ヘラミサキ ヘラミグキ ヘラミガキ 

持 

⑪ 3 へラミガキ 獄 ナ チ ヘラミサキ 吋 十∴÷∴ へラミガキ 
へラケズiIo「 ヘラミガキ 

ヘラ三かキ 
へラケ朴Iのち ヘラミガキ 

5.▲1 宣8.6 

咋同音i 丸的亙「皿 

⑪ 2 ヘラミガキ 硝 十 干 ヘラミカキ 倒 ナ チ へラ三かキ ヘラケズil ヘラミガキ ヘラケズiI 4.了 15、9 「11 音黒 

ヘラミガキ ヘラミサキ ヘラミグキ ヘラミカキ 1了 

⑬ 4 ヘラミウキ 制 ナ チ へラミサキ 備 ナ チ へラミグキ へラケズi) へうミサキ ヘラケズり 5.6 21.4 15.2 囚∴黒 

高埴 ⑨ 5 ヘラミカキ ヘラミグキ ヘラミかキ ヘラミカキ ヘラ三かキ へラミガキ 
矧=巳日のち 栢ナテ ヘラミガキ 械ナチ 

7.8 は.6 8 

時∴黒 彩色(外面) 

拙 

④) 9 

刷七日のち 硝ナテ 刷七日のち 崩すテ 側エロのち ヘラ十干 
刷音 も∴= 

副七日のち ヘラナチ 
樹音 工∴日 20.3 2:し6 9∴ 

7 俄 ナ ナ 櫛 十 テ ヘラー十テ ヘラナチ へラナチ へラナテ1 1之.0 1きし3 あ.《1 2∴1」 

⑬ 8 働 ナ テ 
刑tしうのち 惰ナチ 

へラナテ 捌音 も【う へラ十テ 刷∴裏 口 2二㌧4 2い6 き.持 2 1し 

線状製品(同23) ;用途不明であるが、断面形が偏平な長方形をなし、おそらくはi)ング状

の全体形をなすと思おれるものをこう呼んだ。 21の柄の端部にみられるようなものであろうか。

Ⅳ 石 器

砥石(同24) ;床面出土の太鼓の撥状の石であり、表面が平滑に研磨されているように思お

れるので、一応砥石として掲げな しかし適例の砥石とは石材が異なり、研磨による擦りへI)

方もまた異なるので、あるいは自然礫かもしれす、その場合にはむしろカマド関連のものと解

した方がよいのかもしれない。

黒輝石破片(同25) ;覆土出土品であるが参考のために掲げた。おそらく剥片であろうが一

部に表皮を残す。特別な細部加工は認められないが、断面の一部に使用痕らしさ細かい破砕部

がみられ、それが使用痕であるとすれば掻器的な機能を推定すべきであろうか。

旧期Bg62竪穴住居跡(第15- 1図)

既述のとおI)東壁と南壁を新期Bg62住居跡と共有する形で重複して検出されたもの。新住居
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一 今泉遺跡一

跡の床面清掃後にその輪郭が現れれた。

平面形は大体長方形をなし、その規模東西4.6m(推定)×南北5.1m、床面積23.46m2(推定)

程となろう。西壁がやや乱れている。住居中軸線の方向(北壁と南壁のそれぞれの中点を結ぶ

線)は磁北よ帰勺13o西に振れている。新・旧の振れの差は約1oであり、殆ど同じと見徹してよい。

遺構内に堆接した旧住居跡本来の覆土は残存しておらず、新住居跡に帰属せしめるべき既述

の第2層がみられるだけである。

床面には殆ど傾斜も無く、ほぼ平坦である。壁高は、新住居跡の検出面までを測ると約50cm

となる。床面上には大小22のピント、掘り込み、溝類がある。

それらのうち、少なくとも主柱穴と見徹してよいものは、ほぼ対角線上にのる形で配置され

円形ないし長方形をなす4個であろう。平均深さ40c肌である。東半の2個には掘り方と柱あた

り様の部分を区別でき柱あたり径は約15cm程である。

ガマ卜は痕跡程度にしか残っていないが、北壁に取りつけられたらしい。新住居跡例と同様

に中心からやや東にずれた位置である。その他の構造等は一切不明だが、表面が焼けが膏円形

の凹みがある点(カマド燃床部底か) ;凹みの中央に円礫がある点(「門の字」の焚口部礫の抜

き取り痕か)・凹みの西北端部にやや火力をうけた黄色粘土質シルトがある点(袖部か)等々か

ら、他の多くの例に類似する構造であったと推定できる。推定される焚口間口70cm・カマド本

体奥行90cmである。煙道部・煙出し部についても不明であるが、少なくとも土中に溝状に構築

されるような形式の煙道部は認められない。

床面上のその他の施設としては、カマド左隣に不整な長方形の掘り込みがあり、位置的にみ

て貯蔵穴と見放しうる可能性がある。西南隅にも類似のものがある。同港は痕跡的にではある

が、東壁以外の各壁直下に残存している。西壁の長楕円形の小ピット列は、同港の痕跡と見倣

すべきであろう。

年代決定の資料となる遺物は全く出土せず、既述の第2層の存在とも考えあれせると、新住

居を構築する際に除去された可能性が強い。したがって年代は遺構の特徴等から推定する他は

無いが、いずれにしても新・I日間には、時間的にあまり大きな隔りは無いものと思おれる。

BhO9竪穴住居跡(第16図・第11表)

遺跡敷地中央やや西寄りに、既述のBfO9の南に接して検出した。他の遺構との重複関係も遺

構内での増改築の事実もともに認められず単一の遺構である。焼失により廃絶された家屋と考

えられ、その結果として逆に各種の遺存状況が非常に良好なものとなっている。

遺構の平面形は、四隅にやや丸味をもつ正方形をなし、その規模は東西4.3mX南北4,3m、

床面積18,49面となる。住居中軸線の方向(南北壁のそれぞれ中点を結ぶ線)は、磁北から約14o15’
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西に振れている。

遺構内に堆積した土層は大別して二層になる。

第l層 黒褐色シルト質土層。やや硬質で、制空もそれほど強いとはいえない。黄橙色シル

ト節土塊・有機質土塊・炭化物塊等を混入し、渡土の大半をなす。

第2層 暗褐色有機質土層。軟質で粘性も強い。黄橙色シルト質土塊が斑状に混じる。後述

のような床面上に一度つくられた掘り込み部分の凹みの雅土である。

若干の焼土の分布が見られる生活時の床面と思おれる面の状況はほぼ平坦であり、その上に

炭化材・遺物等がのろ。住居の構築法上他例には見られない特徴をもつ。それは住居の床面を

つくる過程で、住居床面の中央が島状に高く残るように各壁に治って巾80へ100em・深さ10へ15

cm程の掘り込みをつくる点である。この掘I)込みを一旦つくっておいて、直ちにそれを前記の

第2層でもって埋め戻して中央部の床面のレベルと同一にしている。したがって実際に生活を

営んだであろう床面は平田こなることは既に述べた。この作業の目的は不明といれざるを得な

いが、しかし、後述する4本の主柱穴と思耕しろもののすべてやカマ卜が、この掘り込みの中

におさまることからすると、この掘I)込みは主柱穴やカマド等の施設を築くさいの一稲の「掘

I)方」的な意味を、さらに周溝細以の用途をもっているのではないがとも推定できる。壁高は

この掘り込み底からは35へ40cim、生活時の床面からは25-30emとなる。床面士には大小13個の

ピット掘り込み類がある。

それらのうちで少なくとも主柱穴と見激し得るものは、ほぼ対角線上にのろように配託され

前記堀I)込み内に収まる円形の4個であろう。平均径27em ・平均深さ24c肌である。尚主柱穴中

には違存した柱脚等は認められす、黒褐色の有機質土のみが存在した。

カマトは北壁に取りつけられているが、中心からやや東方へずれている。カマド本体の樹築

法・焚口部の「門の字」状の礫の使用(本例では完全な形で遣存している)等、他の例に共通

する特徴をもつ。焚口部の間口70e爪・高さ35c・m、本体奥行60emの規模である。本例には煙道部

も煙出し部も備おっている。燃焼部底が北壁と連結する部分はやや高くなり、それを底面とす

る煙道部が北方へ80ぐm程延び、徐々に浅くなる感じで自然に終結する。そこからさらに北へ45

Cmの所に径20cm.深さ20cmの円彫ヒットがある。覆土に炭化物粒が認められた点や、煙道部と

の位置関係からしても煙出し部としてもよいのではないがと思れれる。本例ではカマ卜のみな

らすその周辺の遺物の保存状態が非常に良好であったのが特に目立つ。

床面上には貯蔵穴その他の施設は認められない。ここで生活時の床面上に多く認められ、本

朝が焼失家屋ではないかと推定せしめた炭化材について記す。これらは結果的に既述の一旦据

I)込んでおいて埋め戻した、ある意味では貼り床的なものの表面に位菰している。それらの配

置は、東西壁の側に、それぞれが東西方向に併行するものである。東側に7箇所・西側にも7
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箇所あったと考えられる(東南隅付近のものは調査時の不手際から削平してしまった)。中央部

には遺有が見られない点が特異に感ぜられる。これらはいずれも端部が床面に直立ないし埋め

込まれているものは存在せず床面上に横たれるもののみである。したがって少なくとも柱ない

し壁材関連のものではないといってよいと思おれる。となれば残る可能性は屋根材となるであ

ろう。屋根材とくに「垂木」様のものと見徹し得ると思おれる。さらにこれらの配置が、放射

状をなすいれば求心的なものではなく、南北壁に併行するものである点をとれば、その上屋は

所謂「切妻」的なものになるがとも推定される。ただし、東南隅・カマド焚口部前等に、ある

いは放射状になるがとも思おれる材があるのが気になるが。なお入念に調査したが、壁部には

板材の配置などは認められなかった。

年代推定の資料としては、カマド中やカマド周辺の北壁直下、一列にならんで豊富に発見さ

れた各種の土師類がある。

(遺 物)

I 土師器(第16-2図・ 1-9) 第11表

分頼 

土平 輩 号の 蒸 i間 国 番 号 

調 控 

器 高 口 径 底 径 

備 考 ロ 繚∴部 休部士半 体部下半 底 部 

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

壊 

5 惜 ナ テ 横 ナ チ 刷 七 日 刑 事 田 酬音 も 臼 
ヘラ十かI○○ へラナチ ナテツケ0「 カキトi) 

へラケズリ 19,5 16.4 6.8 

⑥ 6 横 ナ チ 
刷も日のち 横ナチ 

・刷 七 日 掛i〔.= 別 し 日 ヽi十I上 へラナスリ 制 も 日 本∴巽東 30.3 16,5 7.() 

(㊦ 4 横 ナ チ 
刷毛目のち 揃ナチ 樹乙川のち い」へラ十干“ 

刷 毛 目 
聞置Iiのち ヘラミカキ 0「ナナ 

刷 七 日 矢∴∴∴失 矢∴∴∴矢 Z2.1 
∴ 18-I9 

8.3 

⑪ 7 横 ナ チ 
刷毛日のち 柿ナテ 

捌 七日 抑【書 目 別 宅 臼 別 宅∴田 欠∴∴∴失 欠∴∴∴失 1了.1 19へ20 9,5(?) 

(㊦ 9 
刷七日のち ヨコナチ 刷も目のち 揃ナチ 

刷 毛 目 樹音 七 日 刷 毛 目 
刑亡=のら ヘラーナテ ひ〇三プ予キ 

硯音 で 日 本 条言様 2(上6 21.4 6.3 

8 横 ナ チ 
刺も日のち 憤ナチ 

刷 七 日 開音 七 日 開音 七 日 刷 も 目 捌音 も 目 木 葉成 25.2 13、9 6.9 

刷 毛 目 
刷も目のち 俄ナチ 

刷音 も 目 刷 毛 日 

刷 毛 目 刑音 七 日 木 魚言庇 

(㊤ 3 横 ナ チ 
刷毛目のち 刷毛目のち 

ヘラミガキ 刷音 書 目 
別も日のち 脚 もト」 ヘラミガキ 

13、3 8,3 6.4 観 
俄 ナ チ へラナチくり) ヘラミガキ ナチツケ ナチツケ 

雄 

⑨ 1 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ へラミサキ へラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 5.8 21、7 内 黒 

ヘラミガキ 
ヘラミガキ 横ナチ(?) 

ヘラ三かキ 
ヘラケズil ヘラミガキ 

ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミサキ へラミガキ 

ヘラミガキ ヘラミガキ 

ヘラミガキ へラミガキ 

横 ナ チ 

高碕 ⑦ 2 欠∴∴ 突 欠∴∴ 臆突 矢∴∴∴失 欠 失 実 美 欠 芙 
ヘラミガキ (刷毛日?) 

へラミガキ 4.6 12.5 脚径7.4 

駄 桟 ナ チ 俄 ナ チ l別口」iiのt〉 ヘラ十一㌢ 
捌音 も 目 刑し帥ブ自ら へラーナテ. 

削書目のち へラケズi) 

13.1 15.5 7,4 

II 装飾品(同10) ;破片ではあるが球形はなさず管状をなすものと推走できる。土製。遣有

の状況が不良なので詳細は不明であるが、焼かれており、彩色などは認められない。床面出土。

III 石 器
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一 合泉遺跡一

黒煙石片(同11) ;他の例と同様に覆土からの出土であるが、参考までに掲げる。黒輝石原

石の円礫を半割し、その断面を刃部同様に剥離している。そこに使用痕らしい細かい破砕部が

あり、もしも使用したとすれば掻器ないし彫器的な機能を推定してよいのであろうか。

Bh71竪穴住居跡(第17図・第12表)

遺跡敷地束縁中央やや南寄りで既述のBg62の東隣りに検出。その東半は道路敷地外にれたっ

たため、その部分は未調査である。

他の遺構との重複関係と増改築の事実は、少なくとも調査分の範囲内には認められない。

遺構の平面形は末調査分があるために未詳としかいいようがないが、後述のカマドが北壁の

ほぼ中央に位置すると仮定すると、大略長方形となり、その規模東西3.5m(推定)×南北3.9m、

床面積13.65m2(推定)程にもなるのであろうか。住居中軸線の方向(これもしいて推定して、カ

マド中心部と推定される南壁の中点を結ぶ線、ちなみにそれは煙道の東西二等分線の延長にほ

ぼ一致する)は、磁北から約290西に振れる。

遣構内に堆積した土層はばば一層である。実測図にはよく表れれていないが、暗褐色シルト

」A

やや砂っぽい

鄭登色シルト

(基盤)

1.呼的色シルト質土 しまりあり、竪穴住居の蹟土

黄俄色シルト塊、娩土塊、炭化物枇二郎見入

2.黄棲色粘土質シルト。ガマトの天井部か

3.黒色シルト質土(クロボク上様)

4.嬢土

6.硬質の碗土

7.硬質の艦上

8.黄憾色シルト質土。少量の臓土混入。カマド柏か

9.寅憾色シルト貿土。 2(こ同じか

10.暗褐色シルト貨土。しまりをし、黄罷色シルト質上

土粒混入、胤溝か

1重.寅樟色シルト買上。やや椙性あり、カマド袖

12.暗褐色シルト貨土。軟質、炭化物粒、碗土地等混入

0 1 2m

第I7 -1図 Bh7I竪穴住居跡実測図
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質土層。しまりがあって粘性はあまり無く乾燥すると大きくクラックが入る。黄橙色シルト質

土塊・焼土粒子・炭化物粒子等が昆入する。

床面には傾斜や激しい凹凸はみられずほぼ平坦である。壁の遺存状況もよく、ほぼ垂直に立

ち上がり、壁高は約50cm程である。ただし掲げた実測図では30cm程になっているが、これは遺

構検出に苦労した結果、かなり掘り下げ過ぎたために生じたものである。床面上には9個のピ

ット・掘り込み類と、数個の礫、焼土の集積部等がみられる。

それらのうち、少なくとも主柱穴と見徹しうるものは、ほぼ対角線上にのろ位置にあり、円

形をなす4個であろう。平均径20cm ・平均深さ30-35cmである。掘り方と柱あたりの区別はつ

けられなかった。尚西南隅の1個の縁に礫が位置していたが、これはあるいは柱関連の機能を

もつものかもしれない。

カマドは北壁につくられている。未調査部分があるために不明であるが、他の例からしてほ

ぼ北壁の中央に近い部分に取りつけちれたのであろう。カマド本体の構築法・燃焼部底の形状

・焚口部の構築法などに他例に共通する特色がある。焚口部の「門の字」状の礫の遺存状態は

非常に良好である。本例には煙道部と煙出し部もみられる。燃焼部底が北壁と接続する部分が

≡≡二二三二

2 ④

i。。l。J 3ら

0 5 10 cm

第I7-2図 Bh7I竪穴住居跡出土遺物実測図
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一段高くなり、それが煙道部底となり・そのままほぼ水平に北へ90cm延び、そこで垂直に立ち

上がり終結する。末端部近くの虞面上に土師器片が1個みられ、ここが煙出し部とされた可能

性が強い。なお燃焼部底と北壁が接続する部分の北壁直下に細い溝状のものがあI) 、それはお

そらく同港の一部と考えられる。とするならば、本例においては住居の壁とその直下の同港を

ほぼつくりあげてからカマドを構築したということになる。

床面上にみられるその他の施設としては、まず東北隅に円形の掘り込みがある。これはカマ

ドとの位置関係からして貯蔵穴にうってつけのものであるが、 5cmと非常に浅く、その点に多

少躊躇させるものがある。次に礫の分布についてはそれ自体の配置に何らかの意図も読みとれ

ず、またその周辺にも何らの異常も看取できないので、性格不明といれざるを得ない。ただし、

それらの中にあるいは柱関連のものがあるかもしれないことについては既に述べたとおりであ

る。最後に西南隅の壁直下に焼土の集積と、その近くに1本分の炭化材が見られるが、これら

についても積極的な意味は読みとれなかった。少なくとも焼失家屋ではないのであろう。

年代推定の資料としては、床面出土の数点の土師器がある。

(遣 物)

宣 土師器(第17-2図・ 1 ・2) 第12表

分類 

土幸 特 写の 塞 問 国 番 号 

調 整 

終 高 = 径 底 径 

備 考 」I緯∴部 休部 上手 休部下草 碇∴∴∴部 

「人】面 外 面 両 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外∴面 

梁 

刷 でi喜 
聞出うのち 櫛ナチ 

32,8 17,5 了.0 

子 3 

刷エロのち 横ナテ(?) 別で目のち 胤ナチ 
制i裏 目 捌 亡∴= 大∴∴∴失 大∴∴∴失 夫∴∴∴失 矢∴∴失 )6.6 10.3 6、・1 

埠 ①音㊧l 1 ヘラミカキ へラミサキi.) へラミグキ へラミサキ ヘラミガキ 
へラケズi) ヘラミカキ 

へラミガキ 
へラケア:if高 へラミガキ 

1∴録 1 1くら3 

高雄 ①音 2 夫∴∴∴失 欠∴∴∴人 人∴∴∴果 天∴∴∴失 ヘラミグキ へラミサキ 
櫨+二つ、航= へう二子を、ふうI十 ヘラミガキ 樹ナチ 

4.了 14.0 

Bi15竪穴住居跡(第18図・第13表)

遺跡敷地中央部やや西寄りの地点で、既述の燃失家屋BhO9の左隣に検出した。後述のように

本例も焼失家屋である。

他の遺構との重複関係も、遺構内での増改築の事実もともに認められず、単一の遺構である。

床面上に大量の炭化材が遺存しているので、本住居は火災により廃絶を、その後も同一場所で

の復興・新築はなかったと見放しうる。そのために遺構・遺物の保存状態が一面ではかえって

良好なものになっているといえる。

遺構の平面形は、四隅にやや丸味を帯びた長方形をなし、その規模は、東西4.2mX南北4.5

m、床面積18.90m2程になる。住居の中軸線(北壁の中央にあるカマトの中心と南壁の中点を結

ぶ線)は磁北から約605’西に振れている。
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ー今泉追跡一

道構内に堪接した上層は大別して二層からなる。

第1層 黒褐色シルト質土層。やや硬質でしまりがあり、乾燥するとクラックが入る。黄橙

色シルト質土塊が小斑状に混入する覆土の大半を占める。

第2層 茶褐色乃至暗赤褐色シルト質土層。第1層に比しやや軟質で、黄橙色シルト質土塊

の混入も密になる。炭化物・土器片等が混入する。床面・炭化材等に密着してその上層に堆積

している。

床面の状況は傾斜も殆どみられず、ほぼ平坦である。炭化材・遺物等は床面上に密着して遺

存している。床面は全体的にはあまり焼けておらず、部分的な焼土の集積が見られる程度であ

る。壁の残存状況も良好で、ほぼ垂直に立ち上がり、壁高は40-45cm程度であろう。床面上に

は4個のピットと3個の礫の分布が見られるのみである。

4個のピントはほぼ円形をなし、その平均径20cm ・平均の深さ25へ30cmであり、対角線上に

正確にのろ位置関係にある。したがってこれら4個は主柱穴と見徹してよいものと思おれる。

尚掘り方と柱あたりの区別はつけられなかった。また柱穴中には柱脚の残矢筈は検出されず、

黒褐色の有機質土のみが認められた。既述のBhO9とともにこの点に多少の疑問が残る。それは

柱脚が遺存しないことの解釈である。即ち自然に腐敗してしまったので遺存していないのか、

あるいは火災後に人為的に抜き取られたために遺存しないのか、という問題である。調査時の

観察によると主柱穴の周囲には特別な異常は認められなかったし、とくにBhO9における整然と

した炭化材の遺存配置などからすると前者の解釈がより妥当なものだとは思えるのであるが。

最後にすべての柱穴底面に数個の礫がみられたが、これはBi24例におけると同様に、柱脚を支

える一種の礎盤的な役割をになうものとも考えられる。

カマドは北壁の中央に構築される。その構造は他の多くの例に共通する点が多い。焚口部の

礫は左袖部のものしか残存していないがやはりこれも「門の字」状をなしていたのであろう。

焚口間口60cm.高さ30cm、本体部奥行90cm程にt,なろう。本例は煙道部・煙出し部も備えてい

る。今泉遺跡としては、比較的長めのそれらを有する。カマド燃焼部底が北壁と接続する部分

が傾斜をもって一段高くなり、そのレベルが煙道部底面となる。そのままほぼ水平に北へ110cm

程延び、末端部に径20cm.深さ30cmの円形ピットを穿ち、煙出し部としたもののようである。

後述のCb24に共通する構造である。カマド燃焼部には土師器喪が横倒しの状態で位置し、同じ

く燃焼部底には礫がうめ込まれ、支脚として用いられたもののようである。

床面上にはその他の遺構は検出できなかったが、大量の炭化材と若干の焼土集積部分が遺存

していた。炭化材の量の多大と焼土の存在かち、本例を焼失家屋の可能性があると判断し、既

にそのような説明を加えてきた。これらの炭化材はすべて床面上に単にのろだけの状態にあり、

床面上・壁直下に直立していたことをうかがおせる証左は、何も存在しなかった。また壁に治
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って垂直に立った状態にあったことをうかがねせる資料も存在しなかった。したがってこれら

は柱材や壁関連の材ではなく屋根関連の材と見傲すべきと思おれる。その道右配置をみると、

既述のBhO9例に比し非常に乱雑で、火災後の人為的な撹乱をすら推定せしめるものがある。も

しもそれが無かったと仮毒した場合には、これらの配置の特徴は、住居の中心から放射状にな

っているとすることができよう。とすると、その屋根の構造はBhO9において推定した「切妻」

的なものとは大きく異なることになろう。調査結果から得た資料では以上の二様の解釈が可能

になることだけを掲げておく。

遺構の年代推定の手掛りとなしうるものは、カマド中・ガマド周辺出土の土師器類がある。

(遺 物)

I 土師器(第18-2・3図・1へ7)第13表

分類 

土平 謹 号の 実 測 図 番 号 

調 整 

港 南 [」 径 虞 径 

備 考 口 緑∴部 休部土牛 休部下草 底音∴∴∴部 

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

薮 

刷毛目〈?) へラケズil 

② 4 横 ナ チ 械 ナ チ 刷 毛 目 刷 七 日 
制七日のち ナチツケ へラケズリ○○ へラミガキ 

刷 毛〇 日 20.3 16.2 6.6 

③ 1 横 ナ チ 頗 ナ チ 削 七 日 刷 毛 目 規i七 日 刷l毛 呂 刷 毛 目 ミ ガ キ 22、2 20.6 7.6 

④ 3 横 ナ チ 惜 ナ チ 朋 も 目 
刷毛目 (のちへラ十千年 

刷 も 目 
朋七日 (のろへラ十千年 

ナチツケ 
ミガキ ○○ナチ 

25.1 15.6 8.6 

⑤ 2 ヘラナチ 揃 ナ チ ヘラナチ ヘラミガキ ヘラナチ 
即し=ので, ヘラ三言ケキ ヘラナチと ナチツケ 

ミ ガ キ 30.5 17.5 7.2 

6 俄 ナ チ 械ナチ〈?〉 
刷も臼のち ヘラミガキ 刷毛田 へラケズi) 

13 15-16 7〈?〉 

壷 (D 5 横 ナ チ 
刷七日のち 惜ナチ 刷毛目のち ヘラミガキ 

刷 も 目 
朋も目のち ヘラミガキ 

ヘラミガキ 久 夫 欠 芙 14.0 

埠 

水 娩狼 須忠器 

ミ ガ キ 横 ナ チ ミ ガ キ へラミガキ〈?〉 

7 
ヘラケズり 刷七日 

6.2 8 6.4 
小型鉢 又は碗 

高雄 
ナデか ミガキ(7) 

ミ ガ キ 

航 
i i 

刷 も 目 ヘラケズi) 
i 

Bi24竪穴住居跡(第19図・第14表)

遺跡敷地西北綾部に検出した。段丘崖にほど近い平坦面である。他の遺構との重複関係も、

遺構内での増改築もいずれも認められず単一の遺構である。遺構の保存状態は非常に良好であ

る。

遺構の平面形は大略正方形に近いが、四隅に丸味をもち、また各壁の中央部が外方に張り出

すように弧状のカーブをもつ。全体的に丸味が印象づけられる。その規模は東西4.3mX南北

4.3m、床面積18.49mZ程度となる。住居中軸線の方向(北壁中央のカマ卜の中心部と南壁の中

点とを結ぶ線)は、磁北から約20e西に振れている。

遺構内に堆積した上層は非常に単純であり大別して二層となる。
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第I8-2図 B庸竪穴住居跡出土遺物実測図
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第1層 暗褐色シルト質土層・黒色味が強い。大型の黄橙色シルト質土塊が毘入。覆土の大

半を占める。

第2層 黄橙色シルト質土と褐色シルト質土の泥土。床面に接して、部分的にみられるのみ。

生活の何らかの痕跡であろうが、貼床ではない。

床面には傾斜もみられず、全体的にほぼ平坦である。壁の遺存状態も良好で、ほぼ垂直に立

ち上がり、壁高は30cm前後である。床面上には大小10個のピット掘り込み類がある。

それらの中で、少なくとも主柱穴と見徹しうるのは、正確に対角線上に位置する大形の4個

であろう。これらは今泉遺跡中で最良の資料といえ、掘り方と柱あたり、さらにおそらくは柱

穴に伴うと見放しうる礫の三者が、明白なセットをなしていることを看取できる。

掘り方はほぼ円形をなし、その径約60cm-70cm.柱あたりと思おれるものは楕円形ないし長

方形をなし、長径20cm.短径15cm.深さ30cm程度を測る。

東北隅の掘り方覆土に礫がみられるが、これらはおそらく柱を周囲から圧して固定するため

のものと考えられる。また西北隅のものの柱あたり部の床面にも礫が見られるが、これには柱

端部を支える礎板的な役割を想定しうると思おれる。

主柱穴は以上であろうが、他に床面中央部にほぼ南北に一列にならふピット列がみられる。

これらはすべてが深いおけではないが、その配置からみて住居の構造に関連する何らかの意味

をもつものかもしれない。
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5.隷色味の強い蹄的色シルトfli上

大型の黄楊色シルト質上境が混在

6.箪憾色シルト的上と測包シルト質士の混土の盛り上り

3
トD’

1.暗褐色シルト頂上 やや硬く、粘性は弱い。
規出立予、甜整色シルト質量二極を多娘に混入

2.黒色シルト質し∴∴硬質で、粘性は弱い。
白色微細地合l和こ混入し、秒っはい

3.時的色シルト質上1に似るが、娩珪立少なく、商憾色
シルト質草立が多い

第19- 1図 Bi24竪穴住居跡実測図 4・別〈カマド床)

カマトは北壁に正確に中央に構築される。左袖部が破損するなど多少遺存状況が悪い部分も

あるが、構造その他は他例に殆んど同一である。焚口部間口70cm ・高さ27c叩、本体部奥行80cm

程度である。本例には土中にそれと認められるような煙道部・煙出し部は検出できなかった。

床面上のその他の施設としては、カマド右隣の西北隅に径75e肌・深さ30c肌の掘り込みが穿た

れ、その上縁と内部に大小の土師器の薬が位置していた。これは貯蔵穴と見放してよいもので

あろう、これ以外の施設は認められない。

年代推定の資料としては、カマド中と貯蔵穴中から出土した土師器類があげられる。

(遺 物)

I 土師器(第19-2図・ lへ4) 第14表

分類 

土∴年 嵩の鴇 号上 
番実 刑 与凶 

調 整 

器 商 口 径 底 径 

備∴考 山∴練∴部 休部士半 休部下草 低∴∴∴部 

困∴由 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

裳 

① 2 樹 ナ テ’ 椰 ナ テ 酬∴青 白 刷 でI】 刑∴も しI 

側も日のち へラミサキ 
刷∴七 日 木 葉す 

② 4 へラ三かキ 
刑千日のら 横ナチ 

∴ 
ヘラミサキ 

刑与 へーフ のち )ケキ 

ヘラこかキ ヘラミガキ 木薬療 

④ l 峨 ナ テ 
i即し=∴、左 横ナチ 

】胡 

「†∵口上 ミカキ 榔亡iiのち ヘラミ:ケキ 刑事 へーフ のち かキ 

軌音主 
捌音 も 田 木 葉痕 

③ 3 酬音 しiう 
刷口上構十二 へう三だキ 刑エロのち 凧十テ 

胡音 七 日 
刑を11のち ヘラ十テ 刑七日のち ヘラミガキ 

ヘラナチ 木葉療〈?〉 
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第I9-2図 Bi24竪穴住居跡出土遺物実測図
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丁A′

第20- i図 CaO9竪穴住居跡実測図

上 勲㈹色シルト紳士

I鮮ぐで、粘性あり、

タラノクが入る

2.暗榔色シルト質上

やや硬質で、粘性あ

り、課的色土中に蹄

畑色上が塊状(こ入る

3.娩上

4.貰憾色椙上質シルト

(塞鰹)

0 1
2m

CaO9竪穴住居跡様遺構(第20図)

遺跡敷地中央部南端近くで、前述のBhO9の南方に検出した。

東南隅で後世の掘I)込みと重複しているが遣構内での増改築の事実は認められない。

前記の後世の掘I〉込みの振り出し部を除いた遺構の平面形は、大略長方形に近く、その規模

は東西4.1m(推定)×南北3.7m(推定)、味面積15.17m当推定)程となろう。

遺構内に堆積した土層は大別して二層からなる。

第1層 黒褐色シル上質土層。この雅のものとしては珍らしく軟質で粘性もある。やはI)乾

煤すると大きくクラックが入る。猫土の大半を占める。

第2層 暗褐色シルト質土層。やや硬質となるが、粘性もややある。黒褐色土塊が小斑状に

混入する。遺構北半の中央部にのみ部分的に分布する。

原曲は傾斜もなくほぼ平即である。壁の遺存状態は不良で、傾斜をもって立ち上がり、壁高

は一応18-20em程である。床面士には6個のビットと数個の礫、焼土が見られる。

それらのうち明らかに柱穴と見放しうるものは存在しない。

カマ卜と見放しうるものもやはI)存在しないが、床面中央部に椎円形の焼土集積部分があり、

あるいはこれが炉的な機能を果したのかもしれない。床面士の礫は性格不明であり、その他の

施設は存在しない。

年代推定の資料となしうるものは床面士からは全く検出されなかった。かすかに薇土中から
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第20- 2図 CaO9竪穴住居跡桟道橋田土遺物実測図

縄文式土器(晩期)の細片と、ロクロ成形と思おれる土師器の細片を得たのみである。

以上のように、本遺構は積極的に竪穴住居跡と主張することは、少しく路賭せざるを得ず、

標記のような遺構名を冠した次第である。しいて年代を推定すれば、捜土中出土の遺物とAi62

の如きカマトをもたない遺構の年代とを勘案して少なくとも奈良時代までは遡らず、平安時代

以降に属する可能性があるとのみいっておく。

(遺 物)

打劃された偏平摸(第20-2図1 ・ 2) ;覆土出土であるが参考までに掲げた。他の例と同

様に偏平な円礫の周縁と片面を研磨し、それぞれをうすくまたは平らにしたものを、半割ない

し四分割したもの。したがって片面はフラット、片面はカーブすることとなる。用途、年代と

もに不明である。

Ca18竪穴住居跡(第21図・第15表)

遺跡敷地西南端近くで、既述の焼失家屋Bi15の南壁にほぼ壁を接して検出した。

既述のとおI)Bi15とは非常に近接はしているが重複はしておらず、また遺構内での増改築の

事実も認められず、単一の遺構である。ただしその割には、カマド以外の遺構各部の遺存状態

は良好とはいえない。

遺構の平面形は、南壁の中央付近を調査時にやや掘りすぎてしまった点、さらに各壁が心

もちカーブする点を除けば、大略正方形に近い。その規模は東西4,1mX南北4.15m、床面積

17.015m程になる。住居中軸線の方向(東壁のほぼ中央に取りつけられたカマトの中心と、西

壁の中点とを結ぶ線)は、磁北から69o15’東へ振れている。これら今泉遺跡内で検出した竪穴住
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第2トi図 Cai8竪穴住居跡実測図
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1.臨場色シルト質I:。硬質でしまりあり、やや粘性あり

焼上枇・炭化物粒、爵俄色シルト頂上槻混入

2.流憾色シルト。操のくずれか

3.線色シルト7ii上。しまりあり、根上檀・炭化物胞を混入

4. ㈹色シルト預I二。しまりをく事柄で

5.根上

6.黒色シルト頂上。しまりなし。琉憾色シルト椎が混入

7. 6に似るが枝上助も混入

8.琉憾色シルト王でI二 〈塞鰹)

居跡の中で、本例のみがカマトを東壁に有することに起因する。

遺構内に堆積した土層は非常に単純で、大略二層からなる。

第l層 暗褐色シルト質土層。硬質でしまりがあるが、粘性もややある。乾燥するとクラッ

クが大きく入る。各遺構にもっとも普遍的にみられる土層である。焼土粒・炭化物粒・黄橙色

シルト質土塊等が混入する。

第2層 黄橙色シル上質土層。やや汚れており、しまりもあまりない、部分的に壁際にみら

れるのみなので、壁の崩土であろう。

床面には傾斜は殆んどみられず平坦に近い。壁の残存状況は良好で、ほぼ垂直に立ち上がり、

壁高は約24cmを測る。床面上には大小10個のど、ノト・掘り込み類、数個の礫等がみられる。

10個のピット、掘り込み頬のうち、明確に主柱穴と見放しうるものは残念ながらない。しか
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ー 今泉追跡鵜

し、西北隅・東南隅のそれぞれに多少その可能性があり、さらにひいき目にみれば、東南隅の

長方形に近いものと、西南隅のやや大きめであるが不整形のものにもその可能性があろうか。

いずれにせよ。本遺構では、他の多くの例におけるようなきちんとした配置をなすようなピッ

トは存在しない。前記4個の平均径25cm.平均の深さ20cm程度にもなるであろうか。掘り方・

柱あたりの区別はできなかった。

カマドが例外的に東壁中央に構築されたことについては既に述べた。構築位置は全く異なる

が、しかしその他の構築法等の特徴は、共通性が強い。とくに焚口部の「門の字」状の礫の遺

存状態は非常に良好で、最良の部類に属する。焚口部間口76cm.高さ20cm、本体部奥行70cm程

となる。本例には煙道部も煙出し部も備おっている。燃焼部底が北壁と連結する部分が10cm程

高くなI) 、そこからが煙道部の底面となる。煙道部はそのまま北へ50cm延び、その先は径20cmの

煙出し部となる。煙道部と煙出し部はトンネル状に連結している。これは今泉遺跡においては、

それと明確に認められか佐一の例である。煙出し部の底面には、特別な施設は認められない。

床面上のその他の施設としては、まず東南隅の径50cm.深さ20cmの掘り込みがあげられる。

これはカマトの右隣という位置関係からしても、貯蔵穴と見放されてよいものであろう。この

他に床面上に礫が数個認められたが、これらにはその用途を推定させるに足る積極的証拠を見

出し得なかった。

年代推定の資料としては、カマド中・カマド両側に検出した土師器群があげられる。

(遺 物)

I 土師器(第2l-2図・ 1-7) 第15表

分類 

上平 謹 号の 実 刑 図 番 号 

調 濫 

嵩 高 しI 径 庫 径 

備 考 □ 緻∴部 休部 上半 体部下半 底∴∴∴郎 

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

薮 

① 4 へラミガキ 
刷宅田のち 撒十干の緋鳳 

ヘラミグキ ヘラ三かキ ヘラミガキ ヘラミガキ 矢∴∴臆失 矢∴∴∴失 18.0 

⑤ 7 横ナチ〈?) 
捌七日のち 俄十テ 捌七日のち ヘラナテ 

刷∴七 日 刷 と∴日 刺 し∴目 
へラケズり 木葉撮 

30工 2(主5 l 

⑥ 5 
榔七日のち 横ナチ 馴七日のち 惜ナチ 

ヘラナナ 刑∴亡1う 刑 L∴目 捌 t fl 勘i〔:‖ 木 葉痕 19.4 16.4 6,了 

⑦ 3 ヘラミガキ 
刷七山のち ヘラ横ナチ 

ヘラミガキ 
田口」口のち 刑亡喜iのち 柳川し口のち 

ヘラ三かキ 
ヘラミガキ 

12言う 16.し) 6言 
ヘフミカキ ヘフナT へフミカキ 木 魚痕 

埠 

② 1 ヘラミグキ へラミカキ(?〉 ヘラ三かキ ヘラミガキ ヘラ三かキ へラミサキ ヘラミ方キ へラミガキ 5,1 16.5 〈国子1= 

③ 2 へラミグキ 倣 ナ テ ヘラミウキ 
へラナチ 0「へう十ブリ 

ヘラミガキ 
へラ十テ n子へうケア音l へラミガキ 十テツケ 

へラケズi八つ) 4,1 9吊 4.1 〈
り∴?) 

甑 

④ 6 
へラミガキ○○ へラ十干上) 

械ナテ(り) 
ヘラミサキ ヘラ十干 

ヘラケズり(?) 
ヘラミウキ へラ十干 

へラ十テくつ) 1了.0 1了,6 了.6 

朋ナテくり〉 撒 ナ チ 梢ナチくつ) 
捌裏目 へラケズリ 

II 鉄 器

刀子形製品(同8) ;捜土出土であるがおそらく刀子であろう。刃部と思おれる部分の断面

形は偏平で、柄にさし込むと思おれる部分のそれは方形でかつ中空である。

III 打劃された偏平磯(同9) ;これも覆土出土である。特徴は既述のCaO9のそれに同じである。
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第2I-2図 Ca18竪穴住居跡出土遺物実測図
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ー 今泉遺跡-

Cb24竪穴住居跡(第22図・第16表)

遺跡敷地西南端に検出した。

他の遺構との重複関係も、遺構内での増改築の事実もともに認められず、単-の遺構である。

ただし、南壁と西壁の大部分が農業用水路のために破壊され、不明となってしまっている。そ

の他の遺構・遺物の遺存状態もあまり良好とはいえず、全体的に保存不良といれざるを得ない。

遺構の平面形は大略やや長方形がかった正方形をなし、その規模は東西5.2m (推定) ×南北

5.5m(推定)、床面積28.60m2(推定)程になろう。住居中軸線の方向(北壁中央に取りつけられ

たカマドの中心と、推定される南壁の中点を結ぶ線)は、磁北から約900西に振れる。

C’

第22- I図 Cb24竪穴住居跡実測図

1.茶的色シルト貨土。やや硬質、粘性あり。簸上輝度人。一部に 8.照褐色シルト質と。軟質、粘性あり

黄倍色シルト塊混入 9.黒褐色シルト貿士。 12より粗く碩いが粘性もややあり

2.茶褐色シルト質土。やや硬貨、粘性あり。凍土、炭化物粒混入、 10.黒色粘土質土。軟く粘性あり

1より暗い 11.謡惟色粘土質シルト(基盤)

3.焼上 12.昨萩色粘土質シルト。カマド柚

4.暗褐色シルト好土。かたいがやや粘性あり。炭化物混入 13.約色シルト賞と。かたく、粘性無し。焼土煙混入

5.黄褐色シルト貰土。軟質で粘性あり 14.褐色シルト頭上。 13より黒味強し、かたく粘性標し。焼上枇混入

6.昭的色シルト将士。やや碩いが、粘性もあり。諦観色シルト塊 15.赤褐色シルト貨と。硬いが、やや椎性あり

浪人 16.赤褐色シルト質土。 15より隷っくれ、。軟質で、粘性あり

7.赤褐色シル上質l二。軟質で粘性あり。桟土塊・炭化物粒混入 17.脚色シルト敬子。 14に似る

-
85
-



一 今泉遺跡一

道構内に推接した土層は大別して二層からなる。

第1層 暗褐色シルト質土層。やや硬質ではあるが粘性もややある。乾燥するとクラックが

大きく入る。黄橙色シルト質土塊が混入。

第2層 黒褐色シルト質土層。しまりがあるが粘性もかなり出てくる。農業用水路等の影響

かと思おれる。

床面は中央部がやや高く、南方が低くなり多少の傾斜面をもつ。壁は残存部では垂直に近く

立ち上がり、壁高は約40cmとなる。床面上に5個のピソトと散在する礫群がみられる。

5個のピントのうち、大略対角線上にのろ位置関係を保つ4個が、あるいは主柱穴と見放さ

れてよいものかもしれない。それらの平均径20c肌・平均の深さ32cm・掘り方と柱あたりの区別

はなしえなかった。

カマ卜は北壁の中央に構築される。構築法その他は多くの例に共通する。焚口部も礫も残存

する。焚口部間口60cm.高さ30cm、本体部奥行80-85cm程である。本例にはBi15のようなやや

長めの煙道部と煙出し部が備おっている。燃焼部底が北壁と接続する部分が傾斜をもって高く

なり、そこからが煙道部底となり、それが徐々に浅くなりながら北へ1m延び、その端部に径20

cm・深さ30cm程の円形ピソトが穿たれ、そこが煙出し部となるもようである。煙出し部底面は

煙道部底よりも深くなる。

床面上にはその他の特別な施設は認められない。床面上に散在する礫も性格不明である。

年代推定の資料としては、カマド周辺から出土した若干量の土師器と須恵器破片類がある。

(遺 物)

I 土師器(第22-2図・ 1-4) 第16表

分類 

土中 輩 号の 実 測 図 番 号 

調 整 

器 高 口 径 虞 径 

備 考 口 綾∴那 休部十字 休部下半 底 部 

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 

萩 ① 3 様 ナ チ 梯 ナ チ 削 七〇 日 
ヘラミガキ 又はへラナチ 

ヘラミガキ 
ヘラミガキ 又はへラナチ 

ヘラミガキ 木薬療 

③ 4 ヘラミガキ 
刷毛日のち 別も日のち 刑七日のち 刷毛日のち 朋七日のち へラミガキな 水薬振 守y ヘラこかキ ヘラミサキ ヘラ三かキ ヘラミガキ ヘラミガキ いしナチツケ 

雄 

⑤ 2 ヘラミガキ(?) 
削雪目のち 一輔ナチ 

ヘラミガキ 
朋も田のち横 ナチかミサキ 

へラミガキ ヘラミサキ(?〉 へラミガキ(1) 朋音 も 目 

⑤ l ヘラミガキ 
揃ナチか ヘラミガキ 

ヘラミサキ ヘラミガキ ヘラケズi′ へラミガキ(?) ヘラケズり 

II 須恵器

壷(同5) ;破片ではあるが床面出土。おそらく楽聖であろう。外面に不鮮明ながら叩き目

内面に所謂「青海波」文類似のものがみられる。外面には一部に施紬ともみえる灰緑色の部分

がある。
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2理功

」⊥」」l 』 l =l
O 5 10 cm

第22- 2図 Cb24竪穴住居跡出土遺物実測図
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ー 今泉追跡一

IⅡ 考察とまとめ

遺 構 要 約

本遺跡出土の遺構(竪穴住居跡)をまとめると第17表のようになる。これをもとに若干の項

目についてまとめておく。平安時代以外のものを中心として述べる。

(1)規模と平面形=これらをグラフにすると第23図のようになる。即ち平面形態は、 (イ)南北

に長い長方形、 (ロ)東西に長い長方形、い正方形にそれぞれ近いものの3租があるが、前二者は

変異の中に収まるものと考えられ、基本形は最後者である。規模は、 ①3.5m前後、 ②4-4.5

m前後、 ③4.6へ5.2m前④6m以上の4柾があI)、最後者は最も少数であI〉、他の三者が主体

をなす。

(2)住居主軸方向の磁北からの振れ=これをグラフにしたものが第24図である。これによる

と、 (Dその振れが10O未満のもの5 、 ②120-140未満のもの6 、 ③20O-30Oのもの7 、 ④40O-50O

/二二----∵了--一一‾‾‾‾‾--、

壷’’ 書写
〕三二_〇〇〇____∴_.・′

l」)

_--∠---十〇〇〇→

B字詰′.Cb:4

・’B里
く・BdO3

/一-‾Bi24享Ai65新二‾二二
ヽ

イc。09 BfO9

ザg争2旧

’王晋15 ∴、、、、

∴-完富8
-、子____、-、__

一′写C71斯くここ請i・

少く聖聖二ノ’
削り

●Bd12新

(2〉

(3)

3 3.5 4 4.5 5 5・5 6 6.5 7 7,5 8

第23図 竪穴住居跡平面形・規模グラフ
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A 油 - 

N 

遺構名 振 れ 床面積 

⑤ 

Ai65(斯) Ai65(旧) Bc71(旧) Bi15 

100未満 

20.25 り 11.56 18.90 

① Cb24 28.60 

霊†器新・旧 

Ai62 Bf15 BfO9 Bg62(斬) Bg62(旧) BhO9 

120へ140 

17.39 15.99 46.72 23.46 18.49 
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l 
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(Ca18) 16.81 
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\
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ヽ\\、、 

Bd59 Bc53 40.30 25.00 

Ca 

\l ヽl 
ヽ

l 

\ 

ヾ 

s
第24図 竪穴住居跡主軸方向の 

磁北からのふれ 一覧 

のもの3の形で存在する。これらは前二者対後二者と整理することもできよう。

(3)柱穴に於げろ柱あたりと掘り方の有無=良好な資料は少数であるが、明瞭に両者を区別

できる例(Bi24住)も存在することからすると、その類例はより多く存在する可能性がある。

また柱穴際に礫(人頭大以上)を配す例もある(Bi24)。更に別に触れてあるように、掘り方中

に分割した板状礫をもたたき込む例もあり、柱穴構築法については更に注意されてよい。

(4)竪穴自体の 当屠り方、、の存在=これも確認したのはBhO9住のみであるが、そのような問

題意識を持って調査すれば、更に類例は増えたことであろう。

(5)上屋構造=BhO9住の炭化材の通有状況からして、骨格をなす材(垂木的なもの)が肋骨

状をなすものが存在したことは確実である。

(6)煙道の構築方法二現時点に於いて明白な痕跡を示すものと、そうでないものの二種があ

る。カマド本体の構築法に強い斉一件を看取できるのに比し、極めて対照的である。煙道構築

法が確立・安定しない時期であるとも考えられる。ちなみにカマド自体は水沢市面塚遺跡に於

いて既に6世紀代に出現し、煙道を有するカマドは同膳性に於いて本土器群に先行すると思お

れる段階に於いて出現している。カマド他の構築法にはこの他にも各種の変遷がある。

鵜
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一 合泉追跡-

」,・′

圏
圏

〔凡 例〕

※ー(仮称)後半期
- (仮称)前半期

.▲。A。A
- 不 明

○∴∴A∴∴a

I∴ iゝ∴∴A

ー 平安時代

(7)遺構の時期区分=膳性遺跡に於ける知見を援用すると、遺構の時間差は“竪穴住居主軸

方向の磁北からの振れ、、に最も良く反映されるらしい。それは、より古期のもの程磁北に一致

するが、ほぼ近いものが多く、新期のもの種菌に振れる。というものである。もちろんそれは

あくまでも 当頃向性。であり、例外も少数存在するのは当然である。それと、別・に触れた遺物

の検討結果からすると、以下の二大別が可能である。 (第25図)

(a)仮称前半期 Ai65(旧).Bc7l.BdO3.BfO9.Bf53.Bg62.BhO9.Bi15.Cb24の各住居

跡。

(b)仮称後半期 Ai65(新).BbO6.Bc53.Bd59.Bi24.Bh71.Ca18の各住居跡。
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(a)が9棟、 (b)が7棟となる。これを(1)で述べた規模の点からみると、両期ともに1棟の④と、

それ以外の①へ(㊤との組み合れせからなることとなる。集落全域の発掘調査を行なっていない

現段階であり強弁は避けねばならないが、該期の集落の構成要素(竪穴住居の規模)に上記二

者がある可能性のみは指摘しておく。規模の差が何を反映しているかは検討課題として残る。

尚、仮称画期とも現段丘崖から南へ幅30mの帯状の地帯に住居が首なまれる。

(8)遺構の種類=調査域内には竪穴住居跡のみを検出し、その他のものはない。これは集落

内の場の使い分け(居住域と墓域など)が存在した可能性のあることの反映とともに、時代性

の反映をも想定すべきである。水沢地方に於いては平安時代から集落の構成要素が複雑化(大

瀧・井戸・掘立柱建物などが加おる)する。

(9)遺構の配置二既述の仮称二期相互の重複はみられない点が特徴的である。慎重に避けた

占地ともとれる現象である。その背景は不明である。

仮称二期内の遺構分布に瀬著な特徴は看取できない。

(10)本遺跡は奈良時代以前(7世紀-8世紀初)に集落が営なまれ、その後かなりの時間を

おいた平安時代に再度利用されている。より古い段階についていうと、後掲の編年試案のⅥ群

期単期の集落といえる。

水沢市周辺の集落遺跡の存続期間・状況にはいくつかの類型がある(第18表)。調査範囲その

他の種々の制約は承知の上で、あえて類型化を試みる。平安時代以前に利用が開始された集落

で、

(a)単期もしくは一定の中断期間をおき再度集落が営なまれるもの。

(b)複数期間にかたり継続的に首なまれるもの。

前者の細別は水沢市玉貴・今泉・脂性・高山・西大畑・面塚・金ヶ崎町上餅田であり、後者

のそれは束大畑・石田などである。この現象の背景のメカニズムは現状では不明であるが、農

業生産力の発展状況などが一つのモメントとして利用していた可能性もあろうし、 、、母村・

分村、、的な側面も考慮する必要があろう。立地諭的には、 (a)に掲げた諸遺跡(古墳時代一奈良

時代まで)が共通した立地を示している点に留意すべきであろう。更には、古墳時代集落の立

地は、弥生時代のそれに共通する事実もある。何れにしても今後の重要な検討課題である。

尚、仮称Ⅷ群期(あるいは痕跡的なあり方を示るものも含めるとⅧ-b群期の末)から造営

が開始される集落の数が極めて多い。この背景には律令政府の直接的支配権の進出という政治

的要素が作用したことは想像に難くないが、そのような変化のきざしが既にⅦ-b群期に発す

る点にも留意しか、。それは既に触れた如くに、占地の変化の開始期が、胆沢扇状地に於いて

はⅧ群期、和質用充域に於いてはⅧ-b群期になる、という点にも現れれている。

ー
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一 合泉追跡一

出土遺物とその考察

〔1〕土器について

(1)各器種の分類と特徴

1.縄文式土器 表土や遺構覆土中より、大桐A’式頼似の土器片少量を得た。何れも遺構と本

来的な共伴関係を示すものではない。本遺跡周辺に同期の遺跡が存在した可能性を示すもので

はあろう。その点から、縄文時代晩期末葉の遺跡と古代の遺跡が同一の占地をすることもあっ

た一資料となり、立地論的観点からする主題への一資料には成し得よう。

2.土師器 土師器は各遺構よI)豊富に出土しており、本遺跡出土遺物の主体をなす。器種

には聖・蝕・壷・埠・高杯・片口型・鉢型の7樋願がある。何れの器種も通常使用されている

概念を基準として分類したが、薮の-部には従来「壷」といかれることもあった休部球形のもの

も含ませ、拘二はかなり大型で浅いもの、深いもの(皿や椀といおれるものか)もー托させて

ある。

以下に各器種毎の分類を行なうが、各遺構出土のものを一括して扱い、その後に遺構毎の組

成を検討し、最後に緬年的位置を検討したい。それらの際に使用する器面調整の技法の用語は、

宮城県岩切鴻ノ巣遺跡の調査報告のそれを使用する。

吊:1 ) 岩切朽ノ菓追跡 宮城県文化財調査報告書35集 東北新幹線関係遺跡調査報吉事I

毒 薬は53点出土している。それらは、成形に於けるロクロの使用・不使用、ロ縁・肩部の

器形上の特徴から次の3類に大別できる。

A類 ロクロ不使用。口綾は外反し、肩部に顕著な段乃至種を有するもの。

B類 ロクロ不使用。口縁は外反し、肩部に段乃至桟を持たないもの。

C類 ロクロ使用。口緑が強く屈曲するもの。

以上の3類は、その他の特徴(最大径部位・休部形状・器体の大小・器面調整の技法上の特

徴等)からさらに細分でき、大略第19表のようになる。但しC類については、出土例も少なく

かなり均一な特徴を示すので、これ以上の細分は行なれない。

袈A頬 成形にロクロを使用しない。ロ緑は外反し、肩部に強い段を形成する。器体の大き

さ(器高)には以下の6種がある。

a. 15c↓m以下

b. 16へ20cm

c . 21へ24em

d. 25em周辺

-
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ロタロ・局部 器-∴∴∴彫 大きさくの 調 幣 実 刑 関 

A 

ロタロ不使用 肩部右投 

I 口線外反 長胴形 最大径 

a 15以下 b 16-20 C 21-24 

イ 刷/毛口 十 へラ削I) 圃同憂 
ヘラミガキ 

A-I-a‾ィ
か ぎ 

′ 

A-量 

d 

口 A-I-e-ロ 

25 e 26へ30 

音i 

刷 も 目 

覇王 
いい 

口 綾 
1

.…消雪 

f 

I .小品 

30以上 

圃菓闇翌 A-I-e-イ一個 

II 口絃外反 長胴形 最大径 音l 休部中央 

d 

イ 

e f 

ロ 

用A-量-トロ l 、翻

り宇 I 
川 口綾外皮 

d e f 

イ 

口 球胴 形 
A-II-d-ロ 

A-III-d-イ 

害し 
B 

ロタロ不使用 肩部森厳 

口線外反 

a b C 

イ 

喜 
一 

長胴形 最大径 音) 口縁 

l⊆ ・・B-C-イ 

喜劇鵬国書l看臆 
園漢削り器l看臆臆臆園 

I輸 耀

細B_f_イ ヾ I 

d e f 

口 

B-e-ロ 
一一一一一一一一一一一 

軍手腔
C ロクロ使用 

口縁屈曲 

I

I

I

完・ 

第I9表 窒 分 類 基 準
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e. 26へ30em

f. 30em以上

休部形状には、最大径の部位をも加味すると3種ある。

量.長胴形で、最大径が口縁のもの。

II.長胴形で、最大径が休部中央のもの。

III.球形をなし、最大径休部のもの。

器面調整の技法には2種ある。

イ.刷毛目調整の後に、内外両面乃至その何れかに箆削り・箆ミガキ・箆ナデ等を加える

もの。 (口緑は横ナチ)

ロ.口縁は内外両面とも横ナチ調整、休部には刷毛目調整(外面縦・斜位、内面横位が原

則)のみが施されるもの。

蛮B類 これもロクロ不使用。肩部に段あるいは積を持たず、口縁と肩部(休部上端)の区

別は器画調整技法により(口綾部は横ナデ調整)なされる。器形は口線外反の長胴形で、最大

径部位は口緑に一致。器体の大きさには前記のd ・ eの2種があり、器面調整の技法には前記

のイ・ロがある。

尚、 A ・ B類ともに底部はかなり突出した印象を与え、休部との区別は非常に明確に成し得

る。また、底部外面に木葉痕のあるものが多い。

楽C頬 成形にロクロ使用。恐らく長胴形をなし、口縁部は強く屈曲する。休部上半にはロ

クロ成形痕が、下半には縦方向の箆削り調整痕が顕著にみられる。底部は欠失しているが、恐

らくはあまり突出した感を与えない、 A・B間瀬に比しやや大きめの平底となるであろう。

甑 9点出土している。その器形を窺い得るものはすべて無慮式のものであるが、多孔式の

ものの破片も撞く少数出土している。口縁・肩部の器形上の特徴から以下の2類に分類できる。

A頬 口線外反し、肩部に顕著な段乃至積を形成するもの。

B類 口線外反し、肩部に段・榛を持たないもの。

以上は、器高により2類に分類される。

I.比較的小型(15へ17cm)

I工.比較的大聖(20em以上)

更に、休部下端の細孔の有無により2種類に分かれ、これらをまとめると第20表のようになる。

これらの器面調整の技法は、口縁には内外面とも横ナデ調整が施され、休部には刷毛目調整

の後内面に主に箆ナデ調整を加えて仕上げられる。

壷 7点出土している。口緑(口頭)部の器形上の特徴から2種に大別できる。

I類 口縁(口類)部が外反し、肩部に軽い段を持ち、球形の休部を有するもの。細頸壷的

-
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器 形 大きさ(ぐれ) 細 孔 実 測 図 

A 

口線外反 肩部右投 

I a 

15 -17 有 

禁書 A_。_。物 

種 

こ三一三 

B-I-a 

廿 20以上 b 短 

B 

日録外反 肩部無段 

I a 

縛 A- 

書棚幅謹 

皇用 I-a 

≡′ 
II b 

第20表 餉 分 類 基 準

頚部の特徴 頚部立ち上が) 休部 彬 実 測 図 

I 

細 瀬 壷 的 

長 い 

球 形 

臆臆患袈晴図書臆臆臆臆臆 
荘 遵患I嘗I上a 

II 

広 口 壷 的 

a 球 彬 三三ヨ漢へ 霞岳雪重量ヨ閉園臆臆臆臆臆 

長 い 小 型 
扇・

b 短い 

球

彫 小型 

普
断 II-b II-C 
i---一-●-, 

C 短い 

球

彫 大型 

第2I表 壷 分 類 基 準

大 き さ 口縁形状 脚部 ㌫: 実 刑 図 

I 

比較的大型 口径16em 
a 屯

口 

イ 右投 

あ ∵ 
II 

比較的大型 口径20ぐm 

内湾気味 

千言 I-A葛ローあII-B-b「イーあIl-C-b-イーい 
b 外傾 口 無段 

lヽ ∵ 

冊 
口

径 13e肌前後 

第22表 高 士不 分 類 基 準
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印象を与える。器面調整の技法には、器外面は刷毛目調整後箆ミガキを加え、内面で

は口縁(口頭)部横ナデ調整、休部箆ナデ調整などがある。

II類 口緑下半(ロ頸というべきか)が直立気味に立ち上がり、その上方が一旦外傾した後

再び直立気味になるもの。広口壷的な印象が強い。器体はほぼ球形をなすが、やや歪

で、横長の栴円形的なものが多い。

この類は口緑(口頭)部の細部の形状・器体の大小により、更に次の3種類に分類で

きる。これらをまとめると第21表のようになる。

a.前記の最後に立ち上がる部分が比較的長く、器体が小型のもの。

b.同じ部分が紅く、器体が小型のもの。

c.器高20em以上の大型品。

器面調整の技法は、休部外面では刷毛目調整後主に箆ミガキが加えちれ、口縁(口頭)

部には横ナデ調整が加えられる。内面もほぼ同様であり、刷毛目調整痕をそのまま残

すものは少ない。

杯19点出土している。杯は大別して2類になる。

A類 成形にロクロを使用しないもの。

B頬 成形にロクロを使用するもの。

以上は、休部の器形上の特徴等から更に細分できる(第23表)。尚、 A頬については、その底

部は例外的な一例を除いてすべて所謂「丸底風」であり、器内面には箆ミガキ・黒色処理が施

されている。また器外面の休部と底部の境界にはすべて段があり、その部位は器体のほぼ中央

かそれよりやや下位に限定されるのが適例で、下方に偏するものは一例だけである。更に、器

外面の段に対応する内面に軽いくびれがみられるのも通例である。従ってこれらは特徴として

はいちいち言及しない。

A類のI 休部が直口乃至内湾気味に立ち上がるもの。直上する度合が強いものと弱いもの

とがあるが一托した。

器面調整の技法には3種の組み合ねせがある。

a.休部横ナデ調整、底部箆削り調整

b.休部横ナデ調整、底部箆ミガキ調整。

c.体・底部とも箆ミガキ調整。

A類のII 休部外皮するもの。器外面の段の部位は前述の通り器中央からやや下位の所にあ

るが、一例のみが下端に近い部分にある。

器面調整の技法には、次の組み合れせがある。

a.休部横ナデ調整。底部箆削り調整。
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ロ タ ロ 休 部 特 徴 調∴繁 ・ 特 徴 実 測 図 

A ロタロ不使用 

I 直ロ ̃ 

a 休部ココナチ 

底部へラ削り 

A-I-C A-II-a ○○ A-III葛a 

b 休部ヨコナチ 底部へラミガキ 

内 湾∴気 味 

ぐ 筈封へラミカキ 

暮I 外皮気味 
a 休部ヨコナデ 底部へラ削り 

b ‡封へラミガキ 

川 外側気味 
a 休部ヨコナチ 底部へラ削り 

b 休部へラミガキ 底部へラ削I〉 

A-III-b 一〇一-‾‾」 

しi ‡告ラミカキ 

ー 

A-1II-C 

B ロクロ使用 

I 外皮気味 

a 

内面黒色処理 回転∴糸切 

II 

b 

黒色処理無し 回転音糸切 

- 

内 湾 気 味 
B-II-a B-I-b 

第23表 杯∴分 類 基 準
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b.体・底部ともに箆ミガキ調整。

A頬のIII 休部に湾曲がなく、直線的に外傾するもの。器外面の段の部位は器中央からやや

下位である。口径は、小は10emから大は27emまでと非常に変化に富む。

器面調整の技法には、以下の4頬の組み合ねせがある。

a ,休部横ナデ調整、底部箆削り調整。

b.休部箆ミガキ調整、底部錐削り調整。

c.体・底部ともに箆ミガキ調整。

d , (覆土出土でしかも例外的な一例であるが)外傾する休部と平底風の底部を持ち、器

中央からやや下位に段を有し、その段から底部に至るまでの部分に洗練によって斜格

子目状の施文を行なっているものである。つまりこの土器にあっては、口綾部・休部

・底部の3部位を指摘できることになる。器画調整技法には、ロ縁・底部ともに箆ミ

ガキが施される。尚、他の拘こ比し、胎土が精良で焼成も良好で硬いという特徴もあ

る。

B類 4点出土。成形にロクロ使用。器形上の特徴は体部外反であるが、その度合の強いも

のと弱いものがある。

技法との関連では、前者は回転糸切無調整、後者には回転糸切後の何らかの調整と内面黒色

処理が指摘できる。

高杯 脚部のみのものも含めてIl点出土。これらは器体の大小、杯部休部の器形上の特徴他

から3類に大別できる。 (P97第22表)

尚、脚のみのものを除いたすべての例に於いて、軍部内面には箆ミガキと黒色処理が施され、

軍部外面中央には段が形成されるが、これもいちいち言及することは避ける。

I頬 比較的大聖(口径16em前後、器高14em前後)で、ほぼ直上するかあるいはやや内湾気

味に直上する休部を有する。坪部外面の段に対応する部位にくびれを形成する。脚部上半は強

くは開かず、裾部に至って急激に外方に開き、ほぼ平坦に近くなる。

器面調整技法は、杯部外面上半には横ナチ調整後箆ミガキが、下半では刷毛目調整乃至箆ナ

デ様の調整を施した後に箆ミガキが行なおれる。脚部は、縦方面の箆ミガキや、鰹ミガキと同

時に多少粘土を掻き取ったがのような調整が行なねれたらしく、縦方向の併行する細長い凹み

がみられる。裾部には横ナデ調整がみられる。尚、一例のみだが、杯部外面全体と脚福部外面

に赤色の塗彩を施したものがある。

II類 I頬と同様に口径20cmを越える比較的大型のもので、休部が外傾し大きく直線的に開

く。 I頬と同様に、器外面の段に対応する器内面のくびれを有する。脚部の形状はI頬とは異

なり、脚上部に段を有し、 I類よI)も低い脚高を示し(4em)、脚部中央から裾広がりに開く。
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器面調整としては、埠部口綾部箆ミガキ調整、埠部休部横ナデ調整後箆ミガキ調整、脚部上

部(段まで)は箆ミガキ調整、段以下も箆ミガキ調整、裾部は横ナデ調整後篇ミガキ調整等が

みられる。

III類 口径13cm前後と比較的小型のもの。杯休部はII類よりも更に直線的に外傾し開く。脚

部上半は円筒状を呈し、中央よりやや下位に段を持ち、段以下が裾状に開く。尚脚上半の円筒

状の部分は大半に粘土が充填されており、 I ・ II類の脚部が中空をなすのに対し著しい相違を

示している。また、脚の投部は同時に裾部との接合部位でもある。

器面調整の技法としては、杯部器外面が口縁・休部ともに箆ミガキ調整が施されるが、段部

に沿って横ナデ調整の痕跡が残っているので、箆ミガキ調整の前に横ナデ調整が施された可能

性がある。

脚部上半は箆削り調整の後に箆ミガキ調整が施され、段以下の裾部には横ナチ調整が施され

る。脚部内面は、福部には外面と同様横ナデ調整が施され、それより上方の天井部ともいうべ

き部分には、刷毛目調整の後に箆ミガキ調整や箆による強いナナソケの調整が加えられる。

片口型 片口型の土師器は3点出土している。 2棟の竪穴住居跡からの出土しかみておち

ず、あるいはあまり普遍的な存在を示すものではないかもしれない。器形上の特徴から2類に

大別できる。

I類 球形に近い比較的高い器高を示し(13e肌前後)、やや内湾気味に直上する□縁を有する

鉢型土器の口縁の一部を外方に圧して片口(注口)部分を作り出したもの。口綾部と休部は、

その境界の段乃至稜によって区別し得る。底部形状は、饗のそれと同様にやや突出した感じの

平底であろうが、二例ともに剥落しており、詳細はねからない。但しその剥落の状況は、両者

ともにやや上方に画かってドーム状になっており(揚げ底風)、製作時の何らかの特別な技法を

示すものかもしれない。

器面調整の技法としては、器外面に於いては口綾部横ナデ調整後一部箆ナデ調整、休部に縦

方向の刷毛目調整後一部箆ナデ調整を実施しているものと、刷毛目調整後縦方向の箆ミガキ調

整を加えるもの等がある。器内面では、口綾部は外面同様横ナデ調整、体一底部には横方向の

刷毛目調整後横方向の箆ナデ調整が加えられる。

II類 器高3cm、口径8cm前後の浅い不様の土器の口縁の一部をIと同様に圧して片口(注

口)部分を作り出したもの。

器面調整の技法は、器外面では風化のため休部のそれの判定は不可能であるが、底面には箆

ミガキ調整が加えられている。器内面では、横方向の刷毛目調整が器壁に治って一段施される。

鉢 型 1点のみの出土。適当な名称を知らないので、一応鉢型と呼称しておく。(揚げた

実測図は破片からの図上復元であるので、休部の外傾の度合は必ずしも正確ではないであろう。
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もっと開いて器高が低くなるとしたならば、紙型の一部のものに類似してくるであろうが、一

応鉢型としておく。)底部は欠失して不明であるが、あまり大きくはならないと思おれる。

器面調整の技法としては、器外面では全面に縦・斜方向の刷毛目調整が施され、その後に口

唇直下のみに幅の狭い横ナデ調整が加えられている。器内面は、全面に横位の刷毛目調整が実

施される。

3.須恵器 須恵器は、竪穴住居跡から若干量が出土しているにすぎないので、本遺跡の遺

物の主体を構成するとは言い難い。しかし、少量ではあるがその出土状況は、ロクロ不使用段

階での土師器の中に於けるやや特異な存在として出土したり、あるいはロタロ使用が定着した

段階のセットのlつとして出土したりしているので、その持つ意義は大きい。

出土した器種は㈱饗と腿、器種不明のものの3種である。

㈱壷 口縁部の破片1個体分である。図上復元による推定口径は40cm前後、器厚は約1cmで

ある。外反する口縁の端部が肥厚し、そこが二段の段状に作り出されるが、その稜線はあまり

鋭角的ではなく丸味を有している。ロクロ成形時の集線の他には特に目立った調整痕は残して

いない。

地 BbO6竪穴住居跡の床面より出土したもの。 1点のみ。比較的小型ではあるが、胎土の

質・焼成ともに非常に良好で、緻密で硬い。色調は濃い灰色。口頚部は欠失しているが、恐ら

くはあまり高く(長く)ほならないであろう。丸底。

肩部にはロクロ成形痕たる細集線を留めるのみ。肩部直下から休部中央までに文様帯が区画

される。文様帯の上・下限は、その両側を沈線状に凹めることによって強調されている隆線状

のものによって区切られる。従って、上・下限ともに隆線状のものの両側には、工具でナデた

痕跡が顕著に残存している。文様帯内部には、櫛描波状文が施文されている。また上限の隆線

はそのまま注口周縁の隆帯へと連結する。体部下半から底部にかけては箆削り調整が入念に施

され、丸底に仕上げられる。

器種不明のもの 底部小破片であるので器種は判然としないが、恐らく、壷乃至それに類し

たものになると思おれる。 Bg62竪穴住居跡の床面よりの出土。休部中央に洗練が緩らされ、そ

の下にロクロ成形痕がみられ、体部下半には箆削りの痕跡が顕著にみられる。底面中央はへそ

状に凹んでいる。洗練に接続する部分が屈曲しているので、恐らくその部分が肩部となるので

あろう。

(詫2) 蝕の胎土には、色調が武色で焼成が良好にもかかおらず比較的もろいという共通性があり、またそ

の表面の別離の状況にも共通性がみられることから、あるいは紙用の特別な素地粘土の選択・使用

が行なおれた可能性がある。

(註3) 本類のII-Cとしたものと、萩のA-IIIとしたt,のの話形が極似するが、両者の区別は、荻A-III
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類の口縁形態が所謂「外反」であるのに対し、壷I暮-C頬のそれが前述したものであるところから

つけた。 II類は肩部に段を形成するが、丸底風のものはれ、。

(註4) 壷には器表面が膜状の剥離を示すものがあり、あるいは壷型土器の成形には、縄文式土器のそれに

もみられるような一種の化粧粘土(S=p)の使用乃至、特別な素地粘土の選択・使用が行なおれたの

かもしれない。

(註5) これらの調整は、調整を示すものとして言及されることの多い「回転箆削り」「手持ち箆削I)」等の

ものとはかなり違っているように思おれる。軽いナデといった感が強い。

尚、本類土器を土師器の何れに所属せしめるべきかについては、種々問題かあるが、ここでは器

面・須恵器の色調が所謂「〈すべ色」をしておらず肌色がかった褐色をしていること、器内面に黒

色処理・箆ミガキ等が施されていることをもって、一応土師器として取り扱った。

(2)遺構に於ける各類土器の共伴関係

以上(1)に於いては今泉遺跡出土の土器を器種毎に分類し、その特徴を説明したが、次にこれ

らの土器群が各遣構内でいかなる共伴関係を示すかを検討し、分類された土器がいかなる組み

合かせ・まとまりを持つかをみて行きたい。

今泉遺跡に於ける遺構は、その殆んどすべてを竪穴住居跡が占めることは既に述べたところ

である。従って本遺跡出土の土器群は、殆んどすべて竪穴住居跡出土のものということになる。

しかもその出土状況には、覆土からよりも床面上から出土したものが圧倒的に多いという特徴

がある。更に、床面上出土のものの多くが復元可能土器乃至完全土器であるという現象も顕著

である。つまり、それらはその本来的な位置に近い状態で発見されたと解し得る可能性が大き

い。極端な例では、喪がカマド中に据えられたまま検出されたり、薬の中へ甑が巌め込まれた

まま検出されたりしている。寧ろ窯にあっては、カマド中に据えられるか、あるいはカマド際

に置かれた状態で検出されるのが普通であったといえよう。その他の器種についても、大略ガ

マド周辺に集中して検出されることが多かった。但し、高杯や小型壷にあっては、カマ卜と反

対側の壁(今泉遺跡にあっては大部分南壁)の中央部に発見される例があったことを挙げてお

く。これは要するに、今泉遺跡の竪穴住居跡出土の土器群相互は本来的な其伴関係を有すると

見徹してよい根拠に成し得るのである。

第24表は、今泉遺跡の各竪穴住居跡出土土器の各器種毎の個体数と各遺構内に於けるそれぞ

れの組成比率の一覧である。分類規準は(1)で述べたものである。尚、当然のことながら、組成

比率については出土個体の絶対数がある程度以上なければその意味はないのであり、その点か

らはBd59とBg62の両竪穴住居跡の例が最も良好な資料といえ、 BhO9. Ca18. Bf53. Bi15の各

竪穴住居跡の例はそれに次ぐものといえよう。

以上の観点から第24表の結集を累積グラフ化したものが第26図である。前述の理由からBg62

.Bd59.BhO9.Bf53の各住居跡の結果のみを掲げたし、また成形にロクロを使用している土器

を主に出土する例の代表として、少量の出土ではあるがBd12竪穴住居跡の結果をも掲げた。
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以下にBg62. Bd59両住居跡の結果をやや詳しく検討する。 Bg62住居跡の器種毎組成比率は、

袈50%・甑15%・壷5%・杯15%・高十手5%・片口型5%・鉢型なし・須恵器(一個体と見放

して) 5%である。高杯の比率がやや低い忠があるが、その他についてはまずは妥当な線を示

しているのではないがと思おれる。

次にBd59住居跡のそれを示すと、袈50.3%・甑11.2%・壷なし・埠5.6%・高杯27.8%・片

口型5.6%・鉢型と須恵器なしである。壷と埠がかなり少ない点と聾の中型のものが不足してい

る点が異常に思おれるが、その他は妥当な比率を示しているのではないがと思おれる。

それにもかかおらず、この両者の組成比率(即ちグラフの線)にはかなりの頼似性を感じさ

せるものがある。そこで次にはその相異点を中心に、やや詳しく両者を比較して行きたい。

熟こ於いては、 Bg62住居跡(以下住居跡は省略し略号のみで表記する)では、すべて肩部右

投で無段のものは皆無、しかも器体の大きさがa-fまで万遍なく揃うのに対し、 Bd59では僅か

ながらも肩部無段のものが入ってくることなどが挙げられる。

甑に於いては、器形・大小・器面調整の技法ともに非常によく類似するが、 Bg62出土のすべ

てが体下端部の細孔を有するのに対し、 Bd59ではそれらが皆無の点に相異がある。

壷は両者とも非常に貧弱であり、 Bg62に小型丸底風のものが一例あるにすぎない。あるいは

壷が貧弱であるという事実に何らかの意味があるのかもしれない。

袈以上の大きな相異は、祐二於いてみられる。 Bg62例ではA- I -a頼、 A-II-a類がみら

れるのに対し、 Bd59に於いてはA-IIl-C頬がみられるのみである。換言すると、前者に於い

ては休部がやや内湾気味になるかあるいは外反する器形を有し、休部横ナデ・底部箆削りの調

整が行なおれるのに対し、後者に於いては外傾する休部を持ち、体・底部ともに箆ミガキが施

されることになる。

高的こついては、 Bg62ではIII類のみがみられ、 Bd59ではI.III類が共伴する。しかし、これ

はもともと高的ま絶対数の少ない器種とも考えられるので、前者にI頬が欠落していることが

直ちに本来的意味を持つかどうかは即断できないであろう。

片し]型と鉢型については、両者ともに普遍性を欠く傾巾があるので、前者がBd59に、後者が

Bg62に出土した事実のみを挙げておく。

以上が両者の近似点・相異点のあらましである。これらからすると、両者は非常に近似した

関係(生産活動的な側面)にあるが、埠・聖篭にみられる微妙な相異点から、やや時間的な相

異を内包するとしてよいのではか、がと恩耕しる。このことは、遺構配置の面からも領けよう。

つまり、この両膳穴住唐跡は今泉追跡に於いては最大級に属するものの2つであるが、空間的

にはほぼ南北に隣接している。従って、このような大規模な住居が2個同時に存在することは、

その他の竪穴住居跡との関係をも考慮するとかなり考えにくいと言えよう。
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次に土師器と須恵器の共伴関係についてみると、 BbO6.Bg62.Cb24.Bd12.Ai62に於いてそ

れらがみられる。但し、前三者と後二者では、その共伴関係の意味は根本的に異なる。それは

前三者に於いては須恵器魅・壷(? ・破片) ・襲(破片)等が例外的な存在としてロクロ不使用

の土師器に共伴するのに対して、後二者では須恵器の器種・量が増加し、しかも土師器にもロ

クロが使用されているのである。よって、前三者と後三者とは、その歴史的段階を明らかに異

にすると見放し得るのである。

(註6) 如上の器種による遺構内での分布の相異が何を示すのかは、充分に検討されてよい課題であろう。

そのような意味で、各遺構平面図中に土器の出土位置をも示しておいた。また、本遺跡に於ける土

器の出土状況がそのプライマリ-なものを示すことが多そうであるという現象の持つ意味は何か、

という問題についても充分に検討されるべき事項であろう。

(註7) 但し、この,勘こついては後者の例の中に体下端部を一部欠芙しているものがあるので、絶対的な相

異と見放せない可能性もあるにはある。

(註8) 但し、壷的な機能(一般に貯蔵といわれる)を果たす他の容器(例えば須恵器梁・壷等)を欠く事

実を考えると、あるいは襲A葛III類としたものにその機能を求められるかもしれない。 (袈A葛III

類を壷としなかった理由は既に述べた)。

(3)土器の器画調整技法の検討

以上の分類は器形上の特徴に、よりウェイトを置いたものであった。以下には土器の部位毎

に器面調整技法を観察し、前述の組成の分析結果との関連性を検討してみる。この場合、少な

くともBd12鯛とAi62の両者とそれ以外の竪穴住居跡との間には技術上決走的な違いがあるこ

ことは既述の通りであるので、以下の観察はロクロ不使用の遺物(特に土師器)を主体的に出

土する遺構にのみ限定して行なう。従って須恵器が出土するが、 BbO6.Bg62.Cb24も当然そ

の対象となる。

第25表がその一覧であるが、先と同様器種毎に検討する。

壷 肩部の有無の状況は、遺構によってまちまちである。有段のみ、有段・無段混在の例が

ある。

最大径部位は口縁に一致するものが基本であるが、休部中央にあるもの・球形の休部をなす

ものと共伴する例が多い。つまり、 I .II.IIIはセットをなすと考えられるのではないだろう

か。

器体の大小は①-⑥まで揃うのが基本形と考えられる。

器画調整技法は、口縁は内外ともに刷毛目調整の後横ナチ調整が行なおれる。例外としては、

口縁下半から段に至るまでの部分に鋸歯状の洗練文を施したものが一例ある。従って、口縁の

技法の項目は設けなかった。休部調整技法では、刷毛目調整のみのもの・刷毛目プラス箆ミガ
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壷 

□ 翫 那 肩∴∴部 底∴∴部 大小(口径) 
技 法 

しI 軌 Iし) 離 休 部 底 部 

①外 皮 ①石 段 ①幸二∴i珪 ①10em前後 

(Dナ チ ①ナ チ (Dナ デ ① ナ チ 

(∋ ミ ガキ (∋ ミ ガキ ② ミ ガキ 
(②ミガキ (⑦ケズリ 

⑧ 直ロー和琴 ②無・投 (∋丸底風 ②15e爪以上 ③ケ ズリ ③ケ ズI) ③ケ ズリ ④I馴i亡 日 

③刷 毛 目 ④刷 毛 目 ④刷 毛 目 ⑤ 水 薬 手長 

高 雄 

帝 都 脚 部 
備 考 

口 緑 口・休部境界 内面くびれ 中 央 部 脚高/弓手商 

①外 傾 ①有 段 ①有 ①)有 職 (Dl.5 内面黒色処理はすべてに 
213 みられる。破片は無視。 

②面 口 ②凍 段 ②無 ②無 段 
③1:4 

裂 

日 照 肩 部 最大径部位 大小(器高)e爪 技 法 細 孔 

(D外 皮 ①有 投 
①ロ 縁 (D15以下 (勢16-20 

④讐」墓‡ズ., 
①有 細孔の有無 

搬 ②休 部 
(D 21- 24 は甑につい 

②直 口 ②無 段 ③体 郎(球形) 
④

25 ⑤26-30 伍)30以下 

㊥別宅目主体 ②無 てのみ。 

埠 

日 録 口・体底部境界 境界の部位 内面くびれ 大小(口径)ぐ調 
技 法 

備 考 
休 部 底 部 内面黒色処理 

①外傾 
①右 投 

(D中 央 

① 有 

(丁)10 前 後 (Dナ デ (Dナ チ ※ 
※稀に帆色処 

②外反 
②薄墨 に)14-16 くす)18-20 重二)20-22 

②ミ ガキ 
(りミガキ (㊤ケズり 

①有 
理のないもの が存在するの 

(①直ロ ー内 

②無∴段 
∴ ③下
位 

② 無 
(主)24前後 色う27以上 ③ケ ズi) ④刷 も目 

②無 
で設定した。 

第25- I表 器面調整技法一覧表分類基準

キ・箆削り・箆ナデ調整のものが併存するのが常態らしい。

その他、特に顔料使用の事例などは皆無である。

粗 肩部有段のものと無段のものがあり、器体の比較的大きなものと小さなものがセットを

なすようである。器形・器面調整技法等共通点が多い。そのうちで顕著な相異は、一部疑問が

あるが、体下端部の細孔の有無であろう。

重 出土塁が少ないので限界がみえるが、遺構により器体の大小に相異があると考えること

ができよう。

器面調整の技法は、基本的には□縁(口頭)部横ナデ、肩部以下は刷毛目後箆ミガキの各調

整である。

杯 比較的相異点が多い。休部形態は①のみ、 ②のみ、 ①十②、 ①十③の組み合ねせ、 ③の

みがある。 ②と(りの組み合れせがないのが注目される。

体・底部境界の段の部位は、器体中央よりやや下位になるのか原則であり、例外は下か中央

方に偏した一例のみ。器体の大小は、一遇構内ではあまりばらつきがみられず、比較的類似し

た大きさのものになるといってよい。

器面調整の技法は、休部と底部のそれを組み合ねせて考える。技法の組み合ねせとしては、

① 休部横ナデ、底部箆削り

② 休部横ナデ、底部箆ミガキ

③ 休部横ナデ 底部刷毛目

- 110
-





ー 今泉追跡-

④ 休部箆ミガキ、底部箆ミガキ

⑤ 休部箆ミガキ、底部箆削り

の5種がある。これらの遺構内に於ける組み合ねせには、

⑧ ①のみ

⑤ ①十(② (①>②)

⑤ ③十① (③=(D)

⑥ ④のみ

(D ④十① (④=①)

(○ ⑤のみ

の6種類がある。これらから、各遺構を⑧・⑤を主にするものと、 ⑥・⑧・①的なものにまと

めることができそうである。

その他の技法、特に器内面の箆ミガキ・黒色処理は施されるのが原則であるし、くびれにつ

いても同様である。

文様は特に施されないのか原則であるが、斜格子目状の洗練文が施される一例が存在するこ

とには既に触れた。

高杯 器面調整の点からあらためて触れるべきことは特にないので、組み合ねせについての

み再述しておく。

① I ・Ⅲ頬共伴

② III類のみ

③ 工重頬のみ

であるが、 (Dの例が存在することは重要であろう。

片口型と鉢型のものについては、他の土師器とセットをなす一器種であることを指摘するに

留める。

須恵器

地 BbO6の床面から、壷II-C.J7A-III-C類に共伴した。

壷(?) Bg62の床面出土。破片のため正確な器種は不明。

壷(?) Cb24の床面出土。破片のため正確な器種は不明だが、内面に所謂「青海波」文があり、

喪か杯A- I -a.A鵜Ⅲ-a類に共伴。

以上が技法の特徴の概略である。これらからみた限り、今泉遺跡の各竪穴住居出土の遺物は、

ぞれぞれの器種に於いてよく似た内容を示しているといえよう。特に、意図的に採用してきた

「異技法の共伴関係の重視」という観点を組み入れると、それらの間の相異はますます小さく

みえてくる。従って既に指摘した通り、各竪穴住居は非常に近似した時間の枠内におさまると
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の解釈も可能になる。とはいっても、これだけの数が同時に存在することは不可能なのであっ

て、以下には埠を手掛りとしてこれらを繍年的に考察していきたい。その他の器種については

その結果を敢行していきたい。

(4)土器の縞年的考察

本遺跡出土土器は大略以上のようなものである。これらはすべて遺構内からの出土であり、

それぞれがセットの主体乃至セットの一部をなすと見徹されてよいものであることは既に触れ

た。次に、これらの土器群なかんずく土師器がいかなる編年的位置を占めるかについて、従来

の型式標準やその他類似遺跡に於ける土師器のあり方を参考にしながら考察していきたい。

東北地方古代の土器のうち、まず土師器の編年研究については、その南部に於いては氏家和

典氏の業績が、その北部については桜井清彦・草間俊一両氏の業績が古くより知られ、その大

綱がたてら九たといってよい。

その後前記氏家氏の一連の研究、及び小笠原好彦・阿部義平、桑原滋郎氏などの研究によっ

て、あるいはまた東北各県に於ける古代城棚・官街址研究の進展によりて、その詳細化といっ

そうの肉づけが行なおれてきたといえる。

-方、須恵器の特に杯については、岡田茂弘・桑原滋郎両氏の研究によりかなり詳細な編年

体系がたてら九、また須恵器と土師器を組み合ねせとして一体視する視点の確立などによって
1。白うI (,白く))

今後いっそうの進展が期待される。

これらを踏まえて今泉遺跡出土土器を整理したものが第26表である。これをもとにして今泉

追跡出土の土器を縞年的に説明し、併れせて問題点をも指摘したい。尚、視覚的に示した方が

ねかりやすいので、第25表を配列換えしたものを第26表とした。

1.土師器の縞年上の位露について

既に触れてきた通り、本遺跡出土のロタロ不使用土師器群を主体とする土器群は非常に強い

頼似性を持ち、存続期間の幅があまり広くないものと見放し得る。これらのまとまりを有する

土器群は、従来の型式観・編年観を採用すると、菜園式に最も頼似するものである。従って本

群土器の編年上の位置を以上の時期と考えておく。絶対年代も従来の見解の通り7世紀代を中

心とする時期を想定しておく。

但し、若干詳細に遺物を検討し、更に東隣の膳性遺跡に於ける遺構変遷上の知見を採用する

と、本遺跡の遺構・遺物は二分することも可能のようである。遺構変遷上の知見については別

に触れたので、遺物についてそれを述べる。二大別を遺構で示す。

前半期……Ai65(IE). Bc71. BdO3. BfO9. Bf53. Bg62. BhO9. Bi15. Cb24 計9棟

後半期・…‥Ai65㈱ ・ BbO6. Bc53. Bd59. Bi24. Bh71. Ca18 計7棟

葛114 -





ー 今泉遺跡 一

両者の相異は、薬型に於いて最も顕著である。即ち、前者には肩部無段で胴部最大径が胴部

中央から下半にくるものを含み、後者は肩部有段が大半を占め、胴部最大径は肩部に一致し底

部も明確に突出する。従来の型式観の住社式により近いものをも含むものが前者ということに

なる。

抑こ於いてはその数が少ないが、休部上半のナチ調整が前者により多く存在するともみれる。

しかし、ミガキ技法も存在することは既に何度も触れてきた通りである。

以上二大別は可能であるが、この両者を異型式とすべきか否かは現状では不明である。該期

の土器群は今後細分可能とのみ述べるに留めておく。膳性遺跡にその種の良好な資料がある。

(註9) 氏家和典 東北土師器の聖式分類とその細年 歴史14輯

(註10) 桜井清彦他 東北地方北部の土師器と竪穴に関する諸問題 舘址所収1958年

(註11) 草間俊一 盛岡市史先史期 盛岡市史第一分冊所収1958年

(註12) 氏家和典 陸奥国分寺跡出土の丸底杯をめぐって -奈良・平安期の土師器の諸問題-

(註13) 小笠原好彦・阿部叢平 宮城県新田遺跡の土師器 考古学雑誌54-2 日本考古学会 昭和43年

(誌14) 宮城県文化財調査報告書35集 東北新幹線関係遺跡調査報告書I

同24柴 東北自動車道関係遺跡発掘調査既報 一刈田郡蔵王町地区-

(註15) 岡田茂弘・桑原滋郎 多賀城周辺における古代体形土器の変遷 研究紀要L 多質域碑特集

宮城県多賀城跡調査研究所1974年3月

(註16) 工藤雅樹・桑原滋郎 東北地方における古代土器生産の展開 考古学雑誌第57巻第3号

昭和47年2月

2.須恵器(堪)の編年上の位置について

この資料はロ頭部以上を欠失するので若干の疑義は残るが、東北地方に於げろ須恵器布地生

産開始期にほぼ近い縞年上の位置を占めると思われる。類似した器形を持つ資料は、仙台市大

蓮寺窯跡・福島市稲荷塚古墳・福島県下人ノ内遺跡1号住居跡等にみられる。これらの絶対年

代は5世紀後半-6世紀前半代と想定されている。尚、本県に於ける同期の可能性ある資料と

しては、金ヶ崎町高野原出土の高杯がある。

前記の下人ノ内遺跡は5世紀中葉末と想定され、かつ共伴土師器は南小泉式である。それに

対して本遺跡の共伴土師器は明らかに栗図式類似のものであり、須恵器と土師器の年代間に大

きなギャップがある。この現象の背景の究明は、 “伝世、、の可能性をも含めて今後慎重に行な

おれなければならないが、奈良時代以前に於ける集落出土の’、特異な遺物、、のあり方の類例を

蓄積すること、それらと古墳副葬品とを比較することなどがまず行なおれるべき必要な手続き

であろう。
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(註17) 本資料については林謙作・渡辺泰伸・中村浩・伊藤博幸・宮城県文化財保護課・同多賀城跡調査研

究所・東北歴史資料館・仙台市教育委員会の諸氏・諸機関から多大の御教示を受けた。感謝する。

(註18) 渡辺泰伸 東北古墳時代須恵器の様相と繍年一須恵器編年試論一 考古学雑誌第65巻第4号

昭和55年3月 下入ノ内遺跡 福島県文化財調査報告書籍82築 伊達西部地区遺跡発掘調査報告

福島県教育委員会 昭和55年

ー118 -



ー 今泉追跡-

〔2〕鉄器・装飾品について

本遺跡出土の鉄器・装飾品類は第27・28表の通りである。以下には、これらに関連した若干

の問題を指摘しておく。

(l)出土頻度が他遺跡に比し高いと思おれる。特定の遺構への集中出度の現象はみられず、

ほぼ半数程度の遺構から出土している。 (但し装飾品はBdO3竪穴住居跡から若干多く出土して

いるかのようであるが、絶対数が少ないのでその判定は差し控える。)それは一応想定した新・

古の両段階に於いて言える。同様のことは東隣の膳性遺跡に於いてもみられるとのことである。

一方、北隣の上餅田遺跡・猪谷地遺跡の同期の住居跡からは極めて稀な出土しかみられない。

従って、本遺跡の“豊富“な鉄器出土例はやや特異に属するものと思おれる。

(2)末期古墳副葬品に共通する要素も併れせ持つものが存在する。本県内の末期古墳の副葬

品をみると、玉類(勾玉・切子五・臼玉・小玉・九五・管玉・緒占玉・上玉)、装身具その他(腕輪・

耳環・鋒帯金具)、金属器(直刀・蕨手刀・鍛・鞘尻金具・刀子・斧・飽・釣針・鍍・刺突具・

鍬鋤先・鎌・轡・鐙・錬・鋲状・釘・その他不明)、鏡鑑類、銭貨類、紡錘車、土師器、須恵器

(蛮? ・提甑・その他)などが挙げられる。副葬品の豊富な器種に比し、集落内出土の貧弱さ

は当時の政治的・社会的状況の正確な反映であろうが、ここではそれには触れない。貧弱さの

中に、副葬品に共通するものが存在する点に留意したい。それは東隣の脂性遺跡に於いては、

圭頭太刀の一部や水晶製と思おれる切子玉なども出土しており、その傾向はいっそう顕著であ

る。また本遺跡に於ける魅、膳性に於ける高杯・短頭重・高台付杯などのやや特異な器種から

なる須恵器などのあり方も同様である。

以上のことから、本遺跡を含む地域の該期の集落に他地域とはやや異なる性格を想定するこ

とができよう。既に述べたBbO6竪穴住居跡の年代の異なる須恵器の共伴現象も、この延長上で

理解すべきかとも思おれる。今後の資料の蓄積が、更に必要であろう。

(詰1) 鉄器の定着自体は、既に塩釜式期(高山遺跡)に完了していたと思おれる。本遺跡の時期に於ける

鉄器の 当充適性“の具体相については、今後解明すべき問題であるが、前記の副葬品と集落出土例

の比較もその一助にはなろう。恐らく、製品の形での、、流通、、ではあったろう。

(註2) 奈良時代以前の集落跡出土に於ける鉄器の種別の中には、明白な斧・鍬先などは殆んどみられない。

それらが頻著になるのは平安時代以降である。
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第27表 鉄 器 一 覧 表

番 号 違拙者 名 称 長さm 偏 れm 厚さ胴 出土屈位 完・破 実測図 備 考 

1 Bc 53 刀 子・ 65 15 6 沸 上 破 片 ○ 新 

2 中 男 子 55 15 3 雅 土 破 片 ○ 

3 中 不 明 42 30 20 床 面 破 片 

4 Cb 24 刀 子 53 9 2 捜 土 破 片 古 

5 Bf O9 鎌 170 30 4 床 面 完 全 ○ 古 

6 当 
l」 子 115 12 4 味 面 破 片 ○ 

7 当 刀 子 95 12 5 覆 土 破 片 

8 Bd12 刀 子 90 13 5 抹 面 破 片 ○ 新 

9 当 
)」 予 61 8 4 味 面 破 片 ○ 

10 当 鏡 13 7 2 床 面 破 片 ○ 

1l 当 針 状 147 6 6 床 面 破 片 ○ 

12 Ca18 刀 子 78 9 2 斑 土 破 片 ○ 新 

13 Bf 53 不 明 26 10 3 教 士 破 片 古 

14 中 不 明 40 30 1 将 士 破 片 

15 Bd O3 )」 予 48 12 3 捜 土 破 片 古 

16 甲 不 明 35 28 6 瀬 上 破 片 

17 当 刀 子 115 10 3 深 慮 破 片 ○ 

18 Bb O6 不 明 35 25 10 保 面 破 片 新 

19 Bd 59 針 40 6 没∴∴土 破 片 新 

20 当 針 45 径25 珠 面 破 片 ○ 

21 Bg 62 刀 子 100 15 15 捜 土 完 全 ○ 古 

22 II 鎌 35 7 2 機 上 破 片 ○ 

23 中 針 52 径3 覆 土 完 全 ○ 

24 中 板 状 35 26 5 捜 土 破 片 

25 Ai 65 釣 針 42 4 2 覆 土 破 片 ○ 新 

26 当 刀 子 59 12 15 捜 土 破 片 ○ 

第28表 装 飾 品 一
覧 表

番 号 遣∴楯∴名 名 称 長さmm 径mm 重さ轡 材 質 出土屈位 実 測 図 

1 Bd O3 管 玉 状 31 7 2.6 土 製 東 面 ○ 

; Bd O3 トンボ土状 12 15 3 土 製 捜 土 ○ 

言 Bd O3 花 弁 彫 厚さ 4 15 1 石 製 灘 土 ○ 熊 

4 Bh O9 トンボ士状 6 8 0.5 土 製 東 面 ○ 

5 Bb O6 管∴土 状 19 9 2.0 土 製 l六 両 ○ 

※石質i…‥淡緑色潮時張I大岩

ー120 -



ー今泉追跡一

〔3〕石器類について

出土した石器類は第29表にまとめた。縄文時代石器の混入と思おれるものは除外した。奈良

時代以前のものは、砥石頼のみである。 BbO6竪穴住居跡のものは錘に頼似するが、同様に砥石

であろう。

〔4〕土製品類(こついて

紡錘車1とカマド支脚lである。紡錘車は奈良時代以前に通有の形状を有する。本県に於け

る該期の出土例は極めて多く、かつ、県南・県北に於ける差異も殆んどない。該期に於ける繊

維関係の労働のあり方を反映するものといえ、興味深い。

〔5〕黒耀石について

覆土層中より18点を得た。その背景は不明であるが、埋土中に限定される点はその廃棄の時

期を縄文時代以外に求めさせるものであり、若干興味深い点である。表を残す母岩に近いもの

と、フレイク・チップに近いものがある。

第29表 石 器 一 覧 表

番 号 遺 梅 名 名 称 長 さ mm 幅 m 厚 さI叩 重さg 出土層位 実測図 

l Bc 53 砥 石 65 60 29 床 面 Oa 

2 C818 磨 製 石 斧 31 30 18 覆 土 

3 Bb O6 石 蟹 55 23 径25 5L5 覆 土 Ob 

4 II 飯 33 11 4 覆 土 C 

5 Bg 62 砥 石 130 25 25 床 面 Od 

6 Bd 59 フ レ イ ク 62 40 18 覆 土 ○ 

7 中 縦 形 石 匙 61 16 5 覆 土 

(塙) a……流紋岩拘置原著 b……流紋岩質細粒睡灰岩 c……出師尼岩
d・i…・細粒石的疑灰岩(理化している)

第30表 土 製 品 一 覧 表

番 号 遺 構 名 名 称 長 さ 皿 幅 血m 厚 さ mm 重さg 出土屑位 実測図 

l Bd O3 紡 錘 車 上径32 下径46 18 46 味 面 ○ 

2 Bd 59 カ マド 支 脚 114 径46 173 床 面 ○ 
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本道跡の間辺に於ける原塵地には、し離畑高宮班西方の段丘星がある。

古城時代一奈良時代の追跡に於ける黒曜石出土には、江別式などの所謂北方的要素を強く有

する土器群の共伴現象が多く謹められるが、本道跡に於いてはその例にあたる土器類は末検出

である。逆に、水沢市有田遺跡出土の江別式土器には黒珊石製石器は共伴しない。

(,.1 1) 高栃文夫氏の教′高二より実否・暗君・採集している。その他には以下の和好が挙はられる。

第3I表 黒輝石一覧表

①表皮を残すもの うち大里で母岩に近いもの…・・ ②フレイクとチッフ :∴∴∵∴ 
番 号 道∴燭二 名 ① ② 計 ;番号 造∴構,名 ① ② 話 

l Cb 24 3 2 5 6 Bb O6 1 0 1 

2 Bd O3 4 0 4 7 Bh O9 1 0 l 

3 Bg 62 5 3 8 8 Bi15 1 0 1 

4 Bc 53 2 3 5
〉 

9 Ca18 3 0 3 

5 Bd 59 2 0 2 【 

曇10 
Bi 24 0 1 1 

Ca O9 Ca18 

番 号 重さg たて〔・爪 よこem 厚さぐm 備 考 !番号 重さg たてぐれ よこem 厚さぐm 備 考 

1 130 7 4.5 3 
…

20 330 7.5 6.5 3.6 

2 300 8.5 7 2.8 
i i21 

105 6 4.4 2.0 

3 230 8 8 3 22 110 5.5 5 2.0 

4 75 7 4.5 2 i23 175 7.2 5.2 2.0 

5 190 7.5 6 3 :24 130 7.5 4.6 1.9 

6 300 9 8 3 

l 看 i為 125 7 4.5 2.1 

7 220 8.5 6 2.7 

【 

26 140 6 4.6 2.8 

8 240 8.5 7 2 27 25 4.7 3.3 1.2 

9 315 13.5 5 3.5 
完全。凹み子中 

28 160 8.7 5 2.3 

重0 130 6.5 4.5 2.7 
i 

29 25 5 5 1.2 

11 215 11 5 2.2 
i i 

30 100 6.7 5 2 

12 220 7.5 5.5 3.2 
I I 

31 95 6.5 4.5 2.2 

13 30 5 3.4 L5 32 70 8 4.2 l.6 

14 250 9.5 8 2.2 33 180 7.5 7 2.7 

15 90 8.5 4.5 1.5 定全

16 80 6.5 4.7 L7 

17 100 9.5 2.7 2.7 

18 75 5.7 4.3 2.2 

19 75 5.5 5 2.3 
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(註2) 花泉町飯倉地区の滝沢屑の露頭・国鉄東北線「清水原」駅付近の五反田地内の段丘磯風中。 …熊谷

常正氏の教示による。また同氏は東北地方の黒輝石出土遺跡の集成を行なっている。

(詰3) 和質郡湯田町川尻の出土畑鉱山付近。 …八重樺良宏氏の教示による。

(訂4) ’苗†町橋場の′ト赤沢地内の段丘礫層中。 …高橋与右衛門氏の教示による。 さらに佐膿二郎氏の教

示によれば、岩手郡’に石町周辺の橋場層(新第三紀中新統最上部)は石英安山岩質凝灰岩と一部嬬

結凝灰岩などがあるか、その北部においてはその間に黒珊岩・松脂岩等の破片を混在するとのこと

である。したがって前記の小痢尺地内以外にも産出地か存在する可能・性は大である。

〔6〕破砕操について

適当な名称を知らないので仮にこう呼ぶ。恐らくは楕円形に近い形状を有する板状礫を、二

分割一四分割したものである。竪穴住居跡2箇所の覆土中から出土している。性格等は不明で

ある。

類例は東隣の脂性遺跡にあり、竪穴住居跡の柱穴の掘り方中に集中して検出されている。柱

材の押え役的な機能が想定されているらしい。相互の接合資料もあり、この想定は肯定される

べきものであろう。但し、同様の措置が取られる例は殆んどみられず、一種特異な構築法では

あろう。ちなみに膳性遺跡に於ける例(D-8住居跡)は、遺跡内に於ける最大規模のもので

ある。これが単に建物の大小にのみ関係する措置か否かも、今後検討されねばならない。

(註) (用)岩手県埋蔵文化財センター調査の「脂性追跡D-8住犀跡」。向センター鈴木恵冶氏の教示を受け

た。深謝する。

結 語

(l)本遺跡は、奈良時代初期まで(7世紀へ8世紀初まで)と、平安時代の集落跡であり、

前者の遺構が主体をなす。

(2)画期ともに竪穴住居跡のみからなる。

(3)前者の同時存在竪穴住居数は10棟以内と思おれる。

(4)前者の共伴土器群は、従来の粟国式(そのやや古い部分と思おれるものを含む)に最も

よく類似する。

(5)集落は比較的短期間でいったん営なまれなくなり、若干の時間の経過ののちに再度占地

される。

(6)東隣の脂性・玉賞の両遺跡と一体化して評価さるべきものと思おれる。
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(参 考)

集落構成の要素と予察

集落規模の完全な復元は囚難である。ここでは集落を構成する諸遺構類を概観し、その変化

の一端を見るに留める。具体的な図版については巻末参考資料を参照されたい。

(1)第IへⅤ群期 確認された限I)では竪穴住居跡のみからなる。相互にやや距離をおいた

2-4棟からなる。正方形プランと長方彬の二極がある。

(2)第Ⅵ群期 7-12・13棟前後の幣穴住居跡のみからなる。正方形プランで大中小の三種

の組み合ねせになる。前代より規膜が披大したと言える。

(3)第Ⅷ群期 前代にほぼ共通するが、 20棟前後と規模がさらに拡大する例も出てくる。集

落内に’、支群、、的なグループを持つ例もある。住居跡に加え“大溝、、も出現する(尻引)。これ

らは単なる排水路とは考えられない。

(4)第Ⅷ群期 遺構の種類が増加する。沖槙面上の自然堤防上(宮地)や、低位段丘上の微

高地上(林前)に立地する集落に、’井戸、、が伴う。宮地においては井戸をはさんでその南北に

住居を営む形式をとI)続けておI)、集落内の井戸使用の実態・その所有形態に関しての示唆に

富む。井戸枠の構造にも変遷がある。

立地にかかおらず“掘立柱建物、、が加おる(脂性・西大畑・石田・林前・森山工業団地・北

に偏するが紫波町上平沢新田)。そのあり方に二種ある。

(A)腎穴住居跡と隣接し併存するもの。

(B)竪穴住居跡と異なる地,串二存在する(林前・Bl)、それとは併存しないもの(西大畑・B2)。

前代と同様の、大瀧、、を有する(石田・宮地)。

(5)第Ⅸ群期以降については、大規摸調査例は窯業関連のもののみであり、一般集落の様相

は必ずしも明らかではない。あえて言えば、遺跡数は増加するが、遺跡個々は小規模化する傾

向にあると言えよう。

要 約

(1)古墳時代一奈良時代の集落は基本的には住唐跡のみからなる。奈良時代半ば-末にかけ

て大瀧が伴い始める。

(2)平安時代初一前半にかすては、住居跡・大津・井戸・掘立柱建物などで構成される。

集落の構成要素については他に語るべき項目も多い(例えば墓域)が、省略する。
音言 う

(訂1) 1聴前後の若主人規摸なものを中心とし、その間刺二宮巨視膜のものが配される彬をとるものか多
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い。これが末期古墳の配置に共通するという意見には従うべきであろう。

林・伊藤他、角塚古墳調査報告 胆沢町教育委員会1976年

(註2) それは、、筒状、、のものから、板材を組んだ’’井桁状、へと変化している。

(註3) 第I-Ⅴ群期における両者の関係は未詳である。第Ⅵ・Ⅷ群期については、水糸で区切られた各地

域毎に集落が存在し、それに近接して墓域も造営される形をとる。墓域は一定期間以上それとして意識され続

ける。第Ⅷ群期以勘こついては不明である。 、、方形あるいは円形同港状遺構、と呼称されているものが墳墓の同

港である可能性は高いと思おれるが、詳細は未詳である。なお9世紀とされる見分森古墳は方形である。

なお相去遺跡群において、、長方形の土砿、、とぎれたものが墓弦であるならば、 10へ11世紀前半に別種の葬制

も行なおれていだことになる。

柚去追跡一古代集落の発掘- (現地説明会資料)岩手県教育委員会・北上市教育委員会1973年

集落に関する予察

1.古代において、集落様相に数期の変化期がある。それは①古墳時代前期、 ②古墳時代末

期一奈良時代初期、 ③奈良時代半ば以降末期、 ④平安時代前半期の大別四期である。変化は各

分野にれたるが、時期によ回生格に多少の相違がある。例えば④には須恵器の窯など政治的、、

色彩の強いものが顕著に伴う。 ①にも高い“政湘乱 が当然想定されるが、資料不足であり未

詳としておく。 ②・③にも外的要因の作用は当然存在するが、それは④的なものは無く、その

意味で“自主的・主体的“な動向下に基本的にはあったと言えよう。

以上の諸変化期は従来常識的に想定されてきたそれとほぼ合致しよう。いうまでもなく④と

胆沢城(そして志和城他)の設置は無関係ではないであろう。 ④の多方面にねたる’、政治的、、

色彩の濃い変化は、律令政府進出の反映と見徹されるべきである。

2.集落の形態に類型があり、それは時代差をある程度反映する。類型は以下の如くである。

〔A〕明白な計画性を持たない、’自然村落、、というべきもの。少なくとも奈良時代の集落の大

半が該当し、基本的には竪穴住居跡からなる。大型のものに中小が組み合かせになI〉、末期古

墳の配置に通ずる。一定期間で造営が中断される傾向がある。布地・土着集団の集落と思研し

ろ。各種の発展傾向、他地域との交流が見られる。奈良時代末期には、次代に顕著になる諸変

化の部分的兆しが数分野に現れれ始める。

〔B〕遺構の配置・集落の造営状況に一定の計画性を競れせる ㌍十回村落、、ともいうべきもの。

平安時代初期一前半代の集落の大半が該当する。 、、計画性、、は竪穴住居跡・掘立柱建物・井戸・

大海・窯等の遺構種別の増加、それら相互の配置、立地面を含めた造営状況、その地域的限定

性等々の諸側面に現れれている。さらに数類型がある。

I.前代との連続性を示す(少数)もの。
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(Ia)竪穴住居跡・掘立柱建物・その他が組み合かせになるもの。

(Ib)若干規模の大きな掘立柱建物のみからなるもの。

II,前代との連続性を殆んど示さないもので、量より多数。

(IIa)竪穴住居跡・掘立柱建物・井戸等が組み合ねきり、 (Ia)に共通するあり方を示す

もの。出土鉄器に農具的なものが目立つ。

(IIb)遺構・遺物両面にやや特異と見放し得る要素を持つもの。それらは①須恵器窯(見

分森)、 ②鉄津・フイゴ羽口等を多く出土する(力石他の江刺地方の諸遺跡)、 ③多

量の鉄製武具の出土(同前)、 ④木簡(落合II)、 ⑤石帯(力布II)、 @硯(同前)、

⑦墨(士平沢新田)などである。これらは従来“識字層の存在“を示す、とりかす

一定の“政治性、、を示すとされてきたものの多くを含む。それを採って、この類型

には“政治性、、を想定しておく。その地理的位置が所謂域榔・官衛遺跡、建部され

る諸郡の位置と密接に関連すると思おれる等の特徴も指摘できる。これを制度史上

の概念といかに対応させ得るかは、今後の検討を要しよう。

以上のA ・ B類型の性格について、短絡的ではあるが推定を試みる。即ち、奈良時代までの

A類型には、布地の支配原理の賞徽する“自然村落、、的性格、 B類型に律令制的支配原理に立

つ、、政冶村落(律令村落)、、的性格を想定できる。 B類型の中には、Aが律令制的に再編されたもの

(Ia)他地域よりの“移民、、集団により新規造営されたもの(IIa),種々の次元と、、、軍事的、、なもの

を含む、、宮衝、、的なもの(Ib. IIb)が存在する可能性が強い。 ‘‘移民、、云々については、遣幡

・造物の特徴の把握とその系統の検討から、ある程度明らかにしえよう。

B類型村落の明確な存在は、全般的には衰退期に向かいつつあった律令制が、辺境において

操縦的・理念型的に行なおれた可能性をも示唆するものである。

3.掘立柱建物の性格に複数があり得る。

岩手県南一県中央にかけて、平安時代に属すると思おれる掘立柱建物を伴う集落跡は5例あ

る。可能性の高い森山工業団地も加えると6例になる。その何れもがⅧ群期に関連することは

既に述べた。したがって岩手県地方の古代集落内の掘立柱建物の初期は大略確定したと言える。

その主屋規模は3聞×2間、 4間×2聞、 5間×2間などの諸類型からなる。大部分は中抜

きの形式をとるが、脂i酬列のみが総柱である。

集落内のあI)方には、 A.Bl.B2の三妬あることは既に触れた。そのうちAたる石田の6

練、 B2の西大畑の4棟が極致(ただしすべてが同時存在ではない)存在、他は1棚の単独存在

である。これらを踏まえ、その性格想定を試みる。

(l) Aのうち単独存在には、少なくとも、、金時、、的なものが含まれよう。複数存在のものの
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一部にもそれがあろう。しかし後者のうちの石田・西大畑のあI)方は、掘立位建物自体に“宙

住施設、、的なものも含まれる可能性をも示唆する。石田の西南腑のある“主屋、、を中心とし、そ

の周囲に“倉庫、、的なものを配す遺構配置と、それと軌を一にする満期の配置は、さらに進ん

で、特定集団の所有する-括建物群の存在を示唆するものとも考えられる。しかもそれに竪穴

住居跡をも伴う可能性がある。

西大畑例は、遺構周辺に遺物散布が集中する傾向が顕著に見られる。

何れにせよ現状での時期の細かい特定は出来ないが、少なくとも平安時代前半期に掘立柱建

物の中に“居住施設、、的なものが存在した可能性は大である。ただし西大畑例は梁行5間のも

のを含むなど、他例より明らかに大規模なもののみで構成される。しかもB2類型でもあること

からすると、西大畑例に通常集落以外の、何らかの意味での“官衝。的なものを想定すべきか

とも思う。

(2) AとBlのあI)方の異同を竪穴住居跡との対応関係からみることも出来る。即ち、相互に

直近の位置関係にあるものに対応関係を想定出来るAと、 “いくつかの小単位である竪穴小群の

共有関係にある、、とも見放し得るBlである。

掘立柱建物と竪穴住居の対応関係の復元については、個々の遺構の位置の特定、厳密な同時

存在遺構の確定などの基礎的操作が必要である。

4.遺跡内の遺構集合(支群)について

遺跡内に“支群。ともいうべきものが存在することは既に触れた。それは時代・遺跡の性格

の異同にかかおちず、何らかの形で存在したらしい。それらの具体的認定は今後の一大課題で

ある。

その中の特に顕著な現象“規模の異なる竪穴住居跡の組み合ねせとしての存在。は、種々の

問題を提起する。例えば、

(1) AがB-I-aに“再編“されるにあたり、前代の共同体組織がある程度利用された可能

性。

(2) B-II鵜bの“政治性、の強いと思おれる集落にもそれが見られることは、一種“人為的。

な集落造営の際にも、移住前のあり方を踏襲・擬制した可能性。

等の諸点である。これらの観点も、遺構の機能の観点に加えて設けられるべきであろう。何

れにせよ“支群、、的なものの認定・設定は各種共同体の具体相の復元に必要不可欠の前提であ

I)、今後も継続追求されるべきである。 (文責)相原庸二(昭和54年末稿了)

(詰l) 脆性・西大畑・右脚・林前・上平沢新田
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(訪2) 他に調査者により第Ⅵ群期に悌する可能性あI)とする1棟か西大畑にある。梁聞・桁行か3聞×l

間の規模で、掘り方は円形、柱あたりは細く、他例とは明白に異なる。

(詰3) 林前遺跡S B63建物跡

林前遺跡一区画整理に伴う範囲確認調査一 岩手県水沢市文化財報告書第3集 岩手県水沢市教育委員会

1979年

(詰4) 吉田努氏によると、太田方八丁追跡外郭築地内の住唐跡群にもその傾向かあるとのことである。ま

た真域ヶ止団地も同様である。

伊聴牌辛 奈良・平安時代の村落構造とその特質 考古学研究会岩手支部3月例会報告レジュメ 1979年

14c測定結果

ここで住居跡の年代に関れる14c潮走結果について触れておく。

焼失家屋と推察されるBhO9竪穴住居跡内出土の炭化材が測定試料である。材質はケヤキの一

部とされ、床面からの出土によるものである。当然、家屋構造に関れる材と思おれる。

日本アイソトープ協会による測定結果は、 1460±60yB.P. (1420±60yB.PJ と計算されて

いる。換算年代は年代誤差を2倍にして換算すると370-610年代となり、奈良時代以前の時期

に相当するものである。

BhO9竪穴住居跡に於ける出土遺物の編年上の位置については、先にも記した通り7世紀代を

中心とする時期に想定している。当遺構は、特に二大別したうちの前半期ということで、換算

年代の下限にも求められるのであろうか。出土遺物のみに関していえば、須恵器魅や黒糖才子の

あI)方からみれば古い要素のあることも事実であるが、遺跡そのものの年代観と直接的に関お

りを持つとするのはまた別問題であろう。従って、ここでは既述の事実と予察の一端を記すに

留める。

(註) 年代は14cの半減期5730年(カッコ内はLibbyの価5568年)にもとづいて計算され、西暦1950年よl)遡

る年数(yea「 B.P.)として示されています。付記された年代誤差は、放射線計数の統計誤差と、計算管のガ

ス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので、 14c年代がこの範囲に含まれる確率は釣70%です。

この範囲を2倍に披けますと確率は的95%となります。なお14c年代は必すしも良の年代と等しくない事に御注

意下さい。
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西 大 畑 遺

I.遺跡所在地 水沢市佐倉河手西大畑

2.調 査 期 間 第I次昭和49年IO月30日-i2月7日

積
積
号

面

面

記

査

掘

跡

調

発
遺

3

4

5

第2次昭和50年7月28日-9月30日

約2970m雷

的2970面

NOH74. NOH75



I 遺跡の位置と立地(第1図)

当遺跡は水桶佐倉何字西大畑にあり、水糊の北西約3kmに位置する。遺蜘旦備蝿

の北西部にて、低位の永瀬丘上に立地する。水/尺段丘は束(霜する小用二間析され、その中

に東西方向に広がる低融の楠地をかかえ、段丘と欄地は軸をもって画される。北側壁

面を境とする北の段丘綾部と南の欄地は比高差組mである。北の段丘か南にゆるく傾斜し

て沖積地をのぞむ段丘縁部に遺跡は地する。南側沖観には畑が広映北側も削平さi丁

て水田地帯と在っており、その間にはさまれた微高地の畑地で標高約62mの噺にある。尚、

沖積地を中に挟ん枇及び南の矧こ延びる段丘綾部には多数の遺跡が存在する。

静第1次調査

:::::第2次調査 易案十干.」m

第1国 造跡地形図
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Ⅱ 調査の経過(第3図)

調査は2次にわたって行をおれた。第1次は昭和49年10月30日から12月7日までで西側約720

誼、第2次は昭和50年7月28日から9月30日までで残りの東側約2250n了の全面発掘を行なった。

報告は第l次・第2次における調査の成果を一括して扱う。

当遺跡は段丘縁部にあって東西に広がるものであるが、道路敷となる遺跡の範囲は東西約60

m、南北約65mにれたる。調査は路線中心杭STA50+40と50+80を結ぶ線を基準とし、 3m間

隔でこれに平行及び直交する線を設けて3m71)ッドを組んだ。 STA50十80地点をCa507¦)ッ

ドとし、東西南北に夫々延長してグリッド名を付した。

段丘縁部はやや微高地的を地形を示し、地表面から地山上面まで約15cm程の耕作土一層で遺

物を含む。耕作土である表土除去後、種々の遺構が検出される。南端崖面からは多量の遺物が

出土したが、新しい溝がl条東西に走るだけで、遺構は検出されなかった。

Ⅲ 遺跡立地面の基本的層序(第2図)

層序の調査は発掘区東端のBi74地点から東2mの問で、深さ1.5mについて行有った。

第I層:調査区東学は暗褐色上層で、西半は黒褐色土層である。表土の畑地耕作土で、遺物包

含層である。層厚約15cmである。

第Ⅱa層:黄褐色シル上質土層。この層から下は地山であり、層の上面が遺構検出面である。層

厚約35cm程で水平に堆積している。所によってはI層との問に漸移層が薄く入る所もある。

遺構はこの層の中位まで掘り込まれている。

第Ⅱb層:褐色シルト質土層、層厚5cm程の薄い層で、酸化鉄を含む。 Ⅲa層とⅢb層の問に起伏

をもって入り込む。

第Ⅲa層:灰白色シルト質粘土層。層厚約20cm前後で、やや褐色がかる。

第Ⅲb層:灰白色粘土層。層厚約35c鵬程で、比較的厚い層である。

W・ Bi74 E Bi76

I .暗褐色土居(表土・耕作土)

Ⅱa.黄褐色シルト質土層

Ⅱb,褐色シルト質上層(酸化鉄含)

Ⅲa 灰白色シルト質粘土層

Ⅲb.灰色椎上層

Ⅳ.褐色砂層(酸化鉄合)

Ⅴ.礫 層

第2図 遺跡の基本層位 縮尺拓
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第Ⅳ層:褐色砂層、層厚約20cm前後で酸化鉄を含む。層下面は比較的水平である。

第V層:礫層で、水沢段丘構成層の暦本礫層である。

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1.溝状土墳(第4図)

検出された溝状上境は4基で細長い溝状を呈するものである。この土塊の名称については

種々に仮称されているが、ここではその形態から溝状土嬢とする。 4基の溝状土壌の分布地区

は発掘区の北側微高地にあり、北西部に3基、北東部に1基である。調査範囲も限られ、発見

数が少なくまばらを分布をので分布状態や配置関係等は不明である。遺構検出面は表土下の

地山・黄褐色シルト質土層上面である。

溝状上境の上線は細長い溝状で嬢底は更に狭小の溝状を呈する。長軸断面は両壁共に垂直

を立ち上がりを示す。短軸断面は上方に向かって外開きする「U」字状や「V」字状を呈す。土

境内覆土は自然堆積で娯底に汚れた土、中間に璧部崩落土、上部に流れ込んだ土が夫々堆積

する。土按内出土遺物は、 Bi30溝状土塊覆土から石鍛1点(220)が出土しただけで他は皆無で

ある。塊底部は平坦で、何ら施設を設けた跡は見当たらない。

Bi30溝状上境はその一部西側が調査範囲外にかかり、全体の形状を明らがこする事ができを

かった。 Bi68溝状土嬢は、古墳末期から奈良時代の遺構・ Bi62住居跡によって西端を切られて

いる。 Be27溝状土嬢はBe24A. B建物跡の柱掘り方によって南東部を切られている。

以上4基の溝状土塊の規模等は次の表の如くである。

第1表 満 状 土 壌 一 覧

i劾犬上頻名 上線 長軸×短軸 按底 長軸×短軸 
深さ 

長軸方向 出土遺物 
e州 C肌 Cm 

Bi30i劫犬土壌 (150)×27 (150)×11 60 N-69○○W 石鍛1 

Bg21闘犬土壌 230×30 240×17 55 N-20。-E 

Bi68溝状上坂 330×39 317×18 82 N-57。-W 

Be27瀧沢上境 375×43 370×14 78 N-590-W 

2.満(第3図)

南緩傾斜の地形で、北から南へ走る溝が多数ある。上流の北方ゲ)ッド名を濱名とした。こ

れらの溝は自然にできたものであるが、中には人為的に排水用に掘られたと思われるものもあ

る。溝の長さは種々あり、幅は40cm前後、深さ17cm前後の断面皿状の浅いものである。覆土は

自然堆積土がほとんどであるが、人為埋土と考えられるものもあり、覆土に遺物が混入する。

Bc27溝:南西方向に走る溝で、 Bf30ゲ)ッドから更に南西へ延びる。

Bb27溝:南方へ走っていた溝が、 Bd2171)ッド内で東方Be97')ッドヘ走る溝に変わっている。
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Bi 30溝状土塊

堆敵土

1.黒褐色シルト質土

2.暗褐色シルト質土

Bg21溝状土按

堆積土

1.黒褐色シルト質土

2.黒色シル上質土

Bi 68溝状土残

堆積土

1.黒褐色シルト質土

2.黄褐色シルト質土

」A′ 礁27溝状上坂

堆積上

0.5 1

1.黒補色シルト質土

2.褐色シルト質土

3.暗褐色シルト質土

4.茶褐色シルト質椎土

第4図 溝状土塀平面図・断面図
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Bd21溝l :本来はBb27溝の南方であったものが、 Bd21ゲ)ッド内で切られている。この溝は南

方のCc157')ッドまで延びる長いものであるが、浅いため途中部分的に切れている。 Be24A

. B建物、 Bf21A. B建物、 Bh27建物の柱掘り方により部分的(こ切られている。 Ca21建物と

も重複しているが前後関係は不明である。

Bd21溝2 :当初はBb27溝がBd217¦)ッド内で二方向に分かれ、南東へ走るBd21構2と南へ走

る溝lであったものである。この溝はBe15ゲ)ットまでの短かいもので途中部分的に切れる。

Cc24溝: Cc24遺構の煙道に始まり、 Ch27ゲ)ッドまで南走する溝で 南端に土師器長胴蜜の

口縁部(第22図鎚)を埋め込み、その中を水が流れるようにしてあり、人工の溝と考えられる。

Bf15溝:遺跡中央を蛇行しをがら南のCg67リッドまで走る最も長い溝である。 Bf21A. B建

物柱掘り方により溝の一部が切られている。覆土内出土遺物も非常(こ多い。

Bi53溝: Bi56溝が南西へ走っていた時の一部であったものがBi537¦)ッド内で切られてBj3

住居煙道に始まる溝との接点までは人為的に埋め込まれ、その南東は黒褐色腐植土が堆積する。

Cb67¦)ッドでBf15溝に接続する。 Bj50L形溝に切られる。

Bi56溝1 :北東から西南へ走る溝であったが、 Bi5371)ッド内で南東を埋め込み、 Bj3住居北

側を追回して西方へ走る溝である。 Bj6ゲ)ッドでBf15溝に接続する。出土遺物は多量。(32へ

39)

Bj50L形溝:ほぼ東西・南北方向にL字形に走る溝。 Bi53溝、 Bj3住居を切る。出土遺物をし。

Bi56溝2:非常に短かく南北に走る溝で、 Ca567‘)ッドで終わる。溝西端は浅くなり消える。

第2表 活 一 覧

溝 名 方 向 
良さ 

m 

上場雌 
Cm 

底郡能 
ぐれ 深さ 。「 

堆 租 土 出 土 遁 物 (数字は破片赦) 

Bc27薄 北東一南西 11.0 70 30 18 黒鶴亀腐植土 土師器墳片少毘 

Bb27瀧 北西一南東 19.4 65 48 17 黒褐色悌商工 

Bd21冶1 北一高 27.5 56 50 6 黒褐色腐植土 

Bd21溝2 北西一南東 5.5 60 43 8 黒褐色腐植土 

Cc24溌 北一高 15.0 45 30 23 暗褐色シルト質粘土 土師器謹白綾部 

Bf15薄 北一高 40.0 35 25 15 黒褐色腐極上 
石器1 細文6 朱塗雄2 禎合口纏1 
肥育部1 内用I不6 土師蒜獲207 須恵壷1 

Bi53溝 北東一南西 14.0 45 30 23 黒褐色腐植土 石鍛1 土師器蛮31 

Bi56冶1 束一西 14.2 50 32 25 黒禍色腐植土 
石雄1 手把ね土器1 北口グロ困:用木24 

上帥器瑳98 

Bi50し形溝 東西一南北 9.5 28 18 7 暗褐色シル上質粘土 

Bi56濯 北一高 7.3 27 17 20 暗紺色シル上質粘土 土師器蓮10 

Bi59溝 北一高 19.5 41 32 10 暗褐色シル上質粘土 
北口グロ困照雄l 上個器襲22 ログ口上不1 

須恵器壷4 

Cb59溝 北西一南東 15.3 38 29 30 黒褐色腐植土 土師器壇73 

Cg62弧状溝 北東一南西 6,0 29 20 20 黒鶴亀I離旧二 土師器頚31ログロ坪2 
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Bi59溝:南北に走る長めの溝で、 Ce597')ッドで浅くをり消える。 Cb59溝を切る。

Cb59溝:北西から南東のCe717¦)ッドまで走り浅く怠って消える。 Bi59溝に切られる。 Ce

65建物と重複するが、新旧関係は不明である。

Cg62弧状溝:溝底部の高さは全て同じで溝両端郡上縁の高さが低く在る為に溝が浅くをり消

えたもので、円形の同港であったと思おれる。南東部は削平された可能性が強い。

3.竪穴住居跡

Cf53住居跡(第5図)

(遺構の確認)調査区南東部の南緩斜面のCf53ゲ)ッド周辺で表土を除去した結果、地山の黄

褐色シルト質土に達し、方形の黒味がかった暗褐色シルト質粘土の落ち込みを確認した。

(重複・増改築)認められれ\。

(平面形・方向)南北6.2m、東西6.Omで多少歪んではいるが、正方形に近い平面形である。

床面積は約35品である。方向は高一北。

(堆積土)住居内の堆積層は薄く、一層である。黒味がかった暗褐色シルト質粘土層で、黒褐

色土、焼土、炭化物等が混入し、住居内全域に分布する。

(床面)床面は多少の凸凹はあるがほぼ平坦で、あまり固い面ををしていをい。床面全域に炭

化材や焼土が分布しており、焼失家屋の跡と考えられる。壁は床面から垂直気味に立ち上がる。

北東及び北西の隅に同港がめぐる。炉は検出されなかった。貯蔵穴状ピットや柱穴と考えられ

るピットが検出された。床面下は地山の黄褐色シルト質土で、掘り方埋土は検出されをかった。

(柱穴)床面で確認されたピ・ソトは9個、竪穴の壁を切ってあるものが3個の合計11個のピソ

トがある。この中で、柱痕と掘り方が識別できたものはをかった。竪穴の対角線上にのろ形の

方形に配置されたピ・ノトが鼠へ蹄の4個であり、主柱穴と考えられる。ピットの直径は22cm位、

深さは53cm位でほぼ垂直である。西壁中央付近の堕を切って2個のピソトロ・職があり、直径

22cm、深さ28cm程で垂直であり、出入口の柱と考えられる。

(貯蔵穴)住居の南東隅に隅丸長方形の鼠o・ Pllがある。大きさはEoが62×54cm、深さ28c調、 Pll

は90×68cm.深さ19cmである。 F\oの内部には土師器球胴形の蛮(第15図12)、砥石(第16図17)

が入っており、鼠lには土師器杯(第15図4 ・ 5)、土師器壷(第15図8)、土師器蛮(第15図10・

11)、土師器蛮形無慮式甑(第16図16)が入っていた。ピットの堆積土は暗褐色シルト質土で、炭

化材や焼土が多量に入っていた。

(その他の施設)北東及び北西隅同辺で壁に沿って幅18cm、深さ7cm程の同港がめぐる。

(年代決定資料)床面及び貯蔵穴状ピソトから多量の遺物が出土している。(第15 ・ 16図1へ18)

これ等の遺物はその上に炭化材が覆ってあったもので一括土器として住居の年代決定上重要

な資料である。
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一四大畑追跡-

暗褐色シルト質粘土層、黒褐色士・粘土・炭化物混入

第5図 Cf53竪穴住居跡
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ー 西大畑遺跡一

第3表 Cf53 住 居 跡 ピ ッ ト
一 覧 表

Pit博〕. Pl P2 P3 Pl P5 P6 P7 P8 P9 PlO PII 

深さ(伽) 26 30 52 56 53 51 29 39 20 28 19 

土 色 暗褐色 暗褐色 暗褐色 暗褐色 暗褐色 暗褐色 暗得色 暗褐色 暗褐色 暗褐色 暗褐色 

土 性 シルト質土 シルト質土 シルト質土 シルト質土 シルト質土 シルト質土 シルト買上 シルト質土 シル上質土 シルト質土 シルト質土 

備 考 
炭化物 多量混入 炭化材土器 貯蔵穴 炭化柑土蓄 貯蔵穴 

遺 物(第15・16図1へ18、第27表)

住居に伴なって出土した遺物は土師器の丸底坪7個体、壷1個体、蛮7個体、瓶1個体、砥

石1点、管玉1である。土器は全て破片であり、火熱を受けて器面がポロポロになっている。

1へ7 : 1 ・ 2は丸底小形の杯で口縁が直立する。口縁は両面桟ナデ、休部外面にハケメ痕が

残る。 3 ・ 4は内外面朱塗りの丸底杯で、 4は口縁がれずかにくびれて外反する。 4の口縁外

面に横ナデ、休部に横位のナデ跡が見られる。 5 ・ 6は比較的深い丸底坤である。 5は体郡上

半から口縁部にが†ての内面にハケメ痕が見られる。 6は両面共に楯位のナデによる調整がさ

れている。 7は丸底杯の底部破片のみで、両面共に朱塗りの大形のものである。内面は箆ミガ

キ、外面は箆ケズリされている。

8 :小形の壷で、体部下半と底部を欠いている。内面は口縁部が箆ミガキ後朱塗りされ、休部

は巻き上げ痕が残る。外面は箆ミガキ後朱塗りされている。

9へ16: 9は小形の長胴形聾で休部底部を欠失している。休部上端から頚部でややすぼまり、

短い口縁が外反する。段或いは陵はつかない。口縁部外面に横ナデ痕が残る。 16は長胴形聾の

底部を欠いた形の無慮式の甑で口縁部を欠失している。誌面は両面共に部分的に箆ミガキの跡

が残る。 10へ15はやや大形の球胴聾の破片で、短い口縁が外反する。 10は口縁部両面横ナデ、

休部は内面ハケメ、外面が箆ミガキされている。 11は休部内面へラナデ、外面は口縁部楯ナデ

休部箆ミガキされる。 12は器面風化磨滅著しく不明である。 13は休部内面に箆ナデ痕が見られ

る。貯蔵穴状ピ、ノトPlO出土が12、同じく鼠l出土が10・11・16である。

17:扁平楕円形の自然石の上下二面を砥磨面として使用した痕跡が残る。石材は細粒石質凝灰

岩で、貯蔵穴状ピットPll出土である。

18:蛇文岩製の小形の管玉で長さ5mm、太さ(径)4.5mm、貫通孔径1.8mm、重量0.44g T.床

面からの出土である。

Cb50住居跡(第6図)

(遺構の確認)調査区中央の南緩斜面Cbグ)ッド周辺の表土除去をすると地山の黄褐色シルト

質上層に達し、方形同港状の掘り込みとど、ノトにより確認される。

(重複・増改築)不明
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ー 西大畑追跡鵜

〇二二三三三三三三二二二三三二一

廿2m
第6図 Cb50竪穴住居跡

Cb50 竪 穴 住 居 跡 ピ ッ ト
一 覧

PitNo. Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 

深さ(cm) 幻 29 16 22 33 27 29 24 

土 色 暗 褐 色 暗∴褐 色 暗 褐 色 暗∴褐 色 暗 褐 色 暗 褐 色 暗∴褐 色 晴∴褐 色 

土 性 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 

備 考 

Pit博). P9 P10 Pll Pi2 P13 P14 P1与 P16 

深さ(cm) 24 28 16 48 11 12 37 12 

土 色 場∴褐 色 黒∴褐 色 暗 褐 色 暗 褐 色 暗 褐 色 暗∴褐 色 暗 褐 色 昭・褐 色 

土 性 粘土質シルト 椙土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 粘土質シルト 

傭∴考 
土師器蛮細片 3片 

炭化物含む 
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ー 西大畑遺跡-

(平面形・方形)東側と南側が削平されているため、正確を平面形は不明である。しかし北側

及び西側に残存する溝とピットの配列から、 1辺約6mの正方形に近い形と推定される。方向

はほぼ南一北で、東西長は6m程、南北長は現存部分で4.5mある。現存する床面積は24.5nf(推

定32品)である。

(堆積土)住居跡の南側は削平されて同港が消えており、北側も同港が残るだけで住居内外の

高さが同じになっている。そのため住居内堆積土は不明であるが、周港内は暗褐色シルト質土

が堆積している。

(床面)方形をした同港内外の高さは同一になっており、床面は削平され、遺構検出面が床面

より下がっていると思われる。炉は確認されない。方形周溝は部分的に残っている。保存のよ

い所で幅15cm、深さ6cm程である。他の住居跡と比較すると明らがこ住居に伴う周溝と思われ

る。ピットは16個検出された。

(柱穴) 16個のピットの中で柱痕と掘り方の識別できるものはをかったが、配置関係に規則性

を見出せるのは蹄へ恥であり、この3対6個のピットが主柱穴であったろうと推定される。西

側溝を切ってPlとP2の2個のピソトがあり、他の住居跡の例から出入口の柱穴と思おれる。

(貯蔵穴)住居の南東部に楕円形状のR. P10がある。大きさはPbが85×60cm、深さ25cm、 P10が

68×52cm、深さ30cmで、土師器蛮休部の破片が数片出土している。埋土は同港と同じ暗褐色シ

ルト質土である。

(年代決定資料)出土した遺物は貯蔵穴状ピソト耽からの土師器聾の細片たけで遺構年代を

決める上で適当を資料は少ない。

遺 物

貯蔵穴状ピソト鼠oから頚部に段のつかない土師器球胴聾の破片が少量出土した。

Ca21住居跡(第7図)

(遺構の確認)発掘区西側中央Ca21ゲ)ッド周辺で長方形の黒褐色土の落ち込みを発見した。

遺構確認は表土下の黄褐色シルト質土層上面である。

(重複・増改築)床面北部がCa21建物跡の柱掘り方助こより切られており、更に南西隅床面が

後世の掘り込みによって切られている。

(平面形・方向)平面形は東西に長軸をもつ長方形で、長軸長は3.8m、短軸長は2.85mである。

床面積は10.5n字である。

(堆積土)竪穴内堆積土は基本的に1層である。黒褐色シルト質粘土層で黄褐色シルト小ブ

ロックが混入し、又炭化物・焼土・土師器細片も少量混入する。住居内全域に分布する。

(床面)比較的平坦を床面で固くしまっている。壁高は最も保存のよい西壁で5cm程であり、

南壁・東壁は共に1cm位しかない。床面東側の北寄りに焼けた部分があり、炉と思われる。確
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ー 西大畑遺跡一

認されたビットは13個である。竪穴掘り方埋土は見られず、床面下は地山の黄褐色シルト質土

層である。

(柱穴)床面確認のど、ノトは13個である。この中で勤まCa21建物の柱掘り方であり、 P1.は後

世の掘り込みである。 I㌔・鼠2は非常に浅い凹み程度のものと思われる。深さや配列関係に規則

性の認められるのはPl-鼠であり、この3個が主柱穴を毒すものと思おれる。南東の主柱穴は

鼠3により破壊されたものであろう。西壁際の鼠・恥の2個のピントは出入口の柱穴かもしれを

い。

(炉)床面東側に45×40cmの範囲に焼土が広がる。掘り込みや石組は見られないが、土師器丸

底杯が焼土中から出土しており、地床炉と考えられる。

(貯蔵穴)床面北側に椿円形状の鼠oがある。大きさは40×35cm、深さは22cmで土師器の球胴形

蛮約米個体が入っており、貯蔵穴状ピットと考えられる。

(その他の施設)検出されなかった。

(年代決定資料)出土遺物は非常に少か、。この中で炉跡と思おれる焼土中出土の土師器丸底

杯(第16図19)と貯蔵穴状ピ・ノトPlO出土の土師器球胴蛮(第16図21)が住居の年代を決定する

上で最も有効を資料と思れれる。

第5表 Ca21竪 穴 住 居 跡 ピ ッ ト
一 覧

Pil‰. Pl P2 P3 Pl P5 P6 P7 P8 

深さ(c同) 40- 24 58 12 27 8 23 35 

土 色 黒∴褐 色 聖∴褐 色 隷∴褐 色 隷∴褐 色 柴∴褐 色 昭 的 色 棋∴褐 色 無∴榔 色 

土 性 シルト質土 シルト質土 シル上質土 シルト質土 シルト算土 シル上質土 シルト質上 シル上質上 

傭∴考 土師器磐片 
ロケロ雄 土師須恵破片 

Pil‰. P9 PlO PiI PI2 PI3 

深さ(cm) 38 33 45 5 75 

土 色 隷∴褐 色 隷∴榔 色 鵠∴褐 色 暗 褐 色 掃 乱 土 

土 性 シル上質土 シル上質土 シルト質士 シルト算土 シルト質粘土 

備 考 
Ca21娃物柱 

土師棒球胸糞 柱掘り方 
後 世 の 

掘 り 万 肥り込み 

遺 物(第16図19-21,第27表)

19:炉と考えられる焼土中とその周辺床面より破片状態で出土したものである。丸底・丸味を

帯びた休部で口縁部が「く」の字状にくびれて外反する杯である。

20 :床面南西部鼠西隣の床面出土の砥石で、板状の直方体の自然石上下二面を砥磨面としてる。

21 :貯蔵穴状ピ、ノト鼠oから約㍍個体分が出土したものだが、口縁部を欠いている。土師器球胴

形輩で、小さな底部がいく分か突出している。同一個体であるが接合不能を頚部の細片があり

段は形成されていない。
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一西大畑遺跡-

1.黒褐色士と黄色シルトの混上層(含炭化物・焼上・部面細片)

2.焼土層(含炭化物)

3.悪制色上層(黄色シルトブロック渡り、含炭化物・土師細片)

4.黒褐色上層(質色シルトプロノク少丑湿る。含炭化物・土師細片)

第7図 Ca2i竪穴跡
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ー 西大畑遺跡-

Bf30住居跡(第8図)

(遺構の確認)調査区北西部の比較的平坦をBf30グ)ッド周辺で長方形をした黒褐色土の落

ち込みを確認した。遺構確認面は表土下の地山黄褐色シルト質土層上面である。

(重複・増改築)この周辺には多数のピソトが分布する地域であり、竪穴の壁高も非常に低い

事もあって、これ等多数のピットと重複し合っているが、前後関係はほとんど不明である。

(平面形・方向)平面形は長方形を呈し、長軸は北東一高西方向で、長さは約2.9mである。短

軸長は2.45mで、床面積は約6.44正である。

(堆積土)竪穴内堆積土は基本的には1層である。黒褐色腐植土層で、黄色シル上質土の小ブ

ロックや、炭化物、土師細片が少量混入している。竪穴内全域に分布し、撹乱を受けている。

(床面)多少の凹凸はあるが平坦を床面である。床面や壁を切って多数のピ・ノトがあり、また

その他の撹乱も受けて床面の保存状態はよくか、。北壁は多数のど、ソトにより壊され、明確を

ものでは老い。壁の高さは最も保存のよい南壁で6cm程である。壁沿いの施設は検出されをか

った。 22個のピットが確認されたが、炉は発見されなかった。床面の下が地山の黄褐色シルト

質上層である。

(柱穴)発見されたピソトは22個であるが、柱痕と掘り方の区別のつくものはない。 Plは2個

のど、ソトの切り合いであるが、新旧の区別はできなかった。埋土の中にログロ使用の杯破片が

入っていたが、これは竪穴以後の新しいピ、ソトに伴をうものと思われる。鼠へ亡引よ配列関係に

やや規則性が認られ、深さも22cm前後で主柱穴と思われる。 R・蹄は束壁際に並び、深さも

約33cm位で他の住居跡にも見られ、出入口の柱であったと考えられる。以上P「蹄の6個のピ

ットがこの竪穴に伴をうピットと推定される。

(炉)検出されなかった。

(貯蔵穴)床面の北壁際にやや楕円形をしたP17がある。大きさは40×35cmで床面からの深さ

が22cmである。遺物は出土していをいが、位置の形態等から貯蔵穴状ビノトと思おれる。

(その他の施設)検出されなかった。

(年代決定資料)遺物で実測図に書けたものは4点で、杯(第21図59)土師器蛮(同60へ62)

と少か、。他に細片として非ロク口内黒杯・高台杯等の破片も出土しているがこの竪穴に伴を

うものか不明である。床面・貯蔵穴状ピソト出土の遺物はなく、住居の年代決定が困難である。

遺 物(第21図59へ62,第27表)

59:竪穴内北東部堆積土中出土のロクロ成形土不である。休部下端と回転糸切痕を有する底部か

らなる破片がある。浅黄橙色の硬質を杯で路上は緻密である。

60 :竪穴内北東部表土下の土師器小形賽で頚部と休部境に段を形成する。

61 :竪穴内北東部堆積土中出土の土師器聾の底部が突出している。
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1.黒榔色上層(黄色シルト渡り)

2.黒褐色土と茹色シルトの泥土層

3.瑛色シルト田(黒袖色シルト渡り)

4.黒褐色上層(合炭化物)

0 0.5 1

第8図 Bf30竪穴跡
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ー 西大畑遺跡-

62 :竪穴内北東部表土下出土の土師器聾の体部下半から底部の破片である。底部は突出し、下

面に木葉痕が見られる。

その他:堆積土やピ・ノト中から出土した土器細片は非ロク口内黒埼片、ロク口内黒埼片、ログ

ロ杯片、土師諸悪片、須恵器壷片、高台杯片等種々である。

第6表 B(30 住 居 跡 ピ ッ ト
一 覧

Pil博〕. Pl P2 P3 P4 Ps P6 P7 P8 P9 P10 P。 

深さ(調) 22 22 24 21 33 34 22 18 11 21 21 

傭∴考 
接合七郎捲 蜜ロケロ雄 

土師蕾蜜片 

PilNo. P12 P13 PIl P15 P16 P17 P18 PI9 P20 P21 P22 

深さ(m) 16 21 貰 霊 34 霊 65 17 23 31 34 

備 考 
土師程蜜 ログロ杯 

貯蔵穴 
土師詳蜜 ロタロ杯 

土師謡す! ログロ)不 高台‡ネ 

土師器褒 

B」3住居跡(第9図)

(遺構の確認)調査区中央やや北よりのBj3ダ)ッド周辺の表土を除去し、地山の黄褐色シル

ト質土居に適したところ方形をした黒褐色土の落ち込みを確認した。

(重複・増改築)北東より南西へ走る溝を切って住居を構築しており、その住居を新しい溝が

切っている。

(平面形・方向)平面形は隅丸方形で、方向(カマドの方向を基準)は南北である。大きさは

5.0×4.6mで、床面積は21.8正である。

(堆積土)住居内の堆積土は基本的には3層である。

第1層:黄褐色シルト質粘土層で、黒褐色土が混じる。カマド関係を除き竪穴全域に分布する

初期的を推積層である。

第2層:黒褐色土層で、褐色シルトブロックが渇じる。煙道北部から煙出し部の上部堆積層で

ある。

第3層:泥土層で、黒褐色土、褐色土、焼土、炭化物等の混じり合った層で、煙道から煙出し

まで続く。煙道部天井の崩落土その他の混合層と考えられる。

(床面)東壁北半の床面及び壁が溝により切られている。他は平坦である。あまり固い面をな

していをい。壁は床面から急角度で立ち上がる。保存のよい西壁、北壁では14-15cmの壁高で

ある。北壁中央にはカマドが、その東側に貯蔵穴状ピットがある。この地区は緩傾斜で南へ下

る地形をしており、北東から南西方向へ走る溝の北東部を埋め込んで床面としている。南西部

の溝は煙道南半から商流する港と接続し、埋土は黒褐色腐植土である。住居内排水用の溝と考

えられる。その他の床面は地山の黄褐色シルト質土居である。 13個のピットがある。

(柱穴)床面で確認できたビットは9個である。この中でPlへ鼠の4個のビットは竪穴の各辺
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一 四大畑遺跡-

に平行を方形に配置されており、主柱穴と考えられる。この柱穴ピットは直径16-20c調で、深

さは34へ45cmでほぼ垂直である。柱痕だけで掘り方はなく、打ち込み式の柱穴と考えられる。

(カマド)カマドは北壁中央を掘り込んでつくられている。カマドの袖の一部が残存している。

この袖は竪穴構築の際に予め掘り残して袖にしたもので地山の黄褐色シルト質土からなる。石

神は長さ22cm、幅25cm、高さ12cm、左袖は長さ35cm,幅14cm,高さ15cmである。煙道南半より

燃焼部を通って商流する溝があり、溝の上を2個体の土師器蜜の破片で覆って夫々床面として

いる。燃焼部は椿円形で浅い皿状を呈し、側壁が焼けて赤変し、甑がつぶれた形で残っていた。

煙道は水平に北へ1m程延び、深く掘り下げられた煙出しへと続く。

(貯蔵穴)カマドの東側に楕円形の皿状をしたピソトがある。大きさは100×60cmで、深さ27cm

である。内部には土師器蛮破片が少量あl)、暗褐色土が詰まっていた。

(年代決定資料)煙道から燃焼部にかすて溝の上を覆っていた土師器蛮2個体(23・ 24)、燃焼

部出土の長胴蛮形無慮式甑1個体(25)、床面出土の内黒丸底埼(22)がある。

遺 物(第17図22へ25,第27表)

22:非ログ口内黒丸底杯で、南西部床面出土である。底部内面は放射状に箆ミガキ後黒色処理

されている。底部外面は風化により不明。

23-24:土師器の非ロクロ長胴形聾で、休部中央がやや膨らみ、頚部に段をもち、口縁部が外

反する。煙道と燃焼部の溝を覆っていたもので、火熱を受けて赤変している。

25:長胴蛮形の無慮式の甑で、頚部に段を有する。燃焼部出土。

第7表 Bi3 住 居 跡 ピ ッ ト
一

覧

PilNo. Pl P2 P3 P4 Pら P6 P7 P8 P9 

深さ(ぐ肌) 38 34 43 車 10 19 は 10 13 

土 色 黒 禍色 黒∴褐色 黒 ㈱色 黒 靭色 暗 薄色 異 音勘色 黒 圏色 黒 脚色 黒 姻‖色 

上 作 シル上手7丁上 シル吊’i上 シ)し上質上 シ母上買上 シル上質工 シル吊Ii士 シル上質」二 シル上質上 シルi、質土 

備∴考 炭化物焼上 土師器纏帰● 

Bj56満l (Bj3住居跡北側溝,第3図)

北東から南西方向へ走る溝の上にBj3住居を構築し、住居北東部溝で人為的に埋めて北側を

西方で追回させて掘y)込んだ溝と考えられる。溝の幅は約50cm、深さ25cmである。この溝に廃

棄されたものと推定される多址の完形に近い土師器が出土した。(第18図32-39)

32-35:ログロを使用していをい杯である。 32は平底風の丸底内黒埼で、休部から口縁部へと

内野気疎くこたち上がる。内面箆ミガキ後黒色化し、外面底部は箆ケズリ後箆ミガキがされてい

る。 33・34は平底杯で 体部から口縁部にが†て直線的に外傾する。両面共に入念を箆ミガキ

後黒色化されている。 35は丸底の底部から内轡する休部・口縁部へと続くもので小形の皿状
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ー西大畑追跡-

U丁

L 黄褐色シルト質粘土層(黒褐色土が混じる)

2.黒褐色上層(樹色シルトブロック混じる)

3.混土居(焼士・黒褐色土・祖色土・炭化物)

4.暗褐色土田(褐色シルト小ブロック混じる)

5.黒褐色土居

第9図 BjO3住居跡
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ー 西大畑追跡-

である。内面箆ミガキ、外面底部は箆ケズリ後箆ミガキされる。

36-37:休部が球形で、休部と頚部境に段を有する土師器の聾がある。 36は非常に小形で、口

綾部楯ナデ、休部内面ハケメ、外面はハケメ後部分的に箆ミガキされる。 37は大形のもので、

口縁部、底部共に欠失している。器面風化著しく調整不明である。休部内面に粘土接合痕が見

られる。

38:土師器長胴形の聾である。底部は突出し、休部が上方に向かって開き、頚部境で段をなし

外反する口縁部へと続く。内面、外面共に風化磨滅が著しい。口縁部横ナデ、休部は外面ナデ

内面箆ミガキ痕が部分的に残る。両面共に巻き上げ接合痕が見られる。

39:土師器無慮式の甑で、長胴形蜜の底部を欠いた形を皇する。口綾部欠失。内面樹立のハケ

メ、外面縦位のハケメ痕が部分的に残るが、器面の風化磨滅が著しい。

Cc24住居跡(第10図)

(遺構の確認)調査区西側中央付近にて、 Ca21住居跡の南西隣のCc2471)ッド周辺にて方形を

した黒褐色土の落ち込みを確認した。遺構検出面は表土下の黄褐色シルト質土層上面である。

(重複・増改築)住居の西側を商流する溝によって切られている。又床面が数個のピットによ

り切られている。

(平面形・方向)住居跡の西側及び南側がかなり削平されている。このため全体の形は明確で

か、が、残存している部分から隅丸方形と推定される。方向(カマドの方向を基準)はほぼ南

北で、大きさは3.50×2.80mである。床面積は9.18品位と推定される。

(堆積層)住居内堆積土は非常に薄く1層である。黒色に近い暗褐色シル上質粘土で広く分布

する。住居廃絶後に掘られたピ・ソト頬の埋土は黒色腐植土である。

(床面)床面の南西部分は削平されてほとんど残っていれ、。保存のよい北側は多少の凹凸は

あるが平坦でしまっている。壁は床面から急角度でたち上がる。比較的保存状態のよい北壁や

東壁では12-13cmの璧高であるが、南壁・西壁共にほとんど残存しか、。北壁の西寄りにカマ

ドが構築されたものと思われ、その東側に貯蔵穴状ピットが検出された。床面はシルトと黒色

腐植土の泥土層が0.5cm位の厚さで部分的に残存しており、その下は地山の黄褐色シルト質土層

である。掘り方埋土はない。

(柱穴)住居内には13個のピソトがある。この内R・R・鼠,は非常に浅く単をる凹み程度のも

のと考えられる。 I㌔・ E・ PlO・ P12・ P13は竪穴堆積土上から確認されたもので、住居廃絶後の

ど、ノトと考えられる。 I弱ま貯蔵穴状ビットであり、 Pllはカマドに付属するものである。 Plと職

は配置の上で柱穴と考えられるが、これらと組み合うど、ソトがをいので柱穴に関しては不明を

点が多い。

(カマド)カマドと考えられるのは北壁西寄り部分であるが、燃焼部の痕跡は全く牽く、恥ニ
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一 四大畑追跡一

焼土が入っていた。堂外北方向に煙道部の底が長さ130cm、幅27cmで残っており、その先端に煙

出しのピソトPllがある。鼠lの深さは7c鵬程で底部が火熱を受けて3cm程の厚さで焼けており、

その下は煙出し部の掘り方埋土がある。

(貯蔵穴)北壁中央寄りに円形の恥がある。大きさは直径85cm位で深さ35cmである。内部には

焼土と土師器賽の細片1点が入っていた。

(年代決定資料)遺物は床面やピ、ソト内からかなり出土している。住居廃絶後のピソトも多数

あり、混入等も考えられる。 PlO(第19図40)、 R(同43)、鼠l(同45)出土の遺物が住居の使用され

た年代を考える上で有効な資料と考えられる。

遺 物(第19図40-49,第27表)

40・41: 40は新しいピソトPlOの埋土出土で、非ログロ内薫平底の杯。内外両面共に箆ミガキさ

れている破片がある。 41は床面出土の底部回転糸切の杯細片で、胎土は緻密であるが、赤橙色

の軟質を焼成で、混入と考えられる。

42:床面出土土師器の球胴形聾の体部下半から底部にかすての破片である。休部が大きく膨ら

み、底部がれずかこ突出している。

43-49:土師器で頚部に段を有する長胴形の賽である。 43・44は小形のもので、恥・ P,0の出土

で、 43底部には木葉痕が残る。 45は煙出しのnl、 46は恥出土で胴張りのする大形のもので、口

縁部は大きく外反する。 47-49は床面出土の底部破片である。

第8表 Cc24 住 居 跡 ピ ッ ト
一 覧

Pi(‰ PI P! P3 Pl P5 P6 P7 Pき P9 Pio PiI Pĩ Pi3 

-Ⅹさ くの) 
崇 27 7 14 5 25 15 25 8 高 7 1 7 

上色 黒褐色 黒褐色 黒褐色 黒褐色 黒褐色 黒褐色 黒褐色 暗櫛色 暗褐色 黒的色 黒褐色 黒褐色 黒褐色 

上帯 ルト買上 ルト質土 ルト質土 シl小質土 ル上質土 ルト買上 ルト買上 シルト質土 シルト質土 ルト質土 ルト質土 ル順土 ルト質土 

僧 与 

貯蔵六・ 土師呂妻 焼土 土師呂凄 

内黒埠 土師蓉喪 

Cc24遺構(第10図)

(遺構の確認) Cc24住居跡の西側に隣接して、同じCc2471)ッドに黒褐色土の落ち込みを確

認した。確認面は表土下の黄褐色シルト質土層上面である。

(重複・増改築)不明である。

(平面形・方向)南北方向の煙道と煙出しを残して他は失なわれている。竪穴住居のカマドに

伴をう煙道と煙出しと考えられるが、その他は全て不明である。

(堆積土)不明

(床面)不明

(柱穴)不明
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Cc24住居跡堆積層(F. G)

1.ピット埋土 黒褐色シルト質土

2.溝埋土 暗褐色シルト質土

3.住居跡堆積層 暗褐色シルト質土

Cc24遺構推積層(AへE)

l.煙出し 黒褐色シルト質土

2.煙道 暗褐色シルト質土

3.溝∴∴∴褐色粘土質シルト 焼土混り

0 0.5 1 2m

第IO図 Cc24遺構Cc24住居跡
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(カマド)南北に水平に延びる煙道と北端の煙出しだけが残る。煙道の南半は掘り込みによる

ものと思われ、底に溝を掘り、その上を土師器聾の破片で覆って煙道の底部としている。溝に

は焼土が堆積している。煙道の北半は地山の黄褐色シルト質上層をくり抜いて煙出しに続く。

煙出しは一段下がって深いピットとなり、焼土が堆積している。煙道・煙出し共に火熱を受け

た痕跡が観察される。尚この煙道底部の港はゆるく傾斜して南へ延びていく。煙道・住居内の

排水を意図しての構築と考えられ、 Bj3住居跡とよく似ている。

(貯蔵穴)不明

(年代決定資料)遺物がまとまって出土したのは煙道部からである。 (第19・ 20・ 21図50-58)

このうち51の回転糸助士補間片は混入と考えられる。その他は人為的に溝の上部覆いに使用され

た土師器で、住居の使用された年代を考える上で最も有効な資料と考えられる。

遺 物(第19・20・21図50へ58,第27表)

50・51 : 50は煙道出土の非ログ口内黒丸底杯の底部だけの破片である。器面は全て箆ミガキさ

れている。 51は煙道南寄りの出土糸切り底杯底部易の破片で、胎土は緻密で橙色の軟質を焼成

である。これは細片1片だけの出土で混入と考えられる。

52へ58:休部頚部境右投の土師器長胴護で、煙道溝の覆いに使用されたものである。 52は煙道

中央付近、 53は煙道の北部出土で、底部より口縁部に向かって開いていく深鉢様の小形の寒で

ある。 54は煙道北部、 55は中央付近、 56-58は南部付近出土で胴部中央が膨らみ、頚部がやや

すぼまって段を形成する長楕円形状の大形の護である。これらの蜜は縦割りにした破片を溝の

上に椀位に据置かれていたものである。

Bi62住居跡(第11図)

(遺構の確認)調査区北東部Bi65ゲ)ッド周辺で表土を除去、黄褐色シルト質土の地山に遷し

たところ三角形をした黒褐色土の落ち込みを確認した。

(重複・増改築) Bi68溝状土塊の北端を切って構築されている。現在の民家により北部が破壊

されており、残存部もかなり撹乱を受けている。

(平面形・方向)北部が破壊されて、南部が直角三角形状に4.5×3.8mの長さで残り、方形で

ある。方向は北東一南西を示すものと推定される。

(堆積土)堆積土は薄く、一層だけである。暗褐色シルト質粘土層で竪穴残在部の全域に分

布している。

(床面)床面は平坦を面であるが、あまり固く老い。床面から壁へは急角度で立ち上がり、壁

高は10cm前後である。大小7個のピントが検出された。貯蔵穴状ピソトや炉か、しカマドは確

認できなかった。床面と住居掘り方埋土の関係も不明である。

(柱穴)ピソトは竪穴内外合れせて7個検出された。床面全面が検出されていれ、ので配列
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第ii図 Bi62住居跡
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一 四大畑追跡一

関係は検討する事が不可能で柱穴に関しては明らかにする事ができなかった。

(その他の施設)確認されをかった。

(年代決定資料)床面南西部より土師器杯類が出土しているが、種々をものが混在しているよ

うに見受けられる。 (第17図26-29)土師器蛮(第17 ・ 18図30へ31)等も出土している。

遺 物(第17・ 18図26-31)

26へ29:床面出土の土師器丸底杯4個体である。 26は彩色されか、杯で 丸底から内轡する休

部へ続き、口縁部が「〈」の字状に外皮する。器面は両面共に磨滅著しい。 27は丸底杯の底部

破片で、内面にはハケメ痕が、外面はケズリやハケメ後に箆ミガキして、朱塗りをする。 28は

内黒丸底の杯底部破片で休部から口縁部にが†て大きく外反し、丸味をもった底部との境に

段を形成する。外面は休部箆ミガキ、底部箆ケズリ、内面は丹念を箆ミガキ後黒色処理してい

る。 29は内薫丸底f不の底部破片で、外面箆ケズリ、内面箆ミガキ後黒色処理している。

30:床面出土土師器長胴蛮破片である。体部下半から底部は欠く。胴部中央がやや膨らみ、頚

部との境に段を有し、口縁部が大きく外反する。大形である。口縁部は両面楯ナデ後内面を箆

ミガキする。体郡上半は両面ハケメ調整される。

31:休部が大きく球形に膨らみ、頚部ですぼまり段を形成する大形の土師器護である。両面共

に入念を箆ミガキがをされる。

第9表 BI62 住 居 跡 ピ ッ ト
一 覧

PitNo P) P2 P3 P書 P5 P6 P7 

深さ(cm) 20.5 30 10 5 14 5 20.5 

土 色 暗褐色 暗榔色 暗褐色 暗褐色 帰納色 暗鵬色 暗鶴亀 

上 作 シルト騎士 シルト質士 シルト質士 シル上質土 シル上質土 シルト質土 シルト質土 

術∴考 
土師器片 炭化物 

土師器片 
土師器片 炭化物 

4.掘立柱建物跡(第12・ 13図,第10表一第14表)

発見された掘立柱建物跡は7棟である。 4棟はほぼ同位置に重複し、建物の振れも同じであ

るが、規模においては2棟ずつが夫々近似するものと思われる。他の3棟は建物規模、振れ共

に異在る。 6棟は梁行と桁行が直角であるが、他の1標は歪んで平行四辺形に近い。

Be24A. B建物跡(第11表)

調査区北西部にある束西棟2聞× 4間の掘立柱建物であり、新旧2時期のものがほぼ同位置

同規模に重複している。更にこの位置に規模は異なるがBf21A. B建物跡が重複している。

Be24A建物跡は最も古い建物跡である。掘方の平面形は一辺約74cmの方形で現存する深さ

は46cm程である。壁はほぼ垂直に近く掘り方の埋土は黒褐色土に黄褐色シルトブロックが混じ

ったもので埋土中から土器片が出土している。次に建てられたBe24B建物の掘り方によって
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かなり破壊されており、柱位置のわかるものがなく、柱間寸法は不明である。しかしBe24B建

物の全ての掘り方がBe24Aの掘り方に含まれた状態で重複している事から、 Be24B建物の規

模に近似するものと推測される。

Be24B建物跡はBe24A建物跡を切る。又南側柱列束から3個の掘り方はBf21A. B建物に

よって切られる。東西棟2問×4間の建物で、東妻柱列の方向北で磁北より西へ405’振れてい

る。柱間寸法は梁行で6、3mこ3.15mX2、桁行は10mこ2.5mX4であり、 0.30m強を1尺とす

る10.4尺等間(梁行)、 8.2尺等問(桁行)の建物と推定される。掘り方はBe24Aのそれよりやや

小さく、 1辺57cm程の方形で、深さは約57cmとBe24Aよりやや深くなっている。掘り方底部の

高さは殆んど不揃いである。柱あたy)は直径25cm程である。掘り方埋土はBe24Aとほぼ似てい

るが、黄褐色シルトブロックがトさくをり汚れている。掘り方埋土内からは非常に多量の土器

片が出土しており、特に土師器蜜、ログロ杯、ロク口内黒土不が多い。

Bf21A. B珪物跡(第12表)

Bf21A. B建物はBe24A. B建物を切り、その中に入るやや規模の小さい掘立柱建物跡で

ある。建物方向の振れはBe24Bと全く同じで、南側柱列の柱筋はBe24A.Bとすっかり重な

る。東西棟2間×3問で、新旧2時期のものがほぼ同位置に重複している。

Bf21A建物跡はその古い建物跡である。柱の掘り方はBf21B建物の掘り方により殆んど壊

されており、平面形は直径約48cm位の歪んだ円形状である。現存する深さは22cm程である。埋

土は黒褐色土の中に黄褐色シルトの小ブロックが混入し、土器片も出土している。柱位置のお

かるものがをく、柱間寸法も不明であるが、 Bf21Bの全ての掘り方がBf21Aのそれに含まれ

た状態で重複している事から、 Bf21Bの規模に近似するものと思われる。

Bf21B建物はこの4棟の中では最も新しいもので、東西棟2間×3間の建物である。柱間寸

法は梁行で4.8m二2.4mX 2、桁行では7.99m=2.66mX 3であり、 0.30m強を1尺とする7.9

尺等間(梁行)、 8.8尺等問(桁行)の建物と推定される。掘り方は一辺57c肌程の方法のものと直径

52cm程の円形のものがあり、深さは48cmとBf21Aより深く、埋土は黒褐色土に黄褐色シルトブ

ロックの混渚したものを用いている。柱穴は直径21.5cm程の円形である。掘り方埋土は土師器

蛮片、ログ口内黒埼、ロクロ土不片が多量に入っていた。

Bh27建物跡(第13表)

Be24建物、 Bf21建物の南約1.4mにある東西棟2間× 5問の掘立柱建物跡で、東妻方向で磁

北に対し、北で約705’西へ振れている。柱間寸法は梁行で5.4mこ2.7m X 2、桁行で10.8mこ

2.16mX5であり、 0.30m強を1尺とする8.9尺等問(梁行)、 7.1尺等間(桁行)であったろうと

推定される。掘り方は一辺約61c調の方形で、深さは47cmである。掘り方底面i帥ま大体同じであ

る。柱穴は直径22cm程の円形である。掘り方埋土は黒褐色土に黄褐色シルトの小ブロックが混
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ー 西大畑追跡一

滴したものを用いている。埋土内田土遺物は土師諸悪、ログ口内黒埼、ロクロ杯、高台塚等の

破片で、西安及び北側柱列に特に多蓮に混入していた。

Ca21建物跡(第14表)

Bh27建物跡の南4.3m程(こある東西棟2間×3間の掘立柱建物で、束妻方向で磁北に対し、

北で約5o5’東へ振れている。 Ca21竪穴住居跡を切って建てられている。柱間寸法は梁行で4.15

m=2.075mX 2、桁行で8.85mこ2.95mX 3であり、 0.30m強を1尺とする6.8尺等間(梁行)、

9.7尺等問(桁行)であったものと推定される。柱掘り方は一辺40cm程の方形のものと直径43cm程

の内形のものがあり、深さは31cm程現存する。掘り方底面高は大体同じである。柱穴は直径2l

cm程の円形である。掘り方埋土は黒褐色土に黄褐色シルトブロックが混宿したものである。掘

り方埋土内出土遺物は非常に少なく、土師器聾、須恵器杯の破片で、北側柱列より出土してい

る。

Ce65建物跡(第10表)

調査区東端のやや南寄りにある東西棟1問× 3問の掘立柱建物跡で、東妻方向で磁北に対し、

北で約1305′西へ偏している。この建物は梁行と桁行が直角でなくやや歪み、平行四辺形の形状

である。柱間寸法は梁行はl問で4.4m(14.5尺)、桁行7mこ2.33mX3であり、 0.30cm強を1

尺とする7.6尺等間(桁行)の建物と推定される。柱掘り方は一辺33cm程の方形のものと直径35cm

程の円形のものがあり、深さは40cm位現存する。掘り方底面高は種々である。柱穴は直径14cm

位の円形で非常に小さい。掘り方埋土には暗褐色土に黄褐色シルトブロックの混清したものが

入っており、出土遺物は皆無である。建物跡の柱掘り方に囲まれた内側から土師器長胴蛮4個

体分(頚部右投、底部木葉痕、器面ハケメ・箆ミガキ)と球胸糞1個体分(器面ハケメ)が出

土した。

第10表 Ce65堀立柱建物跡柱掘り方一覧

PitNo. 

上端標高 下場標高 深 さ 柱掘り方 ・辺・直径 
舶 り 方理 工 

付言㍉たり 捕り方埋上混入物 

〈m) (m) (ぐm) 幸i面 形 (c爪I 偉 くぐm) 再出・:は破片放〉 

Pi 61.76 61.28 48 方 形 40 
i常鞘 の混そ 十・損仏)色上 上 

主1 

P2 6l.71 61.21 50 方 形 34 
i高松) の混i 

・英仏)色上 
14 

P3 6上65 6上14 51 用 形 35 
時鞘 の波子 

・賞悶色上 
仁〕 

P4 6上55 6上09 46 方 形 21 
帰因色 の混話 I 

二・煩悶色上 
上† 

P5 61.56 61.22 34 用 形 3了 
昭弘)色 了、.星言古 

二・粧‡神色上 
1」 炭化物少量 

P6 61.49 6上06 43 方 形 33 
申告封色上・損薄色上 の混諦上 

14 量化物少量 

P7 61.41 61.08 33 ii」形 34 
暗樹色 の満子√ i 

二・異聞色上 
14 

P8 61.30 61.09 21 方 形 34 
i高槻色 の.点.∴左 i 

・揖測色上 
1工 
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第II表 Be24A.B堀立柱建物跡柱掘り方一覧
(A一旧、B-斬、空白は不明) 

P剛o. 
上端標高 下端標高 深 さ 

平面形 
辺・径 

埋 土 
柱当I) 

埋土混入土器(数字は破片数) 
(m) (m) (c爪) (cm) 径(聞) 

PIA 62.21 61.62 59 方形 105 

黒褐色土黄 褐色土混鴻 

土師器裂3、ログ口内果杯2、須恵器埠1 

PIB 62.21 6l.48 73 方形 65 II 土師恭賀3、ログ口内黒埼2、須恵器杯1 

P2A 62.24 61.56 68 方形 84 り 

P2B 62.24 61.51 73 方形 43 り 土師器袈12、ログロ内典杯1、土師即手4 

P3A 62.17 61.81 36 方形 70 当 
土師器疲2 ロタロ使用 

ログ口内果杯1 非ロタロ

内異称∴∴∴∴3 槽持1鵜系励蹄2 土師顎1鱒議杯1 

須恵詣袈1 A3B 62.17 61.56 61 方形 49 り 3l 土師詣袈2 

P4A 62.10 61.60 50 方形 67 り 土的詰襟1 
非ロタロ

ロタロ榎田 土師器杯1内黒杯1 土師器蛮4 

P4B 62.10 61.48 62 方形 44 中 25 

P5A 62.10 6l.50 60 方形 64 II 

土師器袈 7 

P5B 62.10 61.40 70 方形 45 II 25 

独悪話中1 

P6A 縄文片1 非ロタロ ロタロ 

内黒埼 1 内男手 3 

P6B 62.20 61.66 54 方形 92 II 33 

土師器袈 8 須恵系赤規杯∴4 

須恵器埠 1 

P7A 62.14 61.89 25 方形 62 II 

小形手掛〕∴1 非ロタロ ロタロ使用 

雑綜∴‡∴∴∴i紺片 3 内耶 8 

′」彫手捏ね1 須恵器卑 し 

P7B 62.14 6l.66 48 方形 47 II 20 

非ログロ

ロタロ使用 ∵∴十㌦∵
千言言 

P8A 

P8B 62.20 61.61 59 方形 70 II 

非ロタロ ロタロ使用 

土師器杯 2 内薫埠 55 須忠系赤枝埠 55 

土師詰貸 58 須恵器杯 6 独悪器袈 4 

P9A 

P9B 62.25 61.78 47 方形 70 甲 20 

非ロタロ ロタロ使用 

土師器袈 22 内薫埠 9 

PlOA 62.20 61.92 28 方形 71 II 

非ロタロ Bf21遵物Pit8と混合 

土醒2 非議 2口誤用12 

PlOB 62.20 61.74 46 方形 46 当 
非ロタロ ロク晒 圭綴13圭擬描! 
土師鞭3 親、擁騨1 雅語袈 2 

PllA 
Bf21趣物P9と混合 

井口タロ ロタロ使用 

宋聞手 1 内黒杯 40 

P=B 62.24 61.91 33 方形 58 中 

非ロタロ

ロタロ使用 棚2碑石!畿古土飾付1 土師誌袈5 
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第12表 Bf21A.B掘立柱建物跡柱勘)方一覧
(A鵜旧、B-新、空。くま不明) 

PitNo. 

上端標高 下端標高 深 さ 

平面形 
辺・径 

埋 土 
柱当I〉 

埋土混入土器(数字は破片数) 
(m) (肌) (cm) (c肌) 径(ぐの) 

PIA 

PIB 62.22 61.60 62 方形 62 

黒褐色土黄 褐色土混滞 

非ログロ ロタロ使用 

土師器凄 2 内男卑 3 

狽恵系赤筑杯 3 

P2A 62.25 62.00 25 円形 48 中 
非ロタロ ロタロ使用 

内勤者 1 内薫杯 1 

P2B 62.25 61.83 42 円形 42 甲 22 

土師器袈 3 狽忠黒木鮮卑1 

土師即事 1 

P3A 62.24 62.04 20 円形 
ロタロ使用 

内共時 1 非ロタロ ログロ使用 
土師鞘1 土師満杯1 間中∴4 

P3B 62.24 6l.82 42 円形 50 り 21 

土師器蜜 了 須恵器埴l 

ロ露欝,
ゴー師硝7 

P4A 62.22 円形 非ロタロ ロタロ使用 

土師護持1 上師的不 12 

P4B 62.22 61.78 44 方形 58 II 

内勤手 l 魚心糸本館埠10 

土師詰蛮∴8 

P5A 

P5B 62.17 6l.81 36 円形 64 II 22 

非ロタロ ロタロ借用 

内部者 1 和将高砂不 4 

土師器填 9 

P6A 

P6B 62.20 61.47 73 方形 60 中 18 

非ロタロ ロタロ使用∴内豊中 1」 

土師誌袈13 独忠海母 3 

土師置く 9 

P7A 

P7B 62.26 6l.79 47 方形 48 II 2l 

北口タロ 対海事∴l ロタロ使用 

内豊年 l 内黒埠 10 

土師謁袈 6 土的†卑∴8 

P8A 

Be24趣的跡PlOと混合 

P8B 62.24 6l.81 43 円形 50 II 27 

P9A 

非ロタロ ロタロ醐
Be2他物輔11と《蛤 

P9B 62.25 61.80 45 円形 55 lI 20 土師器蜜 9 内薫母∴∴∴3 

鮎諸本偉材1 
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表 PitNo. 

上端標高 下端標高 深 さ 
平面形 

辺・径 
埋 土 

柱当I) 
埋土混入土器(数字は破片数) 

(m) (m) (cm) (e調) 径(ぐ加) 

第 i3 表 Bh 27 掘 立 

Pl 62.19 6l.79 40 方形 75 

黒褐色土黄 褐色土混鴻 

非ロタロ ロタロ使用 

土師詣袈 3 土師器埠 3 

内典母 2 

P2 62.13 6l.79 34 方形 56 り 

非ロタロ ロタロ使用 

土師器棟16 碩忠器埠 8 

P3 62.19 6l.55 64 方形 55 II 22 

非ロタロ ロタロ使用 

水冷卑 1 内部不 2 

土師器袈 23 

P4 62.22 6l.61 6l 方形 65 り 

非ロク口 内基材 1 

土師器袈18 

+中子∴∴) 

P5 62.23 61.75 48 方形 62 り 23 

北口タロ ロクロ使用 土師即{10 

土師詣袈10 独忠器埠1 
高台雄 1 

P6 62.24 6l.73 51 方形 58 り 22 

非ロタロ 土師器埠∴) 

柱 巾申子∴) 

建 物 跡 柱 

土師器擦 2 

P7 62.19 61.70 49 円形 47 当 

非ロタロ 撫糸丈 1 ログロ植田 内薫埠∴∴3 

内規杯∴4 土師即す 63 

土師器填18 高台埠 4 

P8 62.15 6l.72 43 方形 60 り 26 

井口タロ 

掘 り 方 

土師諸費 8 

P9 62.18 6l.84 34 方形 58 り 16 

非ロタロ ロタロ使用 塙即事∴4 
土師器袈 9 土師御幸 2 

覧 表 

鮎点勘不1 

PlO 62.21 6l.81 40 方形 60 II 

P= 62.25 6l.62 63 方彬 60 II 25 

ブレイク 1 

聖 土師器棋 7 

白 は 不 明 

触丈∴∴∴2 

P12 62.20 6l.75 45 方形 83 II 

P13 62.24 61.77 47 方形 62 lI 

北口タロ 内熟年 1 ロタロ使用 

鮎糾手∴l∴∴∴土師絢子 3 

土師器模 23 

P14 62.24 61.79 45 方形 60 中 22 

北口タロ ロタロ憶用 

土師器燦 5 相生指母1 

第 i4 表 Ca 2i 掘 立 

Pl 62.26 6L80 46 円形 52 

黒褐色土黄 褐色土洗濯 

19 

P2 62.15 6l.77 38 円彬 44 II 

非ロクロ 

米華不 1 

土師器察 2 

P3 62.23 61.88 35 方形 4l II 22 

P4 62.02 61.72 30 方形 40 申 27 

非ロタロ ロタロ使用 

彊 物 跡 緩 り 方 覧 表 空 。 は 不 明 

土師器袈 Z血蛸蹄1 

P5 62.24 61.94 30 円彬 36 II 

P6 61.98 6l.80 18 方形 32 り 20 

P7 62.22 6L78 44 方形 43 II 23 

P8 62.10 61.90 20 円形 42 II 21 

P9 62.13 61.89 24 方彫 42 り 23 

PlO 6l.93 61.59 34 方形 42 中 20 
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第i5表 南西部遺物包含地出土遺物一覧表(数字は破片数)

各 層 

剥 縄 
非 口 

非 口 

土 i 

非 口 須 恵 

口 ク 

口 ク 

ロ 

計 

片 石 

文 弥 

ク ロ 非 

ク ロ 製 紡 

タ ロ 土 

器 壷 

口 高 上ヽ 

口 内 
ク 口 

内 内 
鍾 師 長 

暴 
杯 

器 生 黒 埼 黒 埼 車 器 薬 頚 瓶 「I 埠 杯 BI頼 BII舶 

Ia 

l 1 60 19 1 17 

99 ● 

I 

1 63 6 2 

72 7% 

Ib 

30 23 l 7 14 

75 7% 

II日 

4 5 l 150 38 21 30 125 

374 33% 

II 

l 2 5 268 20 6 40 122 

464 41% 

IIし 

1 3 2 21 7 l 3 

38 3% 

計 
2 7 3 14 1 592 113 29 78 283 1122 

0.2% 1% 0.3% 1% 0.1% 54% 10% 3% 7% 25% 100% 

一十し=61.4m

0 0.5 1 2m

第I4図

屑 位 土 色 土 性 備 考 

Ia(耕作土) 灰 褐 色 砂 質 土 粘性なし 

Ib 灰 褐 色 砂 質 土 よくしまり固い 

Ic (構) 灰 褐 色 粘土質土 よく しまる 

II 暗∴褐 色 粘土質土 

III(他 山) 褐 色 粘土質土 

第i4図 南西部遺物包含地層位図(南北献血園)
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5.南西部遺物包含地(第14図・第15表)

南西部遺物包含地はCj33Da33-Cj27Da27ゲ)ッドの約50n了の範囲で更に西方へ延びる。

この地区は北の崖面を境にして北方の遺構構築面がある段丘縁部より1m程下がった沖積地の

平坦地で、その南が更に崖となり一段下がる。新しい溝が東西に走るほかは遺構は皆無で、遺

物だけが分布する。遺物包含層は第I層から第Ⅱ層までで、第Ⅲ層は地山である。第I層はIa.

Ibの2つの層に細分される。 Ia層は灰褐色砂質土の表土で、耕作を受けており、遺跡全体に分

布している層である。 Ib層はIa層と似ており、固くしまっているが基本的にはIa層と同一層

である。 Ic層は灰褐色粘土質土で新しい溝の堆積土である。 II層は暗褐色粘土質土である。 Ib

層・ Ⅱ層はこの地区にのみ、南にゆるく傾斜して堆積している。

各層よりの出土遺物は第16表の如くで、縄文時代の遺物から平安時代のものまで総破片数に

して1、122片である。第16表各層欄のI層はIa層とIb層の中位を意味する。 ⅡUはⅡ層の上位、

ⅡしはⅡ層の下位を、 Ⅱはその中問を意味する。

Ia層出土は縄文からロクロ使用の杯まで99片で 全体の9%とごく少量である。この中では

土師器の蛮類の破片が60片で大半を占め、次に須恵器壷・長頚瓶19片、ログロ杯17片である。

I層出土は非ログ口内黒杯からログロ杯まで72片で、全体の約7%と少量であり、土師器蜜が

63片を占める。 Ib層出土は土師器蛮30片からログ口端まで75片で7%と非常に少か、。 Ia.

I ・工b層と合わせると246片出土で全体の約22%である。

Ⅱ層上位のⅡU層出土は374片(33%)と多量で、土師器蛮150片、ログ口端125片、等である。

中位のⅡ層出土は464片(41%)で、土師器饗が268片と約6割を占める。 Ⅱ層下位のⅡし層出土は

38片(3%)と最も少なく怠り、この中でも土師器蜜が21片を占める。尚ⅡU・ Ⅱ ・ Ⅱし層全体で

は876片で80%である。

遺物包含地出土遺物1,122片の中で最も多いのは土師器蛮592片(54%)で半数以上を占め、

次がロクロ杯283片(25%)である。その他多却こ出土しているものはログロ使用による土器類で

ある。

Ⅴ 遺物包含地その他の出土遺物

1.縄文・弥生土器片(第27図228へ233,第16表)

調査区出土の縄文・弥生土器片は47片である。出土地は南西部遺物包含地7片、 Bf15溝6片、

Cc24住居内1片、 Bf30住居内2片、北西部ピット群26片、表土5片である。遺構に直接伴を

うものはなく、器面・断面共に風化磨滅した休部細片である。この中から比較的磨滅の少ない

6片の拓影図をとり上げる。 218は縄文の節が大きく、胎土に植物繊維が多量に含まれ、早期末

から前期初頭頃のものと思おれる。その他は地文に縄文が1点、撚糸文が3点である。 228はロ
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縁部破片で、箆ミガキ後二条の平行洗練による連孤文を上段に、下段には半単位ずらして相対
①

する形の連孤文を、頚部に二条の平行沈線がめぐり、佐倉河常盤遺跡出土のものに類似する。

① 伊膿信雄「岩手県佐倉河村発見の弥生式遺跡」(古代学第3巻第2号 昭29)

第16表 縄文・弥生土器片観察表(第27図228-233)

図版 出土地 部位 外 面 内面 船 上 焼成 色 調 備考 

228 Bfg30I H綾部 二条平行洗練運孤文 ミガキ 緻密砂粒少址混入 やや硬質 (こぶい褐色 弥生 

229 Cj27Da27nU 休 部 撚糸文(R)縦走 不 明 粗砂粒混入 やや軟質 灰 色 

230 Bhi24工 休 部 撚糸文(R)縦走 ミガキ 砂粒少址混入 やや硬質 にぷい橙色 

231 Bn5潅 体部下半 撚糸文(R)約定 不 明 砂粒少址混入 やや硬質 にぷい橙色 

232 不 明 休 部 単節縄文しR 不 明 緻密砂粒少址混入 やや硬質 褐∴原 色 

233 Cc24住床 休 部 単節縄文しR 不 明 繊維含砂粒混入 やや硬質 橙 色 縄文 

2.剥片石器(第27図217-227,第17-19表)

当遺跡出土の石器は剥片石器で11点である。調査区西半に稀薄に分布しているもので、溝状

土塊埋土中より石鍛1点、溝より4点、その他6点等である。 Bj3住居跡北西部の溝よりは3

点の出土である。石器の種類は、石鍍4点、石錐1点、不定形石器6点等である。 217へ219は

二等辺三角形状の無墓石銭で、 220は柳葉形のものである。 222-227は形態的特徴を捉えにく

く、一括して不定形石器とした。 222は先端に刃部としたもので石箆状石器に類似する。 223・

224は円形で多辺に刃部を有するもの、 225 ・226は中軸で直交する縁辺に刃部を有するもの、

227は下半を欠失した剥片石器である。 223-227は削器や掻器に相当するものと思おれる。

第17表 石 銭 観 察 表(第27図217へ220)

図版 出土地 基

部 えぐり度 

尖頭部ふくらみ度 

尖頭部 先端角 大き∴さ (長さ×旧) (mm) 

皮脂指数 
重出 (9) 

石 材 
R し 平坪 

217 Bj27Ca27Ⅱ -12 7 14 10.5 440 18×13 138 0.8 鉄石英 

218 Cj27Da27Ⅱし 12 2 2 2 330 32×19 168 1.5 硬質凝庚質泥岩 

219 Cb3溝 7 6 5 5.5 200 48×20 240 3.9 硬質様様質泥岩 

220 Bi30溝状土塊 3 3 3 230 48×10 480 2.0 硬質頁岩 

第18表 不定形石器観察表(第27図222-227)

図版 出 土地 打面調整 a面調整 b面調整 
長さ (mm) 幅 周回 重出 (9) 

石 材 備 考 

222 Cc24溝 打面除去 全体調整 一辺調整 58 34 28.5 硬質凝原質泥岩 

223 Bj6潅 打面残 全体調整 無,調整 23 23 4.4 黒 潮 石 

224 Cj33Da33Ⅱ 打面残 一辺調整 ふ-辺調整 36 29 5.9 泥質庵原岩 

225 表 採 打面除去 一辺調整 一辺調整 26 35 9.2 黒∴極 右 

226 Bj27Ca27I 打面残 一辺調整 無調整 36 41 9.1 硬質凝灰質泥岩 周縁部分的板紙 

227 Bh6I 打面残 一辺調整 一辺調整 (35) (35) (10.9) 硬質頁岩 下半欠掘 
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第19表 石 鎚 観 察 表

図版 出土地 維部断面形 継親角度 維部長同調) 長さ(軸) 帳(mm) 重出(9) 石 材 傭∴奮 

221 Bi3溝 菱 形 80o 6 35 26 12.3 黒 糊石 

3.土師器内黒双耳坤(第21図72・ 73)

内薫双耳杯の耳部に草体部の一部が付着した破片が2点出土している。遺物包含地のCj33グ

リッドⅡ層(72)とDa30ゲ)ッドⅡ層下位(73)からの出土で、隣接ゲ)ッドの同じ層からの出土

である車から同一個体のものかもしれない。 72の耳部は長さ2.3cm,幅2.5cm、厚さ0.9cm. 73

の耳部は長さ2.4c肌、幅2.4cm、厚さ0.7c肌、共に胎土は精良で砂粒少量混入し、やや硬質の焼

成であり、色調は72が淡赤橙色、 73が淡黄橙色である。土不休部内面は箆ミガキ後に黒色処理さ

れているが、外面は不明である。耳部はハケメの痕跡が部分的に見られるが、磨滅により他は

不明である。端部と耳部の接合痕も観察される。

4.土製紡錘車(第26図213)

南西部遺物包含地Cj30Da307')ソドII層上位より1個出土している。器面がかなり破損磨

滅しているが、ていねいに箆ミガキされた痕跡が部分的に残っている。形は円錐台形で、上径

3.1cm,下径5cm、厚さl.8cm,貫通孔は直径0.6cm程である。胎土は少量の砂粒が混じるが緻

密でやや硬質を焼成であり、淡橙色をしている。

5.直 刀(第26図215・216)

刀は2点の出土である。 215は刀身部分の破片で Bg27ゲ)ッド表土下よりの出土である。

現存長は5.4cm、刃より棟までの長さ2.7cm、棟の厚さ3.5爪調である。棟は角棟で、鏑が観察さ

れないので平造りの直刀であったものと推定される。 216は刀身と茎からをるもので、 Bf30グ

i)ッドの表土下よりの出土である。刀身は鋒寄り部分が欠損し、現存長8.9cm、刃先より棟まで

の長さ2.2cm、棟の厚さ4mmである。 215と同じく角棟で 錆のか、平造りの直刀である。茎は

普通形で9cmあり.木質部が部分的に残っており、目釘穴(径5.5mm)も観察される。棟と茎の

境に段のある棟区が観察できるが、刃区は錆のため不明である。

6.古 銭(第26図214)

古銭は永楽銭(銅銭) 1枚がBブロック表土から出土した。表裏共に緑青が付着し、「通」字

部分が欠損している。大きさは直径2.5cm,厚さ1.5mm、縁の幅1.5mm、郭幅0.5mm、穿は1辺5.5

mである。表面に他の古銭の破片が少量付着していた。

7. ‡不とその分類

上村ま成形、話形、調整、色調、硬度等の相違を特徴としてとらえ分類する。杯A類は成形・

調整等にログロを使用せず、底部は平底や丸底のものである。器面調整は仕上げに箆ミガキを

行ない、その他に朱塗りや黒色処理されるものもある。軟質を焼成で浅黄橙色のものが多い。
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杯B類はロクロ成形の杯で、 BI類はロクロ成形内面箆ミガキ後黒色処理の行をねれるものであ

る。杯A類BI類は硬度・色調共に土師器の焼成である。 #BⅡ類はロクロ成形非内黒の杯であり、

硬度・色調等において種々であるので土師器・須恵器という表現を用いない。

A言丸底で、丸味をもった体部が口縁部まで立ち上がるものや、口縁部がくびれてやや外反す

る杯。調整にはハケメやナデが施され、箆ミガキ仕上げのものや朱塗りのものもある。

A2:丸底で、口縁が大きく開き、口縁部と休部境には稜線(段)がある。内面は箆ミガキ後黒色

化される。外面は休部横ナデ後箆ミガキし、底部は箆ケズリされる。

A3:丸底から休部口縁部まで丸味をもって立ち上がり、休部に洗練のめぐるものもある。内面

箆ミガキ後黒色処理され、外面も箆ミガキで仕上げている。

A4:平底で、体部から口縁部までが直線的に外傾する。器面は両面共箆ミガキされ、内面又は

両面黒色化される。

A5:小形の手捏ね土器であるが、ここに一括して入れた。底部は丸底風で、器形は鉢形である。

口縁部に桟ナデの痕跡が部分的に見られ、他は指頭でおさえながら器面を整えている。

BIa :ロクロ成形、内面箆ミガキ後黒色処理の杯で、底部下面が手持ち箆ケズリされる。

BIb :ログロ成形、内面箆ミガキ後黒色処理し、底部回転糸切り無調整の杯。

BⅡa:ログロ成形、非内薫の坊で、色調は灰色や灰白色を呈し、硬質を焼成である。底面は箆

切と糸切りのものがある。

BⅡb:BⅡaの中で、軟質をものであり、箆切りと糸切りのものがある。

BⅡc :ログロ成形、非内黒の杯で、にぷい橙色や淡橙色の硬質をものである。底面は手持ち箆

ケズリ、箆切り、糸切り等のものがある。

BⅡd : BⅡcの中で軟質を焼成のもので、全て糸切りである。

BⅡe :ロクロ成形、非内黒の杯で、焼成は浅黄橙色の軟質をもの。全て糸切りである。

遺物包含地その他出土A類杯(第21図63へ71)

非ログ口の端で住居跡外出土の9点である。 65は内崇高杯であるがl点だけなのでここに入

れた。この高的よ溝埋土中出土で、休部に軽い段を有し、脚部の裾を欠いている。 63は小形手

捏ねの土器であり、 64は両面朱塗りの丸底杯で接合により完形に近いものである。 66-71は内

黒丸底坪で、休部に段や沈線状の榎を有するもの。器面調整は種々であるが、大半は両面箆ミ

ガキ仕上げである。 65の高杯を除く他の8点は調査区西寄りからの出土で、遺物包含地から3

点出土する。 64を除くと全て破片であり、反転復元実測したものである。

遺物包含地その他出土B重類杯(第23図110へ119)

ログロ使用、内面黒色処理の杯で実測図に書けたものは10点である。いずれも破掘品で

住居跡出土のものは皆無である。口縁部から底部まで実測できたもの3点、他の7点は口縁部

- 169
-



一 四大畑追跡一

或いは底部欠損のものである。出土地区別に見ると7点が遺物包含地出土で、器面・断面共に

磨滅、黒色の脱色等があり、廃棄後幾度も動かされたものと思われる。 3点は北西部ピ、ソト群中

のピット内出土である。これ等の杯の器高は4.6へ4.8cm.口径は12へ13.5cm、底径は4.8-6.9

cmの範囲内にある。底部下面は手持ち箆ケズリ4点、糸切り3点であり、他は不明。

遺物包含地その他出土BⅡ類‡不(第24 ・ 25図120-196)

ログロ成形、非内黒杯類で破片が大半を占め、 77点の実測図を作製。住居跡に伴をっての出

土は皆無である。南西の遺物包含地より62点(81%)が集中して出土し、各層よりの出土はIa

層3点、工b層4点、 Ⅱ層上位35点、 Ⅱ層中位12点、 Ⅱ層下位8点である。 Ⅱ層全体出土は55点

である。北西地域のど、ノト群中より14点(19%)が出土、この内訳は表土3点、ピソト埋土中11

点である。これ等の上村ま全てロタロ右廻しによる成形であり、底部切り離し技法は回転糸切り

66点(86%)回転箆切り8点(10%)で、手持ち箆削りにより不明2点(3%)磨滅により不明1点

(1%)である。

第20表 BⅡ類‡不図版説明集計表

類 出土点数 底 部 下 面 底 径(c州) 

BⅡa 
12点(118へ129) 回転箆切り 1点 

6.0-6.8 
15% 回転糸切り 11点 

BⅡb 
12点(130へ141) 回転箆切り 3点 4.8-7.4 

15% 回転糸切り 9点 (5.9へ6,8に集中) 

BⅡc 
17点(142-158) 

23% 

手持ち箆削り1点 回転箆切り

5点 回転糸切り11点 

4.4-7.2 

BⅡd 
13点(159へ171) 回転糸切り 12点 4.6-7.0 

17% 不 明 1点 (4.6-6.0に集中) 

BⅡe 
23点(172-194) 

固転糸切り 23点 
4.0へ6.4 

30% (4.0へ5.0に集中) 

第21表 遺物包含地杯B類各層出土状況(実測図に空けたもの)

各 珂BI 杯BⅡa 珂BⅡb 杯BⅡc 杯BⅡd 杯BⅡe 

暦 
(ログロ成形内柴) (ログロ成形井内黒) (ログロ成形非内薫) (ログロ成形非内黒) (ロタロ成形非内薫) (ログロ成形井内黒) 
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I 
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Ⅱし 回転糸切り) 1 

回転箆切り1 回転糸切l)2 

回転度削り

2 回転糸切y)2 
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一四大畑遺跡-

8.土師器壷・塞・抽とその分類

壷の口縁部及び休部の話形によりA ・ Bの2類に分類する。全てログロは使用していない。

壷A :口縁部が粘土貼付により折り返し状の段がつき、外面に稜がめぐる複合口縁のもの、

口縁部は外傾し、頚部は外傾気味かやや直立する。休部以下は接合資料が牽く不明であるが、

頚部のすぼまり方から球形と推定される。口綾部に楯ナデの痕跡が残る。

壷B :単純口縁で短かい口縁部が「く」字状に屈曲して外傾する。休部は球形であるが、体部

下半を欠く。外面と口縁部内面は入念な箆ミガキの後朱塗りされている。

聾は話形上の特徴からA-Cの3頬に大別される。頚部の段・大きさ・最大径の位置・器面

調整等により細分される。全てロクロは使用していない。

蛮A :台付蜜で1点だけの出土。脚台の部分のみで他は欠失している。内面に指頭ナデ痕。

蛮B :口縁部外反し、休部球胴形の蜜。大小・頚部段の有無により細分する。

B言頚部に段のない大形の聾。口縁部楯ナデ、休部箆ミガキされる。

B2:頚部に段のある大形の塞。口縁部横ナデ、休部箆ミガキされる。

B3:頚部に段のある小形の嚢。口縁部椋ナデ、休部ハケメ後横ナデされる。

蛮C :口縁部外反し、休部が長胴形の聾。頚部段の有無、最大径の位置により細分する。

Cl:頚部に段がなく、頚部から口縁部にが†てゆるやかこ外皮する小形な輩。

C2:頚部に段を有し、最大径が口縁部にある大形小形の蜜。口縁部椋ナデ、休部箆ミガキ。

C3:頚部に段を有し、最大径が体部中央にある大形の饗。口縁部楯ナデ、休部箆ミガキ。

甑は長胴形大形聾の底部を欠いた形の無慮式のものでハケメ調整のものと箆ミガキ調整の

ものがある。

満その他出土土師器壷・壷(第22図74-88)

これら15個体の土器は調査区北西部よりの出土で、全て破片であり、器面・断面の風化磨滅

が著しい。出土地は溝埋土中より7個体、表土より4個体、 Pit中3個体その他1個体で、溝埋

土中出土が約半数を占める。壷A類は当遺跡内から3個体(74へ76)たけの出土で、複合に縁を

もつものであるが、 74は甑かもしれない。 77は台付賽の脚台部だけで上部は不明であるが、 74

へ77の4点はBj3住居跡の北西部溝とその付近出土であり、胎土・焼成・色調共に似ている。

78は内湾気味の口縁部と体部上端からなる破片で、比較的硬質をものである。 79-82は底部と

外方に開く休部下端からをる破片で球胴形の聾である。 81の底部下面には木葉痕が残る。 83へ

88は長胴形の聾である。 83は直立気味の口縁と胴膨みの休部上半からなる破片で84は大きく

外反する口縁と膨んでいく体郡上半からをる破片で、共に頚部休部境に段を有する。 85へ88は

長胴形聾の体部下半と底部破片で器面はナデやハケメ後に部分的に箆ミガキされている。 85

と88の底部下面に木葉痕が見られる。
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9.高台‡不と分類(第23図89へ109)

ログロ成形で付高台であるが、焼成は軟質で灰白色や浅黄橙の色調の土師質のものである。

胎土は石英粒・砂粒等若干含むが一般に緻密である。軟質をため残存状態は非常に悪く、器面

断面共に磨滅しており、士不底部と高台部の残存するものが大部分で実測図に書けたものは21個

体分である。北西部ビット群中のピソト内から5点(24%)、南西部遺物包含地のDaゲ)ッド付

近から16点(76%)の出土である。遺物包含地出土状態はIa層1点、 Ⅱ層上位12点、 Ⅱ層中位3

点で、凡そ高台瑠まⅡ層の上層部出土と考えられる。高台の高さは0.7cmへ2.5cmの範囲内にあ

るが、 0.7-1.6cmの範囲のものが多い。高台底径は4.3へ9.2cmの範囲にあるが、 5.0-6.2onの

範囲に集中する。高台端部及び色調、硬度等を特徴として分類する。遺構伴出は皆無である。

Ia :高台端部が丸味を帯び、色調は灰白色や浅黄橙色、軟質を焼成である。(89-100)

Ib :高台端部はIaと同じであるが、色調はにぷい橙色で、焼成不良のやや軟質をもの。(101)

Ⅱa :高台端部が肥厚して面をなし、色調は浅黄橙で焼成不良の軟質である。(102・ 103)

Ⅱb :高台端部はⅡaと同じで、色調は橙色であるが朱塗りされ、やや硬質を焼成。(104)

Ⅲa :高台端部欠損不明のもので、灰白色や浅黄橙色で焼成不良の軟質をもの。(105へ107)

Ⅲb :高台端部欠損不明のもので橙色や浅黄橙色でやや硬質を焼成である。(108 ・ 109)

10.須恵器壷・鉢・長頚瓶(第26図197-212)

調査区出土の須恵器量・鉢・長頚瓶は16個体分であるが、全て破片である。遺構に直接伴を

う出土は皆無であり、包含層出土だけである。最も多いのは南西部遺物包含地のⅡ層の上位出

土で12個体分(75%)であり、他は北西部包含層出土である。

これ等の須恵器の胎土は砂粒少量混入するが緻密である。 208は灰白色で焼成不良の軟質を

ものであるが、他は灰色12点、にぷい橙色3点で全て硬質である。

口縁部破片から反転復元実測したもので 器種・口緑等は全て推定である。口縁端部の形状

により分類する。

壷I :口縁が外反し、口縁端部が上下に挽き出されているもの。(197-201)

壷Ⅱ :やや直立気味の頚部から外傾する口縁部へ続き、口縁端部が丸味を帯びて下方に挽き出

されているもの。(202)

その他:口縁部欠損し、楕円形状の休部と底部からなり、ログロ調整後に部分的に種々の調整

がなされ、外面に緑灰色の自然粕がかかる。(203)

鉢:浅鉢状の鉢と推定されるもので、休部上半から口縁部へと外傾し、口縁部外面に粘土貼付

により、一条の稜帯がめぐる。(204)

長頚瓶I :口縁部が外反し、口縁端部が上下に挽き出されているもの。(205へ209)

長頚瓶Ⅱ :口綾部が外反し、口縁端部が丸味を帯びて上方に挽き出される。(210-212)
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第25表 遺物包含地その他出土高台杯図版説明一覧

( )は現存部分の計測値 空白は欠掘部

出 土 地 

実測図 写真 分類 器 面 器高 口径 高台高 高台径 

胎 土 硬度 色調 付 記 

番 号 番号 記号 調 整 (cm) (cm) (c調) (cm) 

Da33ⅡU 89 72 Ia ログロ痕 (1.4) 0.7 4.4 

精良・石英粒・ 砂粒少蛾尾大 

軟 質 灰白色 

Da33ⅡU 90 73 Ia ログロ痕 (2.2) 上1 5.0 

構良・石英粒・ 砂粒少址混入 

軟 質 浅黄橿 
士不慮部下面 し〔抽云糸切痕 

Da33Ⅱ 91 74 Ia ログロ痕 (2.4) l.8 5.0 

純良・石英粒少 亜混入 
軟 質 灰白色 

Da33ⅡU 92 75 Ia ログ口演 (2.2) l.5 5.2 

純良・石英極少 ⊥南農人 
軟∴質 灰白色 

Da33ⅡU 93 76 Ia ログロ痕 (2.3) 1.6 5.3 

楠良・石英粒少 上品見入 

軟 質 庚白色 

Cj30Da30Ia 94 77 Ia ログ口癖 (L7) 0.8 5.6 

欄良・石英粒少 址混入 
軟 質 浅黄橙 

Da33ⅡU 95 78 Ia ロク口癖 (2.7) 1.5 5.6 

相良・石英極少 址混入 
軟∴算 疾白色 

珂底部下面 し叫転糸切痕 

Da33ⅡU 96 79 Ia ロク口癖 (2.1) 1.5 6.2 

精良・石英粒少 上品農大 
軟∴質 浅黄樟 

Bcd27I 97 80 Ia ログ口癖 (2.4) 1.1 7.6 

良・石英粒・砂 粒混入 

やや軟質 II行う色 

Bc27P5 98 8l Ia ログ口癖 (1.5) 1.0 8.0 

構良・石英粒少 址混入 

軟 質 浅黄樵 

Da33ⅡU 99 82 Ia ログ口演 (1.8) 1.2 8.2 

葡良・石英粒少 址混入 
軟∴質 浅黄橙 

Da33Ⅱ’ 100 83 Ia ログ口演 (2.2) 2.2 8.2 

楠良・石英粒少 址混入 

軟 質 浅黄橙 

Da30ⅡU 101 84 Ib ログロ痕 (3.8) 2.4 9.2 

箱良"石英粒少 上品見入 

やや軟質 にぷい橙 

Da33ⅡU 102 85 Ⅱa ロク口癖 (2.3) 1.1 5.6 

粕良・石英粒・ 砂粒混入 

硬 質 浅黄憶 

Bf27P9 103 86 Ⅱa ロク口癖 (1.5) 1.5 7.0 

精良・砂粒少量 混入 
軟 質 浅黄橙 

Bg21P2 104 87 Ⅱb ロク口演 (2.6) 1.0 7.6 

精良・石英粒・ 砂粒少址混入 

硬 質 憶 
杯外面・高台 郡両面朱塗 

Da33ⅡU 105 88 Ⅲa ログ口演 (1.2) (0.6) 4.3 

純良・石英粒少 上品昆人 
軟∴質 疾白色 

Bh27Pl 106 89 Ⅲa ログ口癖 (2.1) (1.0〉 (5.3) 

構良・石英粒・ 砂粒少址混入 

厭∴質 浅質椋 

Cj33Da33Ⅱ 107 90 Ⅲa ログ口授 (2.1) (0.6) (6.2) 

精良・石英粒少 址混入 
やや軟質 浅質橙 

杯底部下面 回転糸切痕 

Da33Ⅱ日 108 91 Ⅲb ログ口演 (4.1) 17.5 (0.7) (6.1) 

糟良・石英粒" 砂粒少亜混入 

やや軟質 橋 

Da33ⅡU 109 92 Ⅲb ログロ痕 (6.0) 17.2 (0.7) (8.0) 

楠良・石英粒少 王昂農大 

やや軟質 浅黄穏 
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第I5図 Cf53竪穴住居跡出土遺物
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ー西大畑追跡-

第I6図 Cf53住・ Ca2i住田土遣物
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一四大畑追跡-

22-25 : Bj O3住居跡出土

第I7図 BjO3住・ Bi62住田土遺物
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一 因大畑遺跡-

第I8図 Bi62住, BjO3住北側溝出土遺物
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一 西大仰追跡-

\‾‾‾‾‾ヲ

\十 十‾〇一‾プ41

40-49: Cc24住居跡出上, 50-53 : Cc24遺構田上

第I9図 Cc24住・ Cc24遺構出土遺物
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一 面大畑遺跡-
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ー 西大畑遺跡-

\\、雪上ニラ言

〒 ‾〒‾詔

∴\二‾∴ノ∵÷-

園 0 4 10cm

58 : Cc24道雄

59-62 : Bf30住居跡出土

63-73:溝、その他出土

第2I図 Cc24遺構・ Bf30住居跡・溝その他出土遺物
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ー 西大畑遺跡-

〒三千二二万

園園

第22図 溝その他出土遺物
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ー 西大畑追跡-

ヽ 〇 〇〇F丙5

重畳醒園

第23図 遺物包含地その他の遺物
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ー西大畑追跡-

\三二」二者

“\-○○。亡二者

第24国 道物包含地その他の遺物
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ー西大畑遺跡-

’\臆臆臆十‾二言l

\
」一‾毛5

\≡」二者
\ミニ±二手紬

第25図 遺物包含地その他の遣物
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一 四大畑追跡-
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第26図 遺物包含地その他の遺物
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ー 西大畑遺跡-
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第27図 遺物包含地その他出土遺物
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一 匹大畑追跡-

Ⅵ 考察とまとめ

溝状土城

段丘縁部微高地のやや平坦地に構築され、広範囲にまばらに分散して分布する。分布状態や配

置の規則性等については限られた縄園の調査であり、 4基だけの検出をので不明である。規模に

おいて多少の相違はあるが、いずれも同じ形態である。即ち開口部は狭小の溝状、底部は更に狭

小の溝状を呈し、下に行く程せばまる。土楼内埋土は自然堆積であり、石鍛1点だけの出土であ

る。周辺には多量の土師器・須恵器等の破片が分布するが、土塊内への混入は皆無であり、土

器分布以前に埋没したものと思おれる。竪穴住居跡や掘立柱建物跡により一部が切られている。

形態や占地・出土遺物等より、縄文時代に構築された、けもの捕獲のための落し穴と思われる。

この土嬢の名称は種々に仮称されており、又性格についても種々を説があるが、ここではそ

の形態から溝状土橋と仮称し、平面形・断面形・堆積土筆から落し穴と思われる。県内各所よ

り検出されており、都南村湯沢遺跡では「陥し穴状遺構」と呼称し、縄文中期末一後期初頭に位

置づけている。久慈市三崎(Ⅲ)追跡では「梧円形土塀」とし、伴出した炭化材の年代測定値結

果によれば縄文後期未一晩期初頭に属するもののようである。

出土土器

当追跡調査区内出土の土器を各諸種の分類や出土状況等により、従来の土器型式等との比較

検討をする。

① 複合口縁の壷Aや台付の蛮A等はBj3住居跡西方の溝とその周辺出土で器面はかなり磨

滅し調整は不明を点が多いが、話形上の特徴から古墳時代前期の土師器塩釜式期のものに近

似する。尚この段丘縁部が続く西方400m程(こ古墳時代前期の高山遺跡がある。

② 非ロクロ非内黒丸底の土不Al類、単純口縁で休部球形の小形壷B、休部球胴形で頚部に段を

形成しをい蛮Bl、頚部に段のない長胴の蛮Cl等は各住居跡で共伴し、その器形・器面調整等

の特徴から古墳時代中期の南小泉式の土師器に類似するものと思おれる。

③ 非ログロ内案の丸底或いは平底の杯A2-A4,休部が球胴形で頚部に段を形成する蛮B2B3、

長胴形で頚部に段を形成する蛮C2C,の一部は夫々各住居跡から共伴して出土し、その特徴か

ら古墳時代末期から奈良時代前半の栗囲式の土師期に類似するものである。

④ 掘立柱建物跡や南西部遺物包含地(こ集中して多量(こ分布する遺物は共伴関係にある可能性

が強いものと思われ、次のようなものがある。非ロクロ土師器で頚部右投の長胴蛮C2C3・

土師器ログロ内薫の杯で底部外面にケズリ調整のあるBIa,糸切無調整のBIb等は従来表

杉ノ入式といわれるもので、 9世紀中頃から11世紀中葉頃までと推定されている。ロクロ非

内黒の士和二は、灰色・灰白色・にぷい橙色・淡橙色等の色調で硬質・軟質があり、箆切y) ・

- 197
-



ー 西大畑遺跡 一

糸切り・ケズリ調整等のあるBⅡa-BⅡcで須恵器といわれているものである。 9世紀へ11世

紀初頭と推定される。又、杯BⅡd-BⅡeはにぷい橙色や淡橙色・浅黄橙色の軟質をもので、

全て糸切り無調整で底部が小さい。これは須恵系土器や土師質土器に相当するものと思おれ、

11世紀へ12世紀末頃と言われている。高台捕ま杯BⅡeと路上・焼成・色調等が類似し、遺物

包含地でも士不BⅡeと混在して出土している。この高台士不も須恵系土器や土師質土器に相当す

るもので、この中には話形的には高台皿に相当するものも一括した。須恵器壷・鉢・長頚瓶

も全て破片であり、口綾部破片からの推定で壷7個体、鉢1個体、長嶺瓶8個体の出土で、

遺物包含地ではⅡ層の上位出土である。溝口ク口内柴杯、ログロ杯、高台土不、須恵器壷・鉢・

長頚瓶は月申尺城出土のものと近似するもののようである。これらログロ成形・調整の土器は

平安時代に属するもので、非ログロ土師器護もこれらに共伴するものと思おれる。

竪穴住居跡(第28 ・ 29表)

竪穴住居跡は8棟の検出で、調査区の段丘綾部全域に分布する。竪穴の構造・伴出遺物等の

特徴から大きく2つに分けられる。

第1類:竪穴平面形が方形で、カマドをもたないもの。これには平面形がやや正方形に近い大

形のもので、各辺が夫々東西・南北方向に洛い、壁際に部分的(二間藻がめぐるCf53住居跡、 Cb

50住居跡と平面形が長方形をした小形のt,ので、方向がばらばらなCa21住居跡・ Bf30住居跡が

ある。, 4個の主柱穴と壁際に2個の柾穴を有するっ Ca21住居跡で当よ来Iiが確認されたが、他は別

当三や撹乱等により不明で字)るつ

伴侶土器は全て井口グロ土帥器で、須悪器を伴をわない〇十不は非ログロブ巨「)埴土丸底のI不Al頬

で、ハケメやミガキ等の調整痕があり、朱塗りのものもある,饗は球胴形頚部無段の饗Bl類と

長胴形頚部無段の蛮Cl類で、ハケメやミガキが施される。甑は長胴形饗の底部を欠いた形の無

慮式で ミガキが加えられる,その他小形壷や碩石が伴出する。これらの特徴は南小泉式の土

器に類似すると思おれ、古墳時I事理期頃の竪穴住居跡と推定される。

第2煩: 、十三面形が隅丸方形で カマドを有する竪穴。 Bj3住居跡、 Cc24住居跡、 Cc24遺構等

は方向がほぼ南北で、北壁にカマトを有し、煙道から南流する溝をもつ。 Bi62住居跡はこれ等

3裸とは)有司が異なり、全施してないので規模やカマド等不明であるが、伴侶土器が共通する

のでここに入れた。竪穴第2煩の伴出土器は全て非ロタロで、須恵器を伴をわ‡自、。埴よ非ロ

グロ囲即不A2-A誰iである。要は頚部石段の球胴蛮B2煩や長胴蛮C2C3類である.∴待つ饗の特

徴は東園式に類似するもので封)、カでトが普電飾小二ある事から末期古墳から奈良i問質棚‖こ

かけての竪穴住居跡と思われるっ

掘立社建物跡(窮30表)

北両部微高地に6裸の掘立位遭物跡がある÷北の4裸は桂掘り方の重複関係から、 Be24A ・
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ー 西大畑遺跡-

Be24B.Bf21A.Bf21Bの順に建てられたものであり、各建物の磁北に対する振れが同じで、

南側柱列が重なる事から建て替えが行なわれたものと思おれる。柱掘り方混入土器や周辺分布

土器で多量なのは非ロクロ土師器聾、須恵器壷・鉢・長嶺瓶、ロク口内黒埼、ログロ杯、高台

杯等で破片であり、建物内で使用されたものと考えられる。

Bh27建物跡は前記4棟の南に隣接し、柱筋で最も接近している所では1.4m、建物の磁北に

対する振れも異なり、同時存在とは考えられ和\。 Be24A.B、 Bf21A.B建物跡に接近して

いる北側柱列の柱掘り方に土器片が多く混入しており、北の4標より後に建てられたものであ

ろう。建物周辺にも土器片が多く分布し、この建物内では使用されたものと思われる。

Bh27建物跡の南4.3m程にCa21建物跡がある。建物の磁北に対する振れが異なる。東妻北

柱掘り方にログ口上不、非ログロ土師器聾の破片が各1点ずつ混入しており、北からの流れ込みと

考えられ、 6棟の中では最も新しいかもしれない。建物同辺には多量の土器片が分布するが、

柱掘り方に入っておらず、この事はこの建物内でこれ等の土器が使用されたものと思おれる。

以上6標の掘立柱建物跡は、占地・規模・使用されたと思われる土器類に共通するものがあ

り、前後はあるが、ある限られた期間に継続して建てられたものと思われる。これら建物の伴

出土器と考えられるものの内、ロク口内黒埼、ロクロ杯、高台杯、須恵器蛮・鉢・長頚瓶等は

明らがこ平安時代に属するものである。限られた範囲内の調査ではあるが、この時期の竪穴住

居跡は検出されず、掘立柱建物跡だけの検出であり、伴出土器が胆沢城出土のものと類似する

事等から、何か特殊な施設としての建物であった可能性も考えられる。

調査区南東のCe65建物跡は前期6棟とはか在り異なる点が多い。これらの建物とは離れた低

地にあり、建物の磁北に対する振れが異なり、東西面責中柱の掘り方がない。筆問ではあるが、

梁行と桁行が直角でなく、平行四辺形に近い形の建物と思おれる。柱掘り方が」、さく、埋土田

土遺物は皆無であり、柱穴も14cmと小さい。周辺分布遺物は肩部石段、ハケメ後ミガキ痕のあ

る土師器長胴蛮4個体分、球胸糞l個体分だけであり、柱掘り方にl片も混入していないので、

建物内で使用されたものかもしれれ、。これ等の聾は菜園式のものに近似すると思われ、 7へ

8世紀の建物跡であるかもしれない。

南西部遺物包含地

南西部遺物包含地は崖を境にして北の段丘綾部よりl m程下がって低湿地の沖積地にあり、

遺構は認められず、土器片が集中して分布している。多聞二田上したのは非ロクロ土師器嚢、

ロクロ坪、須恵器壷・鉢・長頚瓶、ロク口内黒杯、高台士不等の破片で、これ等は掘立柱建物跡

周辺分布の土器と同類のものである事から、掘立柱建物で使用された土器が人為的に廃棄され

たものであy)、廃棄場所であったものと思れれる。土器廃棄が行なおれたのはⅡ層の下位があ

る程度堆積した頃“ぐ、掘立柱建物使用時期の平安時代と思われる。
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一 西大畑遺跡一

以上の事からこの段丘縁部は縄文時代から種々に利用されてきた事がうかがえる。

縄文時代:竪穴住居跡は検出されをかったが、少量ではあるが土器片、石器等が分布する事か

ら生活が営まれた可能性もある。遺構としては落し穴と思おれる溝状土残の検出があり、狩猟

の場として利用されたものと思おれる。

弥生時代:遺構は検出されなかったが、少量の土器片出土から生活が営まれたかもしれない。

古墳時代一奈良時代前半:多量の出土遺物、竪穴住居跡の検出があり、集落が営まれていたも

のと思おれる。

平安時代:多量の土器出土があり、掘立柱建物跡が検出されたが、竪穴住居跡は検出されない

事から何か特殊な施設が置かれていたものかもしれない。

〈注 記か

(1)岩手県埋蔵文化財センター「部南村湯沢遺跡」 (1978)

(2)久慈帝教育委員会「三崎(皿)遺跡発掘調査報告書」 (1978)

(3)氏家和典「如ヒ上銅器の型式分類とその縞年」「歴史篇14勘(1957)

園田茂弘・桑原滋郎「多賀城周辺に拙†る古代雄形土器」「研究紀要I」宮城県多質城跡調査研究所(1974)

(4)新川賢「高山追跡」岩手県水沢串文化財報告書第1集(1978)

(5)水沢証教育委員会「肌津城」 (1977)
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跡連中矢南

I.遺 跡 名 南矢車遺跡(MYN74.75)

2.所 在 地 岩手県水沢市福原字南矢車

3.調 査 主 体 岩手県教育委員会・日本道路公団

4.調 査 担 当 岩手県教育委員会

5.調 査 期 間 昭和49年IO月29日-I2月9日

昭和50年6月9日-9月6日

6.調査対象面積 5800面

7.発掘調査面積 3820mま



工 位置と立地(第l図、写真1図)

本遺跡は東北本線水沢駅西方約2.3血の中位段丘最下段(胆沢段丘福原面)の北緑にあたり、

東西に長く延びる段丘平坦面及び緩斜面に遺跡が立地する。海抜約66mで原状は畑地、水田宅

地であった。調査範囲は工事用道路分、本線分及び県道付替えのための用地分であるが遺跡範

囲としては東西に更に延びると思おれる。周辺の遺跡としては鶴田の古墳群が西方に、東方に

は駈上の遺跡、南方には本調査関連の前谷地、北東には梨畑遺跡がある。

Ⅱ 遺物包含層

1 〔基本屑序〕段丘形成後、自然営力及び

人為的作用により地形及び層序の変化があっ

た。右記の模式断面図は現状におけるもので

あるがⅣ層は周辺火山の噴出物に由来する村

崎野浮石層である。歴史時代に於ける火山噴

出物については、秋田焼山や十和田火山に由来

するものが周辺の遺跡に見られる様であるが、

本遺跡にてば、その存在を確認出来なかった。

I同一褐色土(10-12cm)

「表土一耕作と」

Ⅱ層一時禍色シル上質上

(5へ10m)「維乱士、粘性幾分あり」

Ⅲ層一黄色シルト質工

(40へ60cm)「粘性・締りあy)」

Ⅳ庸一洋右層

「荒縄色がかる、締りあり」

第2囲 碁本居序模式断面図

第I図 高夫中遺跡(地形及びグリッド配置図)
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一 高矢中追跡-

2 〔遺物包含屑〕分布調査にて土師器片の表面採取が行なおれた。出土物全体から見ると何

らかの形で遺構との関おりを持つものが多く、層単独にて出土している遺物は少ない。また時

代毎に成層状態を示すものは無く、単一層である。時期及び種類等は、縄文早期土器片及び石

器等があり、寛永通宝らしさ古銭に及ぶ。包含部位は基本層序の第I ・ Ⅱ層である。

Ⅲ 検出された遺構と遣物(第3図道糊堰図、写真1図)

本遺跡には縄文時代の陥し穴状遺構(椿円形状・溝状の二極)や平安時代の竪穴式住居跡及

び方形の溝、小港跡等があり、そのそれぞれの時代に応じる遺物が出土している。

1 〔縄文時代〕

(陥し穴状遺構)

イ.楕円形状遺構(この形式のものは底面に柱穴状のものをもつ。 1号より6号まである。)

第1号土塊(Bc71) (第16図、第l表)

平安期住居のカマドにで切られている。底面長軸方向に対してほぼ直角の東西に2柱穴が設

けられている。この柱穴の深さは約30cm程である。堆積層は壁上部の崩落土を含み、自然流入

を示している。断面形は長方形であったろうと思おれる。

第2号土塊(Bh53) (第4図・第1表以下同)

平面形に比して、浅いのは表土の削平によるものと考えられる。底面の2柱穴は本土域のほ

ぼ長軸方向に配列している。それぞれは底面より北側55cm、南側42cmと深く落込んでいる。ま

た2柱穴の断面は下部ほど細くなって屠り、抗等を差し込んだものと考えられる。理工の状況

より本来の断面は方形を成したと思われる。理工の最下底は踏込まれた感じの褐色十である。

第3号土塊(Cb18)

円筒形の落込みで底面に2柱穴が(東側)34.8cm、 (西側)39.5cmの深さを持ち検出された。理

工の状況は不明であるが断面形は方形を成していたと思われる。

寮4号土塊(Ci 215)

平面形が棉円に近い。日朋径に施設を持たぬ性格不明のものである。方形溝の傍に位置する。

第5号土塊(Db242)

平面形は隅丸万形に近い。西端を第33号溝状土塊にて切られている。底面に柱穴等見られな

い。検出理工は一層で一対二埋没したものと思おれる。他の土塊と異なった機能が考えられる。

第6号土塊(Dc230)

底面形は隅丸の長方形である。北寄りに深さ約47cmの柱穴があるがこの断面形は下部程細く

なる。埋土の状況よりは断面壁は直に立って居り、平面形も隅丸方形であったと思われる。
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一高矢中退跡-

=ブ65“50m

242・ Dc230註記

Ia.黒色腐植土

Ic. ヶ

Ⅲ.紺色粘土質土

Ⅳ.黒色土第6号土塊(Dc230)

第5号上境

べP

S

0
1

Cg39、 Ci45.42

Pit群

Sし

65.8m

畢七十2
圃65●8m

Ⅲ-Ⅳ

w諾

第2号土壌

○

図回
e㊦

@
⑲

斗65.8m

丁 sし

65.8m

IIb IIa Ic

○

一三註\寸
第3号上坂

(Cb18)

/

Ia●盤諾諾享霧を蒜を仝
(〉樋粗粒砂)かれずかこ入る

Ib.暗褐色土、しまりの和、Ia

Ⅱa・褐色土、粘りあり(団子)しまり、指
疲れずかこつく、粒子が細かい

Ⅱb・褐色上、粘りあり、しまりあり、ふみ
こまれた感じ

Ⅲ・黄色上、シルトの汚れたもの、流れ込み

第4図 第2・3・4・5・6号土塀

Sし

66.Om -

「轟

(第l表) 国番号 革具書写 愉出田怪 調 晩節往 爪 疎さ照 方位 輸出平面彬 持出断面彫 そ の 他 地 上状況 仲田億劫 他意機との関連 備∴∴∴考 

籍1サ 土嬉〈Be71〉 16 13 上40×1、25 0.9 ×I、0 i.05 (N) 不無用彫 ビーカー彬 底面こ2中土嬉 4刷 日栄雌議 な し 初口;・督穴式住居跡 ガマトにて切らIしろ 

2 け(Bト53) 4 2臆1 1.50×上80 上1×上5 0.6も 費3与’Ⅵ’ 嶋田∴賀 万∴彫∴状 3書 ′I ÷∴∴∴し 

3∴∴∴i- 〈Cb18〉 4 2臆3 上1×L1 
年85×0・8 

0、80 費的’且 十く当りi 音的7八つ青′ ÷∴∴∴し 断面等の記録なし 

4 岬(Ci215 3 25-1 l.6 ×1.3 I.4,×1.0 0.52 \ 「E 不整円彫 郭=ぢ・(C 2)8周航あ化 断面串の記録なし 

5∴∴∴い(D劇2) 4 2-5 上7 ×し3 上3 ×0.8三 0.43 N的’王 方∴∴彫 半楕円彫 中蜜をもつ 19i印紫贈物 な し 耶31号病原⊥機(二切らIしら 

6 ii(Dc劃)) 4 2-4 上2 ×2.1 0.8 ×L7 0。48 N43iv,’ 不純円彬 方オl彬 底面に′小土壌1 3曽‥∴∴i な し 凍き4快調の小土着 

(円彬土壌 〈ch如)〉〉 39 1.05×1.0与 0、7 ×0,7 l.29 門∴∴彫 枝方彫拭 底面に2小上境 5曽∴∴′ あI) 別との成し、小土成と接す 唾向く二深さ39ぐのの小上場 
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一高矢車遺跡-

ロ.溝状土堀遺構(第7へ14図・第2表、写真3へ6図)

検出された総数は35基、その形状により5型式に区分して見た。それぞれについては遺構配

置順に図示し、一覧表にでは区分した型式毎にまとめた。 型式区分の規準は…A-底部が直

線的で上場より狭い、 B-底部は直線的で一端が壁より中にもぐる、 C-底部両端が壁より中

にもぐり膨らむ、 D-底部両端平面形開く、 E-Dより両端平面形更に開く(A11基、 B5基、

C7基、 D9墓、 E3基)の以上である。各型式と理工の関係についてはそれぞれ断面図中に

示してあるが、縦断面の記録は少い。大半のものは自然流入による堆積であるが第4号遺構

(Bf50)のみ人為的に投げ込まれた形跡がある。断面図及び埋土詳記を欠くものはほぼ他例に

順ずる。それぞれの型式についての共通点は以下の通りとなる。 (掘り下げ到達層)基本層序Ⅳ

の浮石層。 (平面形)軸方向の長短は見られるが復元形として隅丸の長方形である。 (桟断面形)

検出形は下端の平ら勧実状を呈する。 (縦断面形)検出形は型式分類基準で示したごとくの5形

態の区分が出来る。 (方位)下図に示すごとくN400W付近への振れの集中が見られろ。(配列)同

一型式のものがまとまりを見せ平行に配置し、地形等高線にもほぼ平行である。 (使用日的)陥
(注1)

し穴説を本遺跡にても採用する。この使用日的において形態の5型式がどの様な意味を持つか

については今後の検討に待つ所であるが、その為の資料の一つとしては縦断面上層図が必要で

あろう。 (遺構の年代等)年代を判定する資料遺物を伴出しないので決定出来をいが、ほぼ縄文
(注2)

時代後期までのものと考えられる。

(注1)本調査開通報告膏窮I集 高屋敷、大久保、大緩、高柳遺跡文中

(注2)岩手県(財)坤文センター調香織笠高弟2集∴湯沢遺跡(昭和52年度)

第5図 万位集積圏

ー
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第6図 規模集積図



① (Bd71) ⊥

一高矢中追跡-

Bd71註記

I.黒色士、シルトが混じる

Ⅱ.明褐色シルト

Ⅲ.黒褐色土、ねばねばしている

Ⅳ.パミス

l

Bd77註記

I,シルト榔色上のカク乱

Ⅱ,黒色上

皿.シルトのよごれ、カク乱

Bf50註記

I.褐 色 土 シルトの粒子が昆り固くし
まっており、表土と同じ

Ⅱ〇 時黄褐色上 シルトブロックとBf53Ⅱと

が昆りあったもの

Ⅲ.暗禍色上 カタ乱土で柔かくしまりな

し、椎りあり

(Ⅱ ・Ⅲ層とも人為的に投げ入れられ
た感の

\ 底部より水が勇〈

Bf53註記

:、● I.黒褐色土 固くしまっておりパサバサ、

粒子が細かい

Ⅱ.黄褐色土 シルトと工との渡りで粘り(団

子)あり、しまりあり

Ⅲ.黄色土 シルトのよごれ

Ⅳ.黒色土 腐植土

第7図 満状土塀
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一席矢車遺跡-

(㊧ (Bg77)
Bg77糎記

Ia.梱包鷹栖土

Ⅲ,棚色粘土質土

Ⅳ.拙色士

Bh71占主語

I.黒色上 根子が細かく粘性少

なくしまっている

Ⅱ.明褐色シルト 粘性あり、やからか

く勲色の渡りがみら

れる

Ⅲ.黒色 と

n′.ハ ミ ス

ややね(よねはする、

水分多く粘性

(遺物なし)

Bh89己主語

L 他山 拙色桔上質上

2.他山 戊的色上、砂っぼく発色の砂敬プロノクが混じる

3.他山 的色粘i二竹上、 1より暗く砂質である、

上 風脚色麻闘士、密受中

IIa.節色相1頂1二と暗㈹色土のまじり、密度小、全部二蹄色っぽい

IIb.鴫的色l二に琉色粘土頂上小プロ′クがよじり、密度小、暗櫛色っぽい

IIc.暗榔色粘土貰上、握が堆棚した感じ、ねすかなから諦色上プロノク(経1Gm位)

がまじろ、密度小

I=a.間色粘土塙土、少し鴫的色によこれでいる、密度小

I=b. ㈹色l:、用aよりは暗い感じ、ポッポッして粘りなし、密庭中

Bi53裏主記

I種 難色土 ねはり,団子状、しまり、指演がすぐ(こ

つく、粒子は細かくまじりものなし、廓
楢土

工b.照的色土 粘りあり、しまりなし、シルトがまじろ

Ⅱ.黄的色上 シルトの汚れ、人為的に入れたものか

Ic.難色上 粘りあり席舶土

1 :40



一高矢巾追跡一

Bi89謹記

工.瓢的色腐植上 固くしまっている

Ⅱ種 路側 色 土 砂と粘土のよじり、しまっている

Ⅱ山∴∴∴∴ゥ Ⅱ種より的色、砂貨、しまっていれ、

Ⅲ.褐色粘土質土 固くしまっている、所々(二時鳩色土が入り

こんで全体としてよごれた恕じ

Bj77親王

Iし烈色麻鮪土 Ⅲ種褐色粘土質上、汚れ

Ⅱc.暗褐色粘土貨土 Ⅳ.無色土

田.柵色粘土質土

⊥

⑫ (Ca15)

ー
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丁

Ca68盤捉

上 黒色土 やねらかい感じ、下に行くに従って

さら(こやわらかくなる。粒子が細か

く粘性少、しまっている

Ⅱ.明紺色シルト 粘性あり、やねらかく鼎色土
のよじりがみられる

Ⅲ.熱色土 ややねばねばする、水分多く粘性

Ⅳ. /ぐミス

(註.遺物なし)

0 0.5 1 m

I l 臆」

第9回 漕状土塀
1 :40



一高矢中追跡-

⑭ (Cc18)

⑮ (CcO6)

Ib.黒的色土

Ⅱa.暗褐色土

町・褐色粘土質土

Ⅳ.黒色土

第10図 濡状土壌

ー
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一高矢中遺跡-

⊥

⑲ (Ce27-2)

第11回 漕状土塀

-
217

-

Ce27註託

Ia.暗褐色で粘り少なくまじ
りものなし

Ⅱc.黒褐色土、シルトが多く

まじり、やや黄色を呈す

しまりなく粘りあり

Ⅲ-Ⅳ.黒色土(黄色を呈す)純

粋のⅢ層ではをくシルト
とのカク乱である。しま

りなく、水分多く含み、

粘りあり



一高矢巾追跡-

㊧ (CrO6)

」。。。。。- ゝ

"一「
臆喜一二一一〇---一--

ヽ.ィ

⑭ (Ch45)

Ch39詫記

Ia.黒色蘭植土

Ib.黒禍色土

l :40

l m



ー南天中追跡一

⑳ (Ci36)

<三三

⑳ (Cj36)

i203注記

Ia.黒色鷹栖土

Ⅱb.崎的色士



G音(来聴振向125)

重.シルトと褐色土のカタ乱

II.黒色土

Ⅲ.シルトのよごれ、カタ乱

0 0.5 1m

i I i
l :40

第i4回 漕状土塀

(寮2喪) ∴言い古: l号白dう1 」引〈はし) l’ノ ーh:) i.号しah8 1b号し舟I りし「」」 :∴∴‖∵i 二だ号Db鄭 高男)ぐ雄 言直言い・l: 党生らi貧 乞 りehう5 25号Ch39 3(I与C」36 3同じb雄 8与即期) 

同 庫∴号 † 1 丁 臆1 8
園

丁 = 主∴∴∴= ∴:i 十 ∴ ij‾、〈: 同音∴)二) il-3」 ij臆篤 2-2」 12-2与 i3-3(I i3-31 京-8 

∴∴口 裏∵ ∴ i当園 1臆臆1 I 6臆臆1 小 一」 Iうー う 5臆4 5臆8 

!く触!く 爪 ;丁子 :言 !了= 2 86 言 汗 子 守 h5 高 8う 二)博 3)1I 上り う工) 3臆らし) 3 5(I 3臆5(〉 15り 3 用 

小嶋汗く 京l i』〈」 症 (I「lI しI15 iI5看I ) ∴ 訂 =\; lI3しI 中与種 い56 0 0音l)5 (主らし) 1上31I l)音」う 

売∴∴∴ざ iI85 囲 I( I 
∴ い

→i i8 \」 千 十- :∴: しI90 亘 1)1 )」小 上4了 1音31 

早∴∴∴式 音l 同l-臆 B C 

り∴∴∴( \京●11“ 泣言1ト音 ヽ尽’l\‾ ヽii子\1. ヽ1●l\ N15’l\音 ヽil●E ヽ3●11“ Nし●E N35●11“ N3う’ll’ N2一子≠’ NI「ll. N39’11’ 

理 ( 5幡I音I笠 珂I子i烈 ∴中 ロl: 青 白営 寸録i’iへ 年寄i中書 i職i“】黒 十∴到 与青 白思 工場i†㌧ 6岬 =型 5青 白≠ 不∴刑 与幡 黒 2嶋i-1崇 不∴刑 互○ ○iヽ 5岬iii!ら 

聞一書I章I議 し号批:用 1り臣川i臆 ∴ : ∴ : ∴’∴ な∴∴し it尺dl高 \∴l丁子 な し ÷∴ : なi∴し な し :常用油 ・、:l l な し 〕∴ : 6写上場由 な し 

愉∴∴∴′ 】 リノ合∴い )〃りil問十 同l↓ 耳l用i部 i同iう声丁 

山脈用申出 ∵:∴十 行 切∴合音い 回申占守 

i吊し“●)8 竺号C小わ 〈 ‾臣8(I ∴言直二二 )」弓でai5 吊りし’ぐl)も i甲“C(iナ 判りC 24 ∴l言:: 26リCト36 2時・Ci36 5年別53 1了雨0 言、:、工-∴ 

回 航 号 
子 中 8∴∴リ 十

一

上 iし)臆1」 :)臆と: 
) 

種
‾

ぐ」 †一∴ =」15 =臆甲 1 二千二十 :,音義6 13臆2種 了臆5 iし臆i了 =臆i8 

il子iあり 〈

-
三 ∴

一

子 〈 書く) 当
園

9 l・‾ 江 音∴∴、 く

臆
音l !臆尽 」臆:〕 」 鼻音3 5葛5 5○○了 3-2 寄-6 4 -4 

長物1く 爪 」子i「 音〈 青5 1ソロ 」(用 1点I 二 子∴ i上伸 ∴∴ ∴十 3 臆90 こし帥 :)ぶI 」亘 3臆5い 2臆30 

小鴨1く 爪 し)5I音 iI二月 )( 寝 ∴ i主5しI (I「申 i きる (○○6与 i)音らし) 1)臆10 1)臆うり 0言出 

詰∴∴∴さ ∴ ∵丁子 ::∴ 十∴ I」事 = 了∵ 言 叶 子ら )Ob 124 i 34 
ふ っ i)91 ()子ら 上26 い96 

甲∴∴∴式 し ∴: i) ∴ 子 

雷 同 左 

I
I \五十 ヽうし、i,音 ヽ」音\.. ヽ、i子Ii. ヽ.=’l\‾ \ l’ Nil’ll′ irl\’ ヽ1’王 N38’11’ N調●\l- 

用 l 1青 白叫 八嶋i’i生 丁物 白●ト I同 仁I笠 不∴聞 J購i’i9今 亘 十十∴ 1持 上ilヽ音 十∴朝 」岬i音)黒 5嶋i-il大 4強 上阜 4刷I)へ =○ ○lへ 二)議i′i暮 」場i上へ :輸iiト 不∴刑 

音U,皐lエロあ ;∴ : ∴ill青 し十㌧二五 i∴上帝 な し ∴‖I与置 同Il 二言i∴÷† な し な し な し ・音当工l な し 

而- I 音鮎∴1」ら 叛け=Il画 U)合音十 U)合 音言 し〇 回1: 亙曲事用I 不∴∴聞 登7臆? 徴酬」】仕 し∴言∴い ∴-l 
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一高矢中遺跡-

(遺 物)

〔土器〕図示破片資料5点(15図lへ5、第3.表、写真第1図)

l)図示の1片のみで遺物中一番古い。 2)古代住居跡への流れ込みか重複関係かは明確でない。

3)粗砂も含み磨きは粗末である。口緑帯状地文部は沈線にて区画され頸部下に洗練による文様

帯が続くと思われる。 4)全体的に磨滅し地文も不鮮明であるが羽状施文である。胎土中の雲

母も黒味を残している。 5)口唇内面を周る隆帯が付されその表面は丁寧に磨かれている。内

面等の黒変は内容物の浸み付きか廃棄後のものか不明である。一部に酸化鉄様色調を示す物質

が付着している。輪積痕が凸凹段の下部に認められる。 6)粗雑を作りの感がある。含まれる

雲母は上記5)より大きく比較的量も多い。以上縄文土器片は早期1)、中期2)3)、晩期5)6)と年

代が推定出来る。

〔石器〕 (第15図6へ7、第3’表、写真l図)

少量の出土で器種としても少い。  l)は支持面が自然画である。刃は最下端に付されその両

端緑には使用による剥離が逆向きに生じている。 2)は一面に陵を残し不整形であるが2側線

には使用痕が認められる。先端部は対称形に調整が試みられている。上部側線の映りを行えば

石匙の形態と看る。 3)意図的な調整の認められれ)剥片である。巾の狭い端の使用痕は他端

より幾分明確である。 4)使用痕は極少部分である。淡桃色を呈し古代住居跡より出土してい

るが3)と同様伴出との判定は出来をい。

(勇3’表) iメiふ∴与 ∴.子†一書与 ilI、:′音 こrii 長∴さ くの 中 「iI
さ∴画 巾∴き∴* †l∴∴買 愉∴∴∴∴′ 

1(不定彫) 15臆6 1- 了 .1 lh8 植 ;: 5音 11 音)∴:〈 ei ′【1 」∴l I化Ii含有音 

書 帳∴∴器 1臆8 時点、、 北上殺 勺∴- 上I 中† 叫 ′= 」 I 調 割’ よ煩く少い 

:う∴刑 
-

8 1一 種 千賀言十千 点じ )45)Ii l )8 1) b.了 硬 ′r(母音 I 音吐 六〇; (申 上白 

」∴l期 
臆

9 1臆1〈I 恥8 ・岐 上壌( !音l 臆轟 〈I5 毒音∴∴∴右 音受タ与、 に他用庇有l 

二二二二○○嶋へ一・

二‾’臆ふニ‾‾
-音. ‾二二二〇

空襲
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第15図 縄文土器等s=1:4



一高矢中遺跡鵜

〔2〕古代の遺構と遺物

l.竪穴式住居跡

第1号住居跡(Bc7I) (第16図、写真10-12図)

圧迫構図〔確認面〕 Ⅲ層上面にて行う。堀込面は耕作等による撹乱にて不明(以下同様)

〔保存状況〕残存部壁高15cm内外、それより上部は耕作等による撹乱を安く(以下同様)

〔平面形・規模・カマド方位〕隅丸方形を呈し、東西約5.8m、南北5.Omの広さである。 N350

Wの方向にカマドは向く。

〔堆積土〕黒褐色土中に明褐色シルト質が粒状に入り、炭化物及び土器片も混入している。

〔壁〕部分的には深さ20cm程の残存部も有る。東側程残っている。

〔床面〕中ノ」、部が固められている。南東・南西隅にて溝状土塊を切っている。

〔柱穴〕 P一へPsが柱穴と思おれるが断定出来か、。 F\径30cm.深さ35cm. P2径25cm、深さ35

cm,炭化物土師片混入、 P,径55cm,深さ18cm、混入物P2に同じ。これ等の埋土は黒褐色土で

ある。

〔カマド〕北壁中央東寄りに堕を剃り込み構築、燃焼部焼土は焼け締っている。北東部に焼土

混在の落込み、南西部のものは土師器も出土する。第l号土塊(Bc71)を煙道等で切る。

恒出土遺物9 (須恵器埼7点、蛮3点、土師器杯2点、蛮12点、砥石2点)(第17図、第4表)

〔須恵器〕 :杯(完形図上復元した物6点、破片1点)

回転箆切底が目につく。回転糸切底も箆による削りや撫で調整している。器面の凹凸目立つ。

:壷(破片2点) (17図1、写真10図工lへ13) l)には自然紬が垂れ、 2)は表面に鈍い光沢を

有する。破片断口部を砥石としているものは叩目を有する。

〔土師器〕 :杯(17図9、写真10図6)回転箆削底と回転糸切底のそれぞれ1である。 (l)の

大き目の内薫処理したものは最後に横方向に磨いてある。

:婁(17図10-17、 18図1-12、写真10-11図)大半が口緑部から胴部にかすてのものである。

最大胴径については表中の底径の欄に( )にて示したものもある。床面出土のものは、図示し

たうちの3点である。焼土及び小土壌中より出土したものは埋設過程での変化の為か焼成胎土

等不良である。

:その他の出土遺物(17図18-19、 18図13へ14) (砥石2、刀子1、石玉1)

極右(凝灰岩を使用したものと前述の須恵片を利用したものであるが、前者は比較的大きく使

用面も2面である。その1面はまだ平滑でなく刻線様の傷も有る。またこれは北西の小土塊よ

り出土している。)刀子(喫先より刀身の部分である。鋳により形態等不明確である。)
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一高矢中追跡-
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一高矢中追跡一

第2号住居跡(BelO4) (第20図、写真14図)

〔遺構〕 〔保存状況〕残存部壁高20cm内外である。

〔平面形・規模・カマド方位〕隅丸の長方形を呈し長軸長5m、短軸長4.3mの広さである。

長軸・カマドはほぼ北向きである。

〔堆積土〕上位の暗褐色土は幾分締まり焼土ブロック炭化物等を少量含む。下位は黒褐色土で

あり、以上の2層に大別出来る。

〔壁〕西・南壁が多く残り、高さ約25cmである。後世の溝によって北西部が切られている。

〔床面〕下部堆積工程締っていれ、。中央部に落込みがあり炭化物が極少量含まれる。北東部

の落込み内部西側に焼土ブロックが多い。

〔柱穴〕床面上に検出出来ない。東壁外部に2つの柱穴様小土塊が認められる。この2小土塊

の平面形は方形である。

〔カマド〕北壁中央寄りに新(西側)、旧(東側)の2つが検出された。古い方は壁面より更に

地山を削り込み構築している。

〔遺物〕 (須恵器杯l ・蛮l、土師器杯6・蛮4) (第19図・写真14図・第5表)

〔須恵器〕 :杯 底部内面に洗練様の凹線が円形に周る。

:壷(同園7)直口気味の口緑を有するものと思われる。

〔土師器〕 :坤(19図3へ6)内黒様のものが大半でログロ仕様である。 2)は須恵賢である。

:妻(19図8へ10)ロクロ調整で大半が複合口緑である。

〔石製品〕 :砥石(安山岩製欠損品)  :庭石(風化している。床面出土)

∩
日
立

第19図 第2号住・遺物 S二1:3

ー
226

-



A Ia・暗榔色上、こく少盤の薙臆しプロノク・炭化物、蹄色施工
B ロック、固くしまっている

=・噂上面(二1e弛の厚さで焼土の小プロング混じる。炭化物
はこく少蛙含まれる

旧訳的包ま二、こく少盤の炭化物、赤的色燈しブロング、琉色
粘上プロノク含む。 Iaよりはしまっていれ)

C 上焼1:が上にのり、明的色を里す。カマ卜の袖(つくり)

萱L時紺色土、楼上がれすかにまじり固くしまっている
カマ卜の柚(つくり)

用.蹄色上、シルト
g,h 中央藩込みより焼士のプロ

B’ ぐらい)多蛙に含む。炭化物少
上∴∴蛙含む、固くしまっている

d Ia.赤的色上、税上固くしまっている

e Ib.赤禍色上、境上焼成面

Ic.赤的色土、壁面の構成塙で、固くやかれている

l上的色上、梯上フロメク、炭化物を含む

( I .暗薄色上、炭化物・椀上が上(このる。帥こしまってくれ、ない

II ・荷色王、シルト触」=他山を切って堕よりつき出した形で
カで卜をつくっている)

′クが多く入るっ西側により多い

-・」的色王とシルトの観音し、ンルトはプロノク扶(こ入る。しまり、粘りとも(こあ′)炭化物もこく少亜

第20図 第2号(BelO4)住居跡
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一両矢巾遺跡一

第3号住居跡(Bf56) (第21図、写真15図)

盾遺構う〔保存状況〕残存部壁高15cm内外。

〔平面形・規模・カマド方位〕隅丸方形一辺的5mである。カマドはS22OEの方向を向く。

〔堆積土〕暗褐色土と黄褐色土であり自然流入と思おれる。

〔壁〕西壁の残存高は5cmである。崩壊により床と壁面は直角で老い。

〔床面〕中央部程固く締っている。炭化材(年代測定資料)がある。 4柱穴が考えられる。

〔カマド〕南壁南東隅にあり、神都には構築に使用したと思おれる石が散乱している。

〔貯蔵穴〕カマド西側のものは50cm程の深さで焼土炭化物粒を埋土中に含む。東側のもの浅い。

匝遺物B (須恵器埼5 ・蛮l、土師器杯6・蛮12)

〔須恵器〕 :咋(第22図1へ3、写真15図l-3) 1)は歪みを持ち小振りである。 2)は重

ね煤の跡がある。 ロクロ仕様で直口が多い。  :寛(22図16、写真15図4)自然粕あり。

〔土師器〕 :杯(第22図1、写真15図6へ10)  1)は器壁が半ばで立ち上がる。 ロクロ仕様

回転糸切無調底のものが大半である。  :萎(22図5へ15、写真16図1へ12)ロクロ調整が大

半である。 l)は叩目を有する。  1)2)9)はBf27溝遺物と接合している。
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ー 
16臆I? ’∴ 0∴7∴つ .し」追証」 Ii 典 印了」時雄1と耗合 

あ 
ー 

1与臆1しI う4 」∴∴り 褐 色 

裳 

1 ∴一! Å∴∴∴面 ∴\ i書く 母∴∴合 匡∴切 白∴∴÷ ご用上馬も-音 汁 封」「高月l と残合 

: 臆6 言、: 
l 1 子ら∵ †: i3.l 立言∴l、 亀∴∴磨 二 十音“: 掃いて0 イヴト・巾伐 .“1亙音を州、同i 

1 )h一 二i l汁1 川嶋定員 
i 

有∴∴佼 

I 購 1h臆臆4 生∴由∴皮 登3人 聴∴∴合 旬間II 白、二l用神 

) )b・三 
」 

臆 機 ∴∴子 外 Iく 品二iグロ 昏∴∴磨 刷∴しii 音l大きい ヤマト巾 

6 一十 )○‾ b ( 上 ∴ ロ∴7∴つ 時間主 子 音ヤマト同音 

一つ ∴一 二 ∴÷ 早 Iく 
I 

高∴∴ト 暢∴∴∴さ 自問.朴的打上中刷り 

† 1b臆8 ; I) 私 十∴∴∴期 ィ、 」 机上・口Iナ?ト音 

I ー上) 1b臆 し) †∴つ∴ト 弛∴∴合 ロ∴ケ∴ロ β)閃I「 缶用)、音l帯同 

I 一十十 1b臆1しI ‖↑∴∴虹 !-■∴! 箇∴∴健 京∴常 

I▲ 
一

口 1hつし 」lコ:)ジ 
i 

藩な録-I 

∴ 一手i ∴ ∴ ::1 二言 
i 

記∴印∴り 掃いて= 
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ぐI 暗褐色士 褐色が娘〈、舞上か入っており、聞くしまっている。

」肌1托 上 層 Iかいくらか入っている 炭化物かかすが二入る/

焼士は∵7りノブ状にならない

IIb 碇l∴層「l申告捷3かたまっている、赤色を’1.しまl.1)Lのなし「

e 上 質褐色土 間く しまり/ルトかカクランで入る、紘I)あり

f I上 田;咽色十∴砧')&'主婦e帖l′・財ヒ約がまL‘る、しまり打)、川予兆。

Il上 肌 色 上 /Iしトの在れ

A Iu. H,’;枇色上 村子は袖かいがIbよりやや:l.1す乙,

BIb 帖母色上 神子は掘かく」‡りややあり、措生かかすがにつく ビ

ン′レ上付かれすかに入る音

Ila‥甲、褐色子 音「糾同二が大部分でやわらかく、まじりもの少ない

萱Ib .武虹色上/′しトとのカクラン、しまI)ねはつ)あり、 /Iしトは

プロ ′ク状に入っている音

il上 明雄褐色上 /Iしトと傭用土とのカクラン臆

Ⅳ種.暗褐色上、 /)しトIしiiの.混入なし」

Ⅳb、側音 色 上 /′しト売人

IVぐ、暗禍色士 Ib!同成分たか、ややンIしトかプロノク勅昔二なって

いる

Ⅳ. :ii、薄色上 しまりなく砧りんり、炭化物を令もi

I』∴舶一色 十 しまり・祐l)ふ'上ヒモ状、/’し上プロ ′ク少量入るこ

くカマト佃か,有れ追人定もの)

Ib ,)吊も色」. Iaに持上沖か混入Lたもの,

1c ′吊男色上 la・ 1bのカクラン

IIa 暗視色上 粒子は潮か〈/らトプロ ′クか入る、しまり・粗り

おり、椋二上付のましりは少ない、

IIb ,i間」色上 しまりなくノ、サ′・サした思し、吊伸二椋上品が少し

入る臆

II〔∴ 買褐色上 /′しトのよこれたしの、

第2I図 第3号(Bf56)住居跡
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一 席矢車遺跡鵜
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第22図 第3号住・遺物 S二1:3
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一高矢車追跡一

第4号住居跡(Bg98) (第23図、写真14図)

〔遺構〕 〔保存状況・壁〕残存壁高13cm内外。南西及び南東部は明確を区画を示さない。

〔平面形・規模・カマド方位〕隅丸方形に近く一辺約4.Om、カマドは東向きである。

〔堆積土〕黒褐色土、暗褐色土・ブロック状黄褐色シルト質土(地山)が散在している。

〔床面〕ほぼ平坦であるが中央及び南西隅を除く部分に性格不明の落ち込みが見られる。

〔カマド〕東壁南隅近くに焼土の広がりが認められる。他の付属施設は老い。

僅遺物8 (須恵器、土師器杯3点・蛮3点) (第24図、写真14図、第7表)出土総数は少い。

〔須恵器〕 :壷片 焼成及び胎土不良のもので軟質である。

〔土師器〕 :坤 ロクロ仕様で、磨滅している。  :秦 破片で、落込み部より出土した。

〔石製品〕紡錘車(表面に少々傷がある。中央穴の1部に打欠き痕がある。滑石製。)

A
「

カマド東壁 1i苗場色上

牟中 神靴拘よしr)

ll しま,ている

Ⅱ.ンlしト地中

d-
l -d′

葛くミミ≒○○、。。

刷

C-
I

〇℃

へミミ幸フ一
間

( I (黒褐色土・粒子が細かく固く綿って

いる。粘りなし)

トi Ia(IIこ風化礁難物混入)

`l’ : Ib(Iぼ鵬シルトかプロメタで混入)

B I。 (暗褐色土一性状Iと同じ炭化物混入)

B′ Id (暗紺色土-Icに焼土、風化棟混入)

0
1

2m

Ia Il

第23図 第4号(Bg98)住居跡

(寮7表) 
国 請書) ′八 品} Ii l、音・若 

実∴毒∴-∩ 

臣∴∴∴辱 時点主 事†÷ 音音lし∴臣 は(」、 i乱立∪) 越は,」、 l∴∴i 含〈i門 

調 母 I」1 

付 く 
月中 寝汗 若,高 外 面 時 間 ヽ: 良否 

細 4 号 βな 空 くま き 劇i )き 場● 

∴亘:二言 母音 h il‾ 叶 i 既∴∴合 ワ∴ク∴口 待 ・壬生 十良 A∴買 

( 帥 ∴ 

l( 

1 ∴i- し 主∴ 「事仁五十種 ) h) 十月 小 口 i∴∴ O「iク口 て∴∴・て 調号 映る 

ー 
i十 =』l 件 iふ 】 :∴ し 

し) 」」‾上 i」‾ 」 丁 子 i{」 l/
= 』∴∴∴l Iル高音心神 義信 

i 」1う l」‾ l上声i章 十: 既∴∴合 京口・i有 

圧∴ ト ∴ ● 農†) 十∴喧 )音ロiナウ 年∴∴叫 裏年i同寸 
I 

l 主∴ ト 岬 i 
=音 h∴∴∴上 億∴∴信 牒I高鳴印 持直墨江【) 子∴十 =††与、、 
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一 高矢中遺跡-

第24図 第4号住遺物 S二l:3

籍5号住居跡(BhO6) (第26図、写真17図)

〔遺構B 〔保存状況・壁〕残存部壁高18cm内外。崩落のため壁立たず皿状である。

〔平面形・規模・カマド・方位〕隅丸方形2.4×2.6m、矩軸方向のカマドはN65OEと偏し東

壁南東隅近くに河原祐二で袖・天井を構築している。焚口・煙出底は水平を煙道より一段低い。

〔堆積土〕暗褐色土・黄褐色十・黒袖色土の自然流入である。

〔床面〕北側に傾斜し、南西方向及び北東方向の藩込みがある。

恒遺物B (須恵器杯1点、土師器杯l点・小壷1点) (窮25図、写真17図、第8表)

〔須恵器〕 :杯 胎土・焼成不良で底部の墨書も判読出来ぬ程に磨耗している。

〔土師器〕 :坤 内面にロクロ旗で痕が残存している。褐色外面及び黒変のため塞書は判読出

来ない。  :小壷 内外黒色処理で所々に提磨きの跡が見られる。

第6号住居跡(Cg42) (第26図)

庄遺構り〔保存状況・壁〕南宇部検出掘上げのみで詳細不明。残存堅商5cm内外である。

(第8表) 
音. 肴リ Il十! 柑リ Il 位∴置 

lj、 品∴-れ 

;l亘∴ 年∴∴∴卑 言上.」 臣Iしし 出三 「でく雷にU」 糠星,」、 靖( 含II‾的 

調 ?子 叱∴∴時 
葡∴∴∴∴∴′ 

=五 「克行∴品音 外 面 出 面 衆 良否 

葵i 阜 

時事 」中∴上 i:1 音!、 血 
i。 

二言 : 直 し) 

i↓・・l 
口∴?∴口 言説∴∴ 品∴∴健 I雪山 不良 「jし半 .∴†.〇千 

再●蔦 
朽∴上 十 一: 増 1 =l 丁)音 45 ら 京∴∴さ 競化 仕「短 芋.廿上品なす,用11 

」 
iト一 言 

音!、 向 1 I 具∴∴∴∴ ;lト∴∴ 旬間 嶋∴事用iI 崇∴さ 心中、各軸かi川 

‾-‾-‾○○〇二才

第25図 第5号住・遺物 S二1:3
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一 高矢車追跡-

てBi
.Ai

0 1 2=1

i i l
l :60

B’

‖I軸

A上∴峠薄日上 やや明るみをい,,’し十年か多く人,てお’)し f上,性lと/′しトか品Lり、やや芋川しま'圧,l)

B
まl月よみろ掴Il)なし

II信∴時薄色上 やや暗くなる

‖

I

‖

冊

へ

C
d
e
一

h、 Ji津!色上 ン′しトかプロ ク:旧二入る

〔∴ 暗神色上 しまりなくI上層と同し直二もる

黒緋色! しまりなく 柔らかい、/′し子吉・が少〈なる

∴I“明色上 視上プロ ′クなし Ⅳ∴I間色) 鳴!プロ ノウ層

∴○○付色十 螺上7ロ ノクましり V∴i間色I 焼1と炭化層

.1ll時l #与も,れ∴ vl甲岨一

1上 境上 ′、サハ廿し‾こいる 音小母色上

gl 甲紺色i /′しトとのカタラ/、最上品川i】

く しま,ていろ、神iリムI)用l子音LまI)のろ

やか、 /Iしトはプロ ノク、旧二人←,ている、上

差出二は地口十がましろ、 i言出か′‖i「。面と思わ

れる

II "粒色上 /’しトの有れ)±Z‘!思われ、 .'llく

《llれ∵いる、か、‖言二重〈なると紺こそ十こ高

る 」i最初の中上言出†軍、 i鮎緋二焼!畑さえ

ない音

第5号(BhO6)住居跡

第26図 第6号(Cg42)住居跡
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一高矢中退跡一

第7号住居跡(Da224) (第27図、写真18図)

〔遺構〕 〔確認面〕同前。堀込面は方形状溝の構築に関する撹乱にて不明である。

〔保存状況・壁〕残存壁高17cm内外。南東より北西隅にかす方形溝により切られている。

〔平面形・規模・カマド・方位〕隅丸の長方形で3.4×4.4m。長軸方向南東の隅に神石らしき

ものと焼士が見られるのでこの方位とすればS120Eを示す。

〔堆積土〕暗褐色土一層のみである。 〔床面〕ほぼ水平である。南壁際に小土塊がある。

蜜遺物〕 〔須恵器〕杯 第8号住居跡埋土日緑片と接合した床面出土のものである。

・・・・」二二壬二三三●●

l :60

0 1

1 I I
」へ一--- ・.、ここ

第27図 第7号(Da224)住居跡
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C言主語

I .赤的色土、娩土がブロック状

となって炭化物といっしょに

カクランされている。下部は

褐色土が多くしまっているが

上部は娩土ブロックが多くパ

ラパラになる。

プロノクは0.5-1.Oの。

Ⅱa.暗褐色土、暗褐色シルトがし

まって入っている、魁子は細

かく寵である、炭化物、焼土

地が入る。

Ⅱト 暗賞的色土、 Ⅱaにシルトプ

ロノク、棋士ブロックが入る

しまり粘りあり。

Ⅱc.暗褐色土、ほとんど娩上、炭化

物が入らなくやおらかい。

A ・B占主語

1 .晴的色土、庸植土が固くしま

っているが粘りらし、粒子は

粗い、炭化物、筑上入っていな

い、下部にシルト檀入る。

Ⅱ .暗黄褐色土、黄色シルトの(こ

ごり、しまりなし、粘りあり、

炭化物、焼土が入る。



一高矢車追跡一

第8号住居跡(Df245) (第29図、写真18図)

〔遺構㊥ 〔保存状況・堂〕残存壁高15cm内外。ほぼ水平に残るが、壁は崩落している。

〔平面形・規模・カマド・方位〕隅丸方形一辺3.6mの広さ。両袖に土を用いたと思おれるカマ

ドの煙道が第5号住居跡の形状に似たものならば、焚口・煙出の関係も同様に在ろう。北向き

の焚口附近には遺物が集中している。

〔堆積土〕暗褐色土、黒褐色土であり自然流入である。

〔床面〕南側中央・カマド袖東側に中土嬢がある。北東隅に落込みが見られる。

宣遺物〕 (須恵器杯1点、土師器埼3点・蛮13点) (第28・30・31図・写真18へ20図・第9表)

〔須恵器〕 :杯 第7号住居跡床面出土底部と接合した埋土日緑片である。

〔土師器〕 :坤 ロクロ仕様で磨耗している。 :妻 非ロクロとロクロ調整と半々である。

箆削りと箆擬の調整技法が大半のものに見られるが、 2点程休部に叩目痕を有する物もある。

胎土は紬礫等も含まれるが良好である。焼成状態は普通である。カマド附近に10点程集中して

出土した。

一一、/一・一〆オ

‾/

〆/- ・継が嘉子でも青笹手打轟で‾

場′ ○○

亙1`.

)
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上
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、

田
園

字
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-
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γ

第28図 第8号住・遺物 S二1:3
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一高矢車追跡-

㊨

千 旦

0 1 2nl

仁 一f′

監禁星間
上器を含む
特上と褐色」高畠

C、d、母色上、校化物・性上村かよじり土

の*:可は祝い、草木根も入っている。

喧帖川i)〈しまっているが僚戊i角iは

見られない、朝川の撃も同じ,

e、 I.赤色上、及廊鉦

萱I ㈹色上 畔上

=l 肌色上/′しトのつくI)袖、にニ.I′

なし」 (他山)

Ⅳ,肌的色上、粒子か肌く、聞くしまっ

ている l虹白

人、日 l種.時栂色1∴ 神子細かい、

Il信 用潤色上、塙刷上か大部分やわら

らかく、まじI)物少ない

I=} 上iiし母色上 シIしトとのカタ乱

‾‾〇、串‾一
I上1

第29図 第8号(斬245)住居跡

(寛9表) 
同 lら●! 自∴i l」、 毒 川 = 待音 部 :し、二言 音止∴置 :寸言,中 航 I 

`鎖 ↑:く 叱∴∴庇 
怖 く 

愉号 瓜号 時∴∴置 なl亘 「Iし(予 ら∴∴ 正 子 伸せ は,I点 鴨は 含l膏り 母∴∴∴ 面 巾∴∴∴面 尖 良否 

「 禦 阜- o† 出 仕帥 居 跡 出 吉信 持 

上(、 

1 ∴一子 主i葛, iふ、∴∴∴血 lぐ( 上 原 0∴?∴口 小∴凪 由∴∴鍵 競化 潰 ∴1∴ト 

葛 
iヽ一† 憤上申1高 1∴〕 子∴∴∴i ∴:∴∴信 = 上聞 

.( 

ー ;i∴ヽ ら∴∴∴書 撫l時 

葉 

1 =∴i 川音1 《∴可∴、 ∴ i ) 
帆

iぺ 上 映 」再プロ 駕音切i」 相∴一意 削IIいて京! いて劇〔= 嘉しまさ士言 (全国.ふ 

十一 二 
{ -つ∴∴し 

上 享子ト \ ; 有∴∴ヰ 個●II後で 嘱 ∴十l千言 は)8臆 中身言、 

〈 
i 3 川 :1 ∴ ヽ ト,∴:亘 牛∴厚 ㍉∴∴∴} 不∴∴∴甲 信∴∴∴叩 軸 予は、, (恒、 川、構事し 

1 」 十㌧l ∴言 ∴: ∴ 外∴∴上 ご∴今∴口 年∴喰 I!後で 直で即し= 農1告∴,1 融i、健上で機中 

il」臆」 U】岬 1 」上b 
← 」音口へ口 電∴∴鍵 じ! =腐用il 馬∴撫∴さ 相l冷色、病母 

( 3」」」 ウ∴で∴ト i上ト 二∴ヽ 母∴∴合 ロ∴?∴ご 
し 
十・し Ii 曽 車中11 

∴ リト 音j li・ )」: 
】 

:\∴∴ヽ 」ログ口 ] :∴勘 馬∴∴鍵 直∴∴∴て mり∴いて 両部〈、きi申、 

種 ;言う 圧h 上、・ 号,∴言上 ロ∴?∴口 回しか.両手)〇、時 川萱点き十 

!I ∴i∴、 ∴\ 年∴∴坤 旬 \∴i.: 相 い∴∴∴て ′7

∴人血、,章二 五振合 

主 臆」 ∴∴ト 上 外 1 」口?ご 
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- 

登= 了 十二 叛合 和己大 
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‾

h ∴一千 I映 十∴∴明 不∴∴母 li 箕 不∴∴∴判 ↑∴\∴、 i 
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ー 南天中追跡-

2 方形溝状遺構(第32・33図、第10表、写真2l-26図)

検出された総数は13基、その内の第1号遺構は独立している。その他はそれぞれ東西に遅ら

をり、 7基と5基の2つの連続遺構を作っている。

〔平面形・方位〕 第l号遺構より基本形として隅丸方形の溝が考えられ、 2連続遺構もその

発展形態として見る事が出来る。東側の7基連続した遺構は西より第8号・ 7号とあり第6へ

2号と延びる。第7-5号までと第4-2号では形状の違いが見られる。第7号と第6号では

ほぼ方形の連続であるが追誤と思おれる第6号は幾分南北に長い方形である。この様に追認は

正方形で行なおれず延長される様だが、第4号は台形状になされ第3号では正方形に近くなっ

ている。第2号については末調査部もあるが正方形に近い形であると思おれ、第8号と第7号

の様を遅らなり方と異をる事が考えられる。第9-13号の西側5基のうち、第9 ・10号は溝を

共有せず築港があり第10と11号も同様である。第11-13号は西側に追殺した形で延びている。

第12号では更に小さい連続を有していた様であるが北部不明により断定出来ない。

〔規模〕最大は第1号遺構の約9×9mで、最小は第8号の約6×4.5mである。

〔縦断面形〕個々の溝断面はほぼ半長円形が検出されている。上部構造は削平を受けたものと

思ねれる。第l号遺構の溝は東西方向にて東側底部が低くをっている。第2-8号では第6 ・

5号・第5-4号のそれぞれの境の溝底が一番低く怠っている。遺構図で示した通り第6と5

号の境より南側に延びる溝があり前述した溝底の低さと関係を有すものと思おれる。

〔溝堆積土〕大半に於いて黒褐色土及び地山崩落土泥土であるが、第7号の束溝及び第6号の

南港にては褐色土及び暗褐色土の卓越が見られる。この傾向は8号にても見られる。黒褐色土

を欠く理由として、短期間の開口、または短期間内の埋設等が考えられる。

〔溝底表面〕平滑ではなく凹凸があり、第1・9・10号の様に独立した形のもの程、小土塊等が

見られるが遺構に伴うものか否かについては不明である。

〔切合・新旧関係及び時代の継走〕方形溝の追認という事で切り合い関係に姦し、とも言えるが

過誤に関してまだ決定的を根拠を欠いている。一応追誤と言う事で見れば、第7へ2号では第

2号が一番新しく追設された事になる。第11へ13号では第13号が1番新しく追設された事にを

る。第7号と第8号にでは追誤は考えられず、新旧関係は不明である。第1号と2つの連続遺

構の新旧も不明である。造詣の新旧は各号の溝の同時存在を否定する材料とはをらない。この

事は断面形の項で述べた南側に伸びる溝との関係で同時存在の可能性も考えられるからである。

また西側の第9-13号については、第9 ・10号及び11号間の溝が紫として機能していたとすれ

ばこれらも同時に存在した可能性もある。この事は北港・南港及び両端の東西の溝において一

層強くをる。これらの時期については第12号方形溝が第7号住居跡を切っている事より考えら

れる事がある。第7号住居跡は出土遺物より平安時代前期(9C)以後とほぼ考えられるから

-
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一 面矢中遵跡一

少〈とも第11-13号方形溝はそれより新しい事になる。そして他の方形溝遺構も第11へ13号方

形溝と同時存在していたならば同様に考えられる。第7号方形溝は遺物として、須恵器の杯で

回転箆切調整有るもの、土師器杯で内黒・墨書のものを出土しているから、平安時代中期(10

C)より新しい物である事を示す。第7号方形溝については第1号南北溝(Cd24)との切合

関係もある。溝の機能の一要素としての水路の役割は新しく出来た南北溝により少くなり埋上

層にも他との相異が生じた。南北溝とこれら方形溝の機能的共通性は少いようにも思える。

〔出土遺物〕遺構平場(削平平坦面)より出土のものに、第6号方形溝の須恵器蛮片があるが、

これは南西方向の窮5号焼土遺構(Ch30)埋土出土や第2号住居跡カマド・第4号住居跡出土

遺物と胎土投法等酷似しているのでそちらの所属とした。同遺構平場よりは須恵器杯3)が出土

している。その他の出上物は溝埋土よりのものである。それら埋入された遺物の時代差はあろ

うがそれぞれの遺構の時期区分資料とは服し得をかった。第7号方形溝須恵器杯6)は第6号出

上物と接合している。同7号遺構出土物で第3号住居跡、カマド焼土よりの土師器蛮9)や床面

出土の蛮1)と接合している。

窮9へ13号方形溝出土遺物は間道として第7号住居跡及び円形土墟(第9号方形溝削平平場

上にあり同時存在または方形に併う施設との判断も出来ないが)第2へ4号焼上(Ch200)(同

前)のもの等がある。第6号方形北港理工遺物の饗は胎土技法等酷似の(Ch30)遺構出土須恵

器竪6)にまとめた。記銘が方形溝の須恵器杯底部は第2号住居跡の口緑部と接合している。

時代差については須恵器杯の場合、第7号方形溝の3)のように底部箆控で調整の物があるが

他の大半は回転糸切無調整である。埴輔‡饗では、第5号方形溝3上第7号方形薄l)の様をロ

クロ調整でも即日を有する物があるが他はロクロ調整が主である。
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3 焼土遺構(第39図、写真10・23・25図、同7へ9図、 12-13表)

第1号遺構(Cf33) (写真10図、第11表)

第8号方形溝の北側70cmのところに検出された。東西80。m、南北55。m,長橋円形の焼土を伴

をう土嬢である。出土遺物は須恵器・完形杯である(第8方形溝遺物一覧に記載)。

本遺構との関連は不明であるが、第8号方形溝の北西付近に焼土の広がりが見られ埋土中より

遺物も出土して、調査時にでは住居跡との仮定もなされた。

第2号遺構(Ch200②) (第39図、写真10図、第11表)

第9号方形溝平場上にで、円形(Ch200)上境によって南西部を切られている。平面形はほ

ぼ円形で直径約46cm・深さ25伽である。固く締った焼上下の2層には焼土団塊が下程減少して

含まれている。遺物は上より2暦日に出土している○最下層には炭化物も含まれている。これ

らの2層は睨乱土である。

第3号遺構(Ch200①) (第39図、写真10・25図、第11表)

第2号焼土同様、切合の関係にあり北西部を切られている。平面形は不整円形で直径約75

Cm ・深さ約15cmである。断面形は第2号焼土の鍋底状と異なり浅い鉢状である。堆積土は2層

であるが上位の赤褐色土層が厚い。焼結の跡は見られず焼土団塊及び炭化物が撹乱土中に混在

している。

第4号遺構(Ch200小土塊③) (第33図、写真10・25図、第11表)

第9号方形溝の北西隅近くにある。長軸長約1・5m短軸長約0・5mで北東方向に向いている。
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一高矢中道跡一

不整形で深さは15cm程である。遺構北部は削平の為か境界は不明瞭である。一覧表に掲載の遺

物は焼土より出土のものが多い。全体的には口緑部休部半々の出土である。焼土よりの出土物

は磨耗片が多い。須恵器杯にロクロ仕様・回転糸切無調整が確認されるものもある。須恵器・

土師器士和二は墨書のものがあるが判読出来ない。土師器蛮3)はCh200土損出土物と接合する。

第5号遺構(Ch30) (第39図、第13・14表、写真7へ9 ・26図)

調査地区Chi27線上の土壌を5-1号とし、西に5-2号、東に中土旗の集合した5-3号

の集まりである。東西約2.4m、南北約1.5調の不整楕円形状に広がる落込み中に前述の小上境

が検出された。他の遺構確認面と同面にて褐色土中に焼土粒を含む広がりがあり、その下には、

焼土団塊をレンズ状に載せた黒色土層がある。この黒色土は下の焼土、シルト質土と更に下の

黒色土とシルト質土の撹乱土がレンズ状に残存した上に載っている。

出土土器としては5」3号よりほぼ完形の土師器内黒埼等3個体が出土している。その他に

も多数の土器片が出土している。須恵器〕和こては調整の痕跡が認められるものもある。土師器

杯の場合は、回転糸切り後箆削り調整した内黒処理のものが出土している。蜜は須恵器・土師

器とも出土し前述の方形溝状遺構や第2号住居跡出土物と接合するものもある。

他の遺物:小型石盤(直径17.Omm,厚さ5.5mm円形に近い隅丸方形、砂岩質で第1号住居跡に

もこれより幾分大き目の物が出土、用途その他未詳) 穂摘み具様鉄製品(長さ10.7cm、巾

1.8cm、厚さ約3mm、目釘様残存部長7.Omm、目釘様残存部2ノ巳、間8.6cm,反り身状に残存してい

るが刃部不明、目釘様残存部は鋳癌中にあり周りに炭化物の細片が残っていた。鋳化面には木

質部が貼付いた形で僅かこ残存)は1)青森県教育委員会(碇ヶ関村)古館遺跡(昭和54年度)他

第6号遺構(Ci33) (第39図、第12表、写真26図)

上端径45cm、中端を有し下端は窄む袋状を呈す6- 1号は上部西部にて焼土を層状に挟んだ

落込を有する。 6-2号の平面形はほぼ円形で径は0.48m、断面形は鍋底状で深さは18cm程で

ある。埋土は2層で下部は汚れた細粒土、その上部は黒褐色土である。 出土遺物は少をい。

土師器蛮口緑部は頭部より上が窄まり複合部は内管の形になっている。

4.その他の遺棒

1)溝遺構(第3 ・32・33図、写真l図・21図・26図他)

第1号満(Bc95)

調査地点B%96地点より南東方向B施107地区へ延び第2号住居跡の西壁及び南壁を切って

いる。埋土等の状況より近世のものと思われる。

第2号溝(Cd21)

調査地区Cb21より高のCh21に延びる溝で第7号方形溝を切っている。これらは時期差も大

きくをく、同時存在とも考えられる。
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喜喜「 

四 書 
賀 臆臆臆 

臆臆 

臆 

喜臆 

穂摘み具様鉄製品

第38図 第5号(Ch30)焼士道梅田土遣物 S二1 :3

第3号溝(Cd21-1)

調査地点B擁20付近より東北東のCa59付近へ延び、 CcO7付近にて第1号方形溝と接する

が、前後関係は不明である。

第4号溝(Da209)

第11号方形溝と切合い関係にある。北側は削平により不明、南側については方形溝底より高

位に底がある。第2号溝と同機能のものか不明である。

2)円形土塊(Ch200) (第39図・第l表)

第9方形溝平場上で既述の焼士遺構を切って構築されたものである。底部は幾分窄まるが、

断面形は方形に近く、円筒状に掘込まれている。北東隅に水の浸出口があり井戸等の機能も考

えられるが底中央の更に掘込まれた小六との関係が不明にて可能性を述べるに止める。この小

六の深さは約40cmで、東側にも深さ約10cmの小六がある。出土遺物に須恵器口緑片や、土師器

両黒埼片等がある。

〔3〕その他の遺構

第1不定形土塊群(Ba128地区)

縄文晩期片出土小土壌同辺である。形状は不整いで配列の規則性も不明確である。
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一高矢中遺跡一

第2土塊(Bh83)

平面形は不整円で底面もほぼ相似である。深さは約47cm、底面に小六が認められる。

第3土塊(Bi65)

北東方向に長い不整形の落込みで1.4×0.55m、深さ28cm、埋土は暗褐色細粒土である。

第4土塊(Bi71)

中土頻が1.5×0.5mの範囲で東西に3基逆らなる。前後関係は不明である。断面(南北)の1

例は片掘り状で底面に黒褐色土層が薄在する。深さは約22cmである。

第5土塊(B」65)

東西に延びる1,8×0.4m、深さ0.2mの規模の不整形より小六の連続等も考えられるが、性格

等不明である。埋土は第4土嬢よりⅡ層が厚い。

第6土塊群(Bf86付近)

調査地Be95付近へ広がる浅い落込みを有する群であるが、それぞれの関連は不明である。

出土遺物はない。

Ⅳ まとめ及び今後の問題

1.遺構とその出土遺物の年代について

本調査地検出遺構の内、竪穴住居跡、方形溝遺構についてその概要とその年代を考察する。

(1 )竪穴住居跡

既述の8棟のおもを,副こついて第15表にまとめた。

(第15表) l士ヽ∴∴… 工ら∴∴「 I出立 川 ヤマトIj仕 持,1「∴ 白∴音六 用Ii, 
i

白 i 竜 神 や 

1号i気・丁川 手工録 5(I 上 互∴ 」 有 弧五」し直l中音、l月′音「八〇五月、有機中山音、=iい(中崎、へラU)用・I人 

登り 肌l用i 」∴l 5.(I ど1 ヽ 重 書 十 =iこ高ふ くii軌、計∪月蓋し、1帥 音、爪l) 

I与 川 5i)Ii 5書くi 十 重 1 
iO 
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ミ
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種り 問 雄白 音音しい I(l 仁 ヽi5’\\ 有 1 嘉 I時、具∴十当時で?ト1方上、l子少い 

〔遺構〕 〔保存状況〕壁高15cm内外の残存にて遺構はもとより遺物の共件関係を明確にするに

も困難点は多い。

〔平面形・規模・カマド方位〕方形溝遺構に切られている第7号住居跡を除いてほぼ隅丸の方

形である。大きさは時期等を抜きにして第l号(Be71)・3号(Bf65)住居跡と第2号(BelO7)・

4号(Bg98). 6号(Cg42). 8号(Df245)住居跡と第5号(BhO6)住居跡の3群に分けられる。

カマド方位は第l号(Bc71). 2号(BelO4). 8号(Df245)住居跡の北方向と第3号(Bf56)へ

7号(Da224)住居跡の東または南方向がある。
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〔堆積土〕焼土ブロックや炭化物粒を含む例もあるが大半は自然流入堆積土である。

〔壁〕保存状況の項でも記した通り、上部以上の構造を知る手がかりは少か、。施設との関係

で第2号-4号住居跡の様に州別へ幾分の張り出しをもつ物もある。

〔床面〕第1号(Bc71).第3号(Bf56)住居跡の様に中央部が固く締っているものはある。

〔柱穴〕第1号・第3号住居跡に4本、他に第8号(Df245)住居跡の1本が認められる。第l

号(Bc71)住居跡の場合は2本が南壁際に設けられてある。

〔カマド〕石を使用して構築していると考えられる第3号(Bf56). 7号(Da224). 8号(Df

245)住居跡がある。地山を削り出したと思おれる第1号(Bc71).第2号(BelO4)住居跡がある

が、第2号住居跡は2基のカマドを有する。

〔貯蔵穴等〕カマド左右に設けられており、後述の遺物を伴出する。

〔重複切合い等〕第1号(Bc71)住居跡か第1号(Bc71)円形上境及び第2号(Bd77)溝状遺構

を切っている。第2号(BelO7)住居跡は第1号(Bc95)溝にて切られている。第6号(Da224)

住居跡は方形溝遺構に切られている。

〔出土遺物〕 〔須恵器〕 :杯 箆切のものは第1号(Bc71)住居跡床面出土(胎土分析資料)、第

3号(Bf56)住居跡小土塊出土、第7号(Da224)住居跡床面出土底(第8号(Df245)住居跡埋土

出土口綾部と接合)等である。回転糸切離し無調整のものは第3号(Bf56)住居跡床面出土。赤

焼き土器を含めると第5号(BhO6)住居跡床面出土である。

:毒 口緑部は第1号(Bc71). 2号(BelO4). 4号(Bg98)住居跡に出土している。第8号(Df

245)住居跡には須恵片を欠く。

〔土師器〕 :杯 箆による整形・調整を受け内黒処理を施こされているものは第1号(Bc71)

住居跡出土。内黒処理の認め難いもの第3号(Bf65). 4号(Bg98). 8号(Df245)住居跡であ

る。

:毒 口クロ不使用のものは第1号(Bc71)住居跡焼土及びカマド出土・第3号(Bf65)住居跡

床面小土塊出土・第8号(Df245)住居跡カマド出土である。叩きを有するもの第2号(BelO4)

住居跡焼土出土、 3号(Bf56)住居跡床面出土、 4号(Bg98)住居跡南中土塊出土、 8号(Df245)

住居跡カマド出土等である。

:その他 第5号(BhO6)住居跡小土塊より内外面黒色処理の土師器小壷(猫谷地1号墳中より

高さ3.8cm、口径3.2cm,最大腹径4.5cmの類似物がある。)が出土している。第l号(Bc71)住居

跡よりは刀子及び砥石・石玉、 2号(BelO4)住居跡に砥石、 4号(Bg98)住居跡には石製紡錘

車が出土している。
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〔時期及び年代その他〕遺構の形態及び出土遺物のその両者の組合せによる時期的特徴をまと

めあげた編年資料は巻末に示す通りであるが、当遺跡の竪穴式住居跡に対応させて見た。(遺物

同定の統一性に難が有り今後の課題ともなるが第1号(Bc71)住居跡、 8号(Df245)住居跡

はⅧ群(平安時代初期一前半)に相当する。第6号住居跡及び第7号(Da224)住居跡を除いた

残りはⅨ群(平安時代前期一後期)に相当する。第5号(BhO6)住居跡は出土遺物の特異性をも

考慮する必要があろう。第7号(Da224)住居跡床面出土の須恵器も和よ箆切無調でⅧ群相当のも

のであるが第8号(Df245)住居跡埋土出土口緑部と接合する事等より前記の結果の様になった。

14c測定を行をった第3号住居跡出土の炭化材については(資料番号N-3860-13-13)(1290

±60yBP (1250±60yBP))という結果を得ている。資料の流れ込み等は考慮する必要はをいが、

測定結果よりのAC660±60yはIX群10世紀代と約300-180年の差を示す。今後の類例を待ちた

い。なお、材質はナラ及びクリで混合の形で測定を行った。

(2)方形満遺構について

本遺構の類例、性格、時期等についてだけ記する。

紫波町上平沢新田遺跡、江刺市宮地遺跡、二戸市上里遺跡、紫波町宮手遺跡、郁南村湯沢遺

跡等に見られる。形態的には連続しているという点で前二者は良く似ている。上里遺跡の場合

は独立したものでありこれも類似している。また上里遺跡は円形周泊との兼ねあいで墓址との

性格が考えられようが上部構造を欠く事より墓址との断定はさけでいる。時期的な点では、こ

れら5遺跡とも、平安時代とし、上平沢新田遺跡にでは中期(9世紀中半以降へ10世紀代)以

降、宮地にては平安時代初期以降、上里遺跡では中期(9世紀-10世紀)としている。当遺跡

においで性格を明示する材料は類例と同様皆無と言ってよいが、西方段丘延長上に鶴田古墳、

南西方向に見分森古墳(平安初期造営)があり、幾分なりとも基地との関連の可能性が出て来

る。方形周泊墓は古くは弥生時代に見られる。当遺跡の本方形溝遺構は、切合い関係等よりⅨ

群相当(平安時代後半)期以降としたい。

2.遺跡の年代等

本遺跡の年代については、縄文時代早期末前期初頭より平安時代まで、途中に長い空自を有

しながらも時を経過して来た。遺構よりは平安時代が最大の生活空間を占めた事が何がおれる。

遺跡としては地形の延長方向への広がりが考えられ、東西に範囲は広がる。

本報告に関しては色々な未解決部分、分析不足の点があり、今後の類例研究の成果に期待し

たい。
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ー 西田・前谷地遺跡 -

西 田 遺 跡

l,遺 跡 名

2.所 在 地

3.調 査 主 体

4.調 査 担 当

5.調 査 期 間

6,遺跡対象面積

7.発掘調査面積

西田遺跡(略号ND74)

水沢市福原字西田

岩手県教育委員会・日本道路公団

岩手県教育委員会

昭和50年6月26日へ6月27日

2,500面

2 ,450m書

8.調 査 概 要

本遺跡推定地は、福原段丘面に存在し、表面調査において

土師器片を採集している。調査は表土剥ぎをブルをもって行なったが

表土中より土師器細片が、数点出土したのみで、遺構の検出はでき得なかった。

前谷地遺跡

1.遺 跡 名

2.所 在 地

3.調 査 主 体

4.調 査 担 当

5.調 査 期 間

6.遺跡対象面積

7.発掘調査面積

8.調 査 概 要

前谷地遺跡(略号MY74)

水沢市福原字前谷地

岩手県教育委員会・日本道路公団

岩手県教育委員会

昭和50年6月26日-6月27日

1 ,200m3

1,175面

本遺跡推定地は、福原段丘に存在し、表面調査において

土師器片を採集しておる。表土剥ぎをブルをもって行ったが

遺構、遺物の検出は出来得なかった。
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地谷袖 遺

I.遺 跡 名 神各地遺跡(略号SYT74)

2.所 在 地 岩手県水沢市福原字袖各地

3.調 査 主 体 岩手県教育委員会・日本道路公団

4,調 査 担 当 岩手県教育委員会

5.調 査 期 間 昭和49年iO月9日-i2月4日

6.調査対象面積 4790mま

7.発掘調査面積 4200m2



ー 神谷地遺跡一

I 位置と立地(第1図)

本遺跡は東北本線水沢駅南西方約5.O山の中位段丘最下段(胆沢段丘福原面)の南緑近くにあ

たり、東西に長く延びる段丘平坦面に立地している。標高は約68mで現状は宅地・畑・屋敷林

であった。調査は段丘平坦面を南北に横断する形で行をわれた。周辺の遺跡としては、西に合

野遺跡(縄文前・晩期)東に公園遺跡(縄文・中期)南西の方向では見分森遺跡等があり、古墳、

縄文時代のものである。本調査に関連するものは北方に、西田、前谷地の遺跡がある。

Ⅱ 遺物包含層

1 〔基本屑序〕右記として、現状における

上層断面の模式図を示した。詳細については

第3図Bh77地点の深掘り断面図を参照され

たい。 Ⅲ・Ⅳ・V層は火山噴出堆積物で、黒

沢尻火山灰と村崎野浮石と呼ばれている。 Ⅵ

層は礫層である。歴史時代に於ける火山噴出

物は秋田焼山や十和田火山に由来すると思お

れるものが遺構埋土中に若干見られる。供給

源の特定は色々と試みられている。

星
図
間
間
田
園
圏

I -黒褐色腐植土(耕作土)

II -暗褐色土

III-褐色土(ローム)

Ⅳ葛黄色土(ローム)

Ⅴ鵜黄色土(洋右含む)

Ⅵ鵜轢層(段丘)

第2図 基本層序模式図

第1図 神谷地遺跡・地形図及びゲノッド配置図
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中土横断面図
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6 3 50 53 与6 59 62 65 68 71 74 77

深堀り断面図(Bh77)

I.碑土、上甲褐色時帥土)、もろくでも清作なし

也聖上、迫巨II間色口剛胴朋、舶強く、碕

しまi上拙硝重く、指坑つく

状になる( /)しト主

藩断面図し二68.5m

I戸車-I 萱二、 ….‥工∴‥,、 〇両,.
疾っく、鮪的搬含む。

嘩ヂ華::竺三二’
萱

’

Ⅳ.耐色土、ゴマ掘こ購購入、粘性なし、しま
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I上 灼色 上しまり普通、枯骨もI上

帯衰つく、聞手壮

第3図 遺構配置図・溝断面図
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